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　温泉場にいた遊撃小隊は、結局、コリントゥスの街に戻るしかなかった。

　遊撃小隊は白はく兎と騎き士し団だん員いんで、ダルタニゥスの部下でもないしベティスの兵でもない。

　しかし、である。

　外がい務む卿きよう補ほの護衛役として、わざわざレフレンシアが彼に付けたのだから、いくら突発事態といえ、肝かん心じんのダルタニゥスを放りだして逃げるわけにもいかなかった。彼の行動の正せい否ひは別にして。

　様々な角度から現状を分析し未来を展望したガブリエラたちだが、結局、街に戻るという選択肢以外、選びようがないと結論づけたのだった。

「あんな我わが儘ままで自分勝手な兄上などにかまわず、さっさと逃げてしまったほうがよいと思いますけれど」

　ドゥイエンヌなどは最後までそうぼやいて渋ったのだが、マルチミリエ以外の小隊員は正論を言いたてた。

　国王から拝領した温泉を堪能しようと、いったん装備を全解除して温泉に浸つかろうとしていた遊撃小隊員だったが、オルトラゥスが駆け込んできたので、もう一度、装備を着け直していた。今は全員が白しろ銀がねの鎧姿である。

「いまダルタニゥス様を置いて逃げたら、レフレンシア様からどんな恐ろしい叱しつ責せきをもらうか判らないよ」

　とセリノスが脅おどすと、すかさずノエルノードも追随した。

「叱責で済めばいいけどね。最悪、命令違反で処分されるんじゃ？」

「それにですね、もしわたしたちがダルタニゥス様を放りだして逃げれば、白兎騎士団しろうさぎとベティスの関係に罅ひびが入りかねません。それはさすがに拙まずいかと思います」

　そう言ってガブリエラが止とどめを刺すと、ドゥイエンヌも潔く白旗を揚あげた。

「ええ、ええ、そうですわね。判っていますとも。ベティスの外務卿補が兄上でさえなければ、わたくしも、もう少し任務に前向きになれるのですけれど」

「ドゥイエンヌ様……お可か哀わい想そうに」

　マルチミリエはそっと涙を拭ぬぐった。

　いつもは物騒なことを言うマルチミリエだが、今回に限っては何も言えない。

　マルチミリエはドゥイエンヌ個人に仕つかえているが、正式な雇用主はマクシミリエヌス家なのだから、彼女の兄であるダルタニゥスに対して強く出られないのは当然だった。

　ということで遊撃小隊はコリントゥスの街に戻ることになったのだが、もう一手打つことを忘れるガブリエラではない。

「わたしたちは街へ戻るにしても、援軍の要請と騎士団への報告は行わなくてはならないと思います」

「それもそうだわね」

　皆の目が自然とセリノスへ向く。

「うん、いいよ」

　仲間の言わんとすることを機敏に察知したセリノスが大きく頷いた。

「伝令役、やるから」

「大変ですけれどお願いするわね、セリノス。わたくしを除けば、あなたが小隊で一番速いのですから」

〈ドゥイエンヌを含めても、あんたの姉さんが一番速いと思うけど〉

　とアフレアがノエルノードに囁ささやくと。

〈うんまぁ……そういうことにしておいてあげようよ〉

　とノエルノードが囁き返し。

〈そうだね。それが人間関係の潤じゆん滑かつ油ゆってものだよね〉

　とデイレィが頷いた。

「任せてよ、小隊長」

　とセリノスが手を挙げると、ノエルノードが心配そうな顔を向けた。

「気をつけてよ、姉様。反コリントゥスの軍勢が街道を封鎖してるっていうじゃない。急いでるからって、闇やみ雲くもに突っ走らないでよ」

「判ってる。だけど、封鎖といっても街道だけだろうから、街道さえ外れて迂う回かいすればなんとでもなると思うよ。問題なのは迂回の道筋選びのほうかな。わたしには土地勘がないからね」

「あ、わたくしがお供いたしますが」

　とオルトラゥスが申しでた。

「オルトラゥスさんが来てくれれば安心だけど、いいのかな？」

　コリントゥスの王宮衛兵隊に所属するオルトラゥスなら、この辺りの地理に詳しい。その上、彼は反乱勃ぼつ発ぱつを報しらせる急使に選ばれたことからも判るように乗馬の腕は確かである。

　実際、反乱を起こした親イリアスタ勢を蹴散らすために王宮へと駆けたときに、彼はセリノスにも負けないほどの乗馬の腕を見せたものだ。だからセリノスは「安心だ」と言っている。

「もちろんです。どのみち、皆さまが当地を離れる場合は、皆さまと共に援軍要請に駆けるつもりでしたから」

「あらあら、姉様、いいわねぇ。オルトラゥスさんと二人っきりでの道みち行ゆきだなんて」

　とノエルノードがからかうのには理由がある。オルトラゥスは若くて、そして割と美男子だったのだ。

「べつに道行ってわけじゃないよ」

　とセリノスは冷静に否定するが。

「道中、間違いなんか犯さないでね～～？」

　ノエルノードは、にやにやと重ねて迫る。

「だから。今はそんなことをしてる場合じゃないんだから。わたしは時と場合をちゃんと弁わきまえているよ」

　ノエルノードはさらに重ねて迫る。

「ふぅん。じゃあ、そんなことしてる場合じゃなければ、『そんなこと』しちゃうかもしれないんだ～～？」

「な、なに馬鹿なこと言ってるかな、ノエルは」

　ちょっと照れが入ってしまうセリノスだった。

「はいはい、任務をきっちりこなしていただければ、あなた方が夜、何をして楽しもうとかまいませんけれどね」

　とドゥイエンヌが口を挟むと。

〈夜、何をしてもって、何するのかしらね〉

〈なんなんだろうねぇ〉

〈楽しんじゃったら、セリノス、騎士団にいられないんじゃないかな～～？〉

　アフレア、デイレィ、ウェルネシアが、ひそひそと話をかわした。

「ともかく」

　ドゥイエンヌが一つ咳払いをして言った。

「オルトラゥス殿とセリノスに友好都市まで駆けてもらい、急を報せて援軍を要請してもらう。さらにセリノスには騎士団への連絡をつけてもらう。そういうことでよろしいのですわね」

　とドゥイエンヌがセリノスとガブリエラを交互に見やった。

「でもさ、騎士団への連絡って、どうやって？　いくらセリノスでも、クセルクス盆地までは走れないでしょ？　民間の飛脚便に報告書でも持たすの？」

　とアフレアが気になっていることをドゥイエンヌに問い質ただした。

「いえ、民間の馬は駄目ですわね。どこで秘密が漏もれるか判りませんもの」

「じゃあ、どうやって？」

「本ほん城じようまで走る必要はないし、大丈夫だよ、アフレア」

　とセリノスが応えた。

「どういうこと？」

「大平原南部の友好都市の幾いくつかにはベティスの軍が駐留しているから、そこまで行けば軍に早はや馬うまを頼めるさ」

「あ、そうか」

「それに高原都市にはライラントさんが常駐されてるから。もしかするとレフレンシア様が、まだセビリィノにいらっしゃるかもしれないし」

　ドゥイエンヌが小さく唸った。

「う～～ん、それは微妙ですけれどね」

　セリノスも小さく頷いて、そうかもしれない、と言った。

「わたしたちがセビリィノを出立してからもう十日以上経たってるし、今からさらに数日かかるだろうし。まぁ、それは上手くすればってことで、とにかくセビリィノまで行けば、カッシゥス王がとびきりの早馬を仕立ててくれるに違いないさ」

　ガブリエラが、

「ジアンは、きっといますよね」

　と呟つぶやくように言うと、すかさずアフレアが突っ込んだ。

「ジアンがセビリィノにいても意味ないんじゃない？　あいつに事態を報告したって、何か対策を考えてくれるわけじゃないしさ」

　アフレアの正論に、ガブリエラは苦笑するしかない。

「それはそうですけど。ただ、わたしたちがコリントゥスに閉じ込められるような事態になったとき、ジアンがいてくれると、いろいろと助かることがあるかな……と思ったのです」

「そんな事態になると思うの、あんたは？」

　とアフレアに訊き返され、ガブリエラは、ああいえ、と手を振った。

「なると思っているわけではありませんが、そういう可能性はあるわけですから、つい考えてしまうのです」

「まぁ、あんた、心配性だもんね」

　などとアフレアに一言で切って捨てられたガブリエラだが、しかし、あらゆる可能性を考え、その対応策を練っておくことは、彼女にとって習性であり、極論すれば本能といってもよかった。

　コリントゥスの街が実際に包囲されてしまうかどうかは現時点では不明だ。

　包囲されたとして、どの程度の包囲網になるのかは、もっと判らない。

　だが、閉じ込められるような事態になったとき、ジアンがいてくれれば様々な手が打てるのは間違いないし、デイレィと二人いてくれれば、外と連絡をつけることも敵部隊の内情を探ることも可能になるだろうに。

　それが残念だとガブリエラは思うのだ。

「では、わたくしたちはコリントゥスへ引き返しましょうか」

　とドゥイエンヌが仲間を見渡すと、セリノスが進みでてきた。

「じゃあ、わたしとオルトラゥスさんは友好都市へ駆けるよ」

「お願いするわね、セリノス。コリントゥスの行く末が左右されかねない場面ですもの、できるだけ急いで、そしてできるだけ慎重に」

「ははは、難しい注文だな」

　セリノスは苦笑を浮かべて頭を掻かいている。

「あなたになら、できるはずですわよ」

「うん、まぁ、努力するよ」

　以前のドゥイエンヌさんなら、こんな言い方はしなかったような。以前なら「命令」していたと思うのですけど、今は「頼んで」いますもの。これって、やはりドゥイエンヌさんも少し変わったということでしょうか……。

　子供の頃からドゥイエンヌを知っているガブリエラにはそう思えた。

　ガブリエラの考えていることを察知したのでもないだろうに、いきなりドゥイエンヌがガブリエラに視線を向けてきたので、彼女は慌てて視線を逸そらせた。

　疑い深そうな顔でしばらくガブリエラを睨にらんでいたドゥイエンヌだが、やがて顔を戻すと、オルトラゥスに向かって呼びかけるのだった。

「オルトラゥス殿も、お願いしましたわよ」

「はい、ドゥイエンヌ様。命に懸けてご期待に応えたいと思います」

「隊長もみんなも気をつけて」

「あなたもね、セリノス」

　セリノスが右手を水平に伸ばすと、ドゥイエンヌも右手を挙げた。

「互いの武運をアルアラネ様に祈って」

　セリノスとドゥイエンヌは白はく兎と式の敬礼をかわし、別れた。

　こうしてセリノス、オルトラゥスと別れた遊撃小隊の八人は、コリントゥスの街へと引き返していった。

　別れた一人と八人が再び出会うのは……。
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　コリントゥスの街の周辺は、「大平原」といっても適度に起伏のある地形だということは以前に触れた。

　街に通じる街道沿ぞいにも低いながら丘があり、ノエルノードとデイレィは、街の近郊では最も高い丘の上から、街道を南下してくる親イリアスタ勢を見下ろしていた。

　最も高いといっても、比ひ高こう二十ヤルドほど（五十メートルと少し）しかないのだが、何しろ周囲には高い山も深い谷もなく、視界を遮さえぎる物がないため、その程度の高さでも遠くまで見通せる。

　時刻は昼時を少し回ったくらい。空に雲はあるものの太陽を隠すほどではない。秋の空は青く高く、辺りは充分に明るく見通しもよかった。

「あれが先せん鋒ぽうかな、ノエル」

「先鋒というか、物もの見みなんじゃない？」

「そうだね。おそらく障害物の強制排除を命じられているだろうから、大おお物もの見みといってもいいのかもしれないね」

「障害物……って、コリントゥス兵のこと？」

「うん、そう」

「確かにコリントゥスは反乱騒ぎで大きく兵力を減らしてるから、連中の進軍を阻めるような兵力は展開できないのは先刻承知よね。で、あれ、どのくらいいると思う？」

「そうだな。ざっと百くらい？　でも、少し後方に砂さ塵じんが上がってるから、後続がいるのは間違いないな。砂塵の様子から見て兵数はもっと多いね。三百か四百か、はたまた五百か。どうする、ノエル？　後ろが近づいてくるまで粘る？」

「そちらはコリントゥスの物見に期待しましょうよ」

　二人は温泉場から街へ戻る本隊六人と途中で別れ、偵察を敢行するために街道脇を馬で南下してきたのだった。

　街からも偵察隊が出ているのは確実だが、自分たちの目で確認しておいたほうがいいのではないかとデイレィが提案し、皆がそれを認めたので、言いだしっぺのデイレィと、馬の腕なら姉のセリノスにもそう引けは取らないと言われるノエルノードが、こうして偵察要員として送られたわけだ。

「そうだね。土地勘がないわたしたちは、こうして離れた場所から遠望するしかないものな。地元の兵なら、裏道抜け道を駆使して、もっと接近できるだろうし」

「ってことで、早急に街に戻って、みんなにこの様子を報告しましょう。敵の物見は慎重に北上してるから、追いつかれる虞おそれはないわ」

「了解だ」

　煌きらめく白しろ銀がねの鎧姿の二人は跨またがっていた馬の首を巡らせ、一いち目もく散さんに丘を駆けおりた。
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　物見に出していた騎兵が一騎、二騎と、コリントゥスの街に駆け込んでくる。

　物見によってもたらされた報告はすぐさま王の御ご前ぜんに上げられた。

　今までに入った情報によると。

　敵の先鋒、あるいは大物見部隊がおよそ百。後続部隊として三百から四百。その後ろにも二百、三百が続いている。

　デイレィとノエルノードが持ち帰った情報とも一致する。

　じつはガブリエラたちも、物見の兵によってもたらされる情報は逐ちく一いち把は握あくしていた。なぜ逐一把握できたかというと。

　謀む反ほんによって窮きゆう地ちに陥おちいった王を救った恩人であるだけでなく、今また、危機に陥ったコリントゥスを見捨てずに駆け戻ってきてくれたということで、感謝感激雨あられ状態の王から軍事顧問として御前会議への出席を要請されたからである。その裏には、どうやらダルタニゥスの助言があったらしいのだが。

「今やコリントゥスの未来は偏ひとえに白はく兎と騎き士し団だん最精鋭部隊である諸君らの双そう肩けんに係っているのだ。どうかコリントゥスを見捨てないでくれたまえ」

　などと言って、王は八人を御前会議の席へと引っ張ってきたのだった。

　同時に王は、不安に囚とらわれ揺れ動く住民に対し、

「我がほうには白兎騎士団の精鋭部隊がついている。彼女たちがいてくれれば、どのように困難な事態に陥っても必ずや街を守りとおせるであろう」

　という情報――あるいは希望的観測――を流してしまった。

　王の狙いどおり、「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ」の名前は浮き足立っていた街の人々に対して大きな効果を生んだ。

　きっと王がなんとかしてくれるという根拠のない希望に縋すがっていた者も、いつ逃げようかと機会を窺うかがいながら荷造りしていた者も、「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの精鋭部隊が軍事顧問としてこの街にいてくれる」ことを知り、地に足がついたかのような落ちつきを取り戻していた。

　遠いこの地にも、鋼鉄の白兎騎士団の武名は鳴り響いていたのである。

　自分たちが白はく兎と騎き士し団だん員いんであることと今この街にいることを、街の人たちに知らせてしまってよかったのかどうかは微妙なところだとガブリエラなどは思うのだが、しかし、この流れではいつまでも隠しておくわけにいかないのも確かだった。

　白兎騎士団の存在は街の住民の精神的な支柱となるだけではない。王宮内にも睨みが利きくから、王への有形無形の支援になる。

　勇猛果敢で鳴る白兎騎士団が遙々コリントゥスまでやってきて滞在しているとなれば、周辺諸国に与える影響力も違ってくる。イリアスタの圧力に抗している反イリアスタの諸国、つまりは親ベティス、親コリントゥスの国々を勇気づけるのは間違いない。

　もっとも、城内にいる白兎騎士団員がたったの八名――しかも全員一回生――だということを知れば周辺諸国の勇気も霧む散さんしてしまうかもしれないので、さすがに王も人数などの詳細は発表していないのだ。
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「六百から、最大で八百か」

　ノエルノード言うところの貫禄ある体型――要するに太っているということだ――を椅子に押し込むように座っているコリントゥス王コリンティアンスが、御前会議に居並ぶ出席者を見渡した。

　そこは王宮に幾つかある評ひよう定じようの間まの一つで、かなり大きな部屋だった。

　建物は石造りなのだが、壁には織しよく布ふが張られ、床には絨じゆう毯たんが敷いてある。天井からは豪華な燭しよく台だいが吊され、大きな窓からは硝子グラウスを通して西日が室内に射し込んでいた。

　中央に大きな長卓が置かれ、その周りに会議の出席者が並んでいる。

　出席しているのはコリントゥス王とその重臣三名、王宮衛兵隊の隊長、加えてベティス大公国の外務卿補ダルタニゥス・ダンディ・マクシミリエヌス、そして我が遊撃小隊の八名である。

　隊長のドゥイエンヌだけでなく全員の出席が許されたのは、王の意向によるところが大きかった。

　しかしながら。

　いくら王の要請であっても、全員が同じ卓に着くわけにもいかない。長卓の下座に座っているのは隊長のドゥイエンヌと副隊長のガブリエラの二人で、あとの六人はその後ろに椅子を並べて控えている。

　また御前会議に鎧姿で乗り込むのは非礼だろうということで、八人は白い裳も裾すそに兎うさ耳みみ帽子という出で立ちだった。

　本来ならここに連なるべきもう一人の重臣の姿が見えない。反乱首謀者のヴェルガナという名の男だ。反乱が失敗に終わった直後に、ヴェルガナは共に起たった別の一人と共に一族郎党を引き連れて城外へと逃げ去った。おそらく彼らは反コリントゥス軍に合流しているだろう。

　相手に「コリントゥス奪回」の名めい分ぶんを与えかねないとガブリエラは危惧するのだが、けれど無い袖は振れないのだから仕方ないとも思う。

　反乱で配下の兵力を大きく減じ、また王宮そのものが大混乱に陥っていた当時の状況では、国王に追討の部隊など送れるはずもなかったのだから。

　逃げてしまった者はしかたがありません。問題は……問題なのは、この現状で。今後の展開で。

　ガブリエラは先ほどから必死で考えている。

　あらゆる可能性を。起こりうる展開を。

　ガブリエラの頭脳は唸りを上げて高速で回転し、幾通りもの仮想演算を繰り返しているところだった。

　自分の思考に没頭してしまったガブリエラの目にはコリントゥス王の姿など、ろくに映っていなかった。

　しかし、小国と雖いえども王は王。

　王や貴族のお歴々と会議の席を共にする経験など滅めつ多たにあることではないから、自分の世界に浸ってしまったガブリエラとベティスの有力貴族の娘であるドゥイエンヌと、やはりベティスの大将軍の娘であるノエルノード以外の五人――アフレア、デイレィ、ウェルネシア、レオチェルリ、マルチミリエ――はかなり緊張気味だった。

「この数字をどう思いますかな、ダルタニゥス卿？」

　先ほどから王はダルタニゥスに尋ねることが多いが、これは小国の王なりの気配りであろう。

　大国ベティスの使節団代表であり外務卿補のダルタニゥスは、ベティスの名門貴族、マクシミリエヌス家の者である。しかも彼は、逃げようと思えば逃げられたにも拘かかわらず、自分を見捨てずコリントゥスの街に留とどまってくれたのだ。王がダルタニゥスを立てるのも当然といえば当然だった。

「そう、予想外に多い……と言えば言えそうですね。これはまだ援軍がいるという前提での話ですが」

「いると思われますか」

　と王に訊かれ、ダルタニゥスは大きく頷いた。

「このような軍事行動を取るのですから、これで全部……ということはないでしょう。ここまでが第一陣。第二陣がいるのは間違いないと思います」

　ダルタニゥスが自信満々の顔と態度でそう言うと、居並ぶ重臣たちが表情を暗くした。

　ダルタニゥス様、たとえそれが事実だとしても、もう少し重々しくといいますか深刻にといいますか、とにかく、あんなふうに自信に満ち溢れた態度で不吉なことを言うのは控えられたほうが。

　などとガブリエラは思わず内心で突っ込んでしまったが、ダルタニゥスは場の雰囲気などまったく省かえりみようとしない。

「最悪、第三陣、第四陣までもいるかもしれませんね。はっはっはっ」

　ダルタニゥスの高笑いに重臣たちは暗くなった表情をさらに歪めているのだが、ダルタニゥスは我関知せずだ。

　仮想演算を中断したガブリエラはダルタニゥスの笑い声に眉を顰ひそめる。

　確かにその可能性もありますが。というか、高いですが。

　しかし、ここでことさら重臣たちの不安を煽あおり立てても、逆効果になるだけでいいことはないように思える。

　不安に駆られた重臣が浮き足立てば、王宮にいる人間に伝染する。王宮全体が浮き足立てば、街までもが平静ではいられなくなる。それでは、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの名前を出してまで人じん心しん掌しよう握あくに努めたのが無意味になってしまうではないか。

　笑っているダルタニゥスと暗い表情をした重臣を見比べながら、ガブリエラはそっとため息を吐ついた。

　ドゥイエンヌさんも雰囲気を省みないことでは人後に落ちませんし、これはマクシミリエヌス家の者の性格的な問題なのかも。

「そこで、我らの取るべき行動なのですが」

　王だけは、まだ瞳に光を失っていない。改めてダルタニゥスに視線を向けた。

「ダルタニゥス卿はどうすべきだとお考えになりますか」

　笑いを収めたダルタニゥスは、正面から王を見据えた。

「この街を捨てるという選択肢、王にはないのですね？」

「もちろんです。この街をイリアスタにくれてやるくらいなら、我が手で燃やしてしまってもかまわないくらいです」

「であれば」

　ダルタニゥスは、あっさりと言った。

「街に籠こもって援軍を待つしかありますまい。及ばずながら我らもお手伝いいたそうではありませんか」

「なんとありがたいお言葉」

　王は今にも感かん涙るいを流しそうだが、ガブリエラたちは辟へき易えきといった顔になっている。ドゥイエンヌまでもが浮かぬ顔だ。

「ですが王よ」

　と声を上げたのは王の補佐役、内務大臣のエリケントゥスである。

「なんだ、エリケントゥス」

「籠るといっても、我が街には今、兵力がほとんど残っておりません。包囲されたら抵抗するのは難しいと思われます」

「そうでございます、王よ」

　と賛同したのは軍務大臣のカイゼル。

「我らが動かせる兵は百かそこら。街の住民から志願兵を募ったところで、せいぜい二、三百というところでしょう。それでは包囲軍に対抗はできません」

「しかし、我らから攻める必要はないのだ。街に籠って防御に徹すればいいのだから、人数はそれほど必要ないだろう」

　確かに攻撃側五倍の法則などと言われるように、城攻めの場合、攻撃側は防御側の五倍以上の兵力が必要だと言われる。それを当てはめれば、コリントゥス側に二、三百の兵があれば、相手が一千でも保もち堪こたえられる計算になるのだが。

　カイゼルは首を左右に振った。

「いくら街に籠って防御に撤しても、素人しろうと同然の志願兵では保ちません。相手の兵力が一千あれば、おそらく一日か二日で陥おちるでありましょう」

　少し悲観的に過ぎるようにも思えるが、しかし正しい判断だとガブリエラは考える。

「相手が力押しの攻撃をしてくる可能性は低いのではないか？」

　と脇から口を挟んだのは外務大臣のウェレイアだ。

「寄せ集めの奴らには、犠牲を出してまでこの街を陥とす覚悟があるとは思えないのだがな。包囲しておいて、王を降参させようというのが奴らの狙いだと見る。であるなら、交渉をして時間を稼げば友好都市からの援軍が間に合うのではないだろうか」

　それは一面、正しい見方だろう。

　寄せてくる軍勢は、イリアスタを始めとした数都市の連合軍であるらしいという報告が入っている。

「寄せ集めであっても、軍を主導しているのはイリアスタ兵だろう。攻撃をしてこない保証はないぞ」

　とカイゼルは応え、

「いや、そう言うがな……」

　とウェレイアが反論を始め。

「だが、その場合は……」

　とエリケントゥスも参戦し。

　次第に会議は踊り始めてしまう。

　その様子に辟易しながらも、ガブリエラは。

　最終的には攻撃はしてきますね。

　内心でそう断じる。

　その理由は。

　兵ひよう糧ろうの問題だ。

　一千に近い兵を動かし包囲戦を行うだけの兵糧を、相手が準備できているとは思えないのだ。

　おそらく数日分の兵糧しか運んでいないはずで、ならば、いつまでも呑のん気きに城を囲んでいるとは思えません。最終的には強攻を選んでくるでしょう。それに、街から逃げだした有力者の存在がありますし。

　つまり相手は「コリントゥス王の強圧政治を正すために起ちあがった街の有力者ヴェルガナを支援している」という立場を取れるわけで、強攻して街を陥としても「無関係の街を侵略したのではない」と主張できる手駒を持っている。

　やはり、謀反人に逃げられたのは痛いです。まぁ、今さらの話ですけれど。

　ガブリエラはもう一度、この先の展開に思いを馳はせる。

　先ほど志願兵の話が出たが、それも駄目だろうと思う。

　戦力になるかならないかの話ではなく、志願兵を募ること自体を避けるべきだと彼女は思っている。

　志願兵に応募するような住民は、王の積極的な支持者、あるいは関係者だろう。だが、志願兵として武器を取った途端、彼らは「街の住民」ではなくなってしまう。戦いくさで殺されても文句を言えないし、相手にすれば殺しても文句を言われない存在になるのだ。

　街を陥とし、王の一族を捕縛、あるいは抹まつ殺さつするのと同時に、王の支援者、支持者を一掃できるなら、コリントゥスの新たな支配者となる者にすれば一石二鳥ではないか。

　今後のコリントゥスの治世を睨めば、イリアスタと新支配者は王と王に近しい者――精神的にであれ物質的にであれ――を積極的に取り除こうとするだろう。

　ガブリエラが相手が強攻策を採とるだろうと思う理由の一つに、それもあった。

　だから志願兵を集めては駄目なのです。でも、それだと守備の兵力が足りない。全然、足りません。さあ、どうすればいいでしょう。どうすれば……。

　あちらを立てればこちらが立たず。にっちもさっちもいかない。

　まさに今、王もダルタニゥスも遊撃小隊もそんな苦境に立たされているのだが、ガブリエラはめげなかった。

　めげるどころか、彼女は喜々としていた。

　追い詰められれば追い詰められるほど、彼女の思考は冴さえてくる。

　再びガブリエラの頭脳が高速で回転し始めた。

　会議の席の言い合いなど、もはや彼女の耳に届かない。ガブリエラはうっすらとした笑みすら浮かべ、自分の世界に没頭していく。

　ダルタニゥスが観察するような鋭い視線を自分に注いでいることすら気づかぬまま、ガブリエラは、ただ沈ちん思し黙もつ考こうを続けた。
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「いや、しかしな……」

「それは無茶な話で……」

「その件に関しては……」

　内務、外務、軍務を司つかさどる三人の重臣は、てんでに話を始めたまま、いっこうに意見がまとまる気配が見えない。

　この時代の王は、我々の思い描く絶対王政の王とはほど遠く、基本的に貴族たちの上に乗って平衡を取りながら最終的に政策を決定するという存在なのである。

　コリントゥス王もご多分に漏れず、三人の重臣の意見を無視して強引に諸策を進めるほどの権力を持ち合わせていない。特に今は有力な貴族が一人離反しているのだ。強圧的な態度で事を進めようとすれば、さらなる離反者を増やす虞おそれがある。小都市の王としては頭の痛いところではあった。

　喧けん々けん諤がく々がくで言い合いをしていた三人の重臣だったが、議論は堂々巡りに陥り、いつまで待っても明確な方針は出てきそうにない。

「王よ、やはり街からお逃げになったほうがよいのではありますまいか」

　不毛な議論の後、内務大臣が出したとりあえずの結論がそれであったが、もちろん王が肯がえんずることはない。

「それだけは認めることができぬ」

「しかし、捲けん土ど重ちよう来らいという言葉もございますぞ」

「いや。いま街を捨てれば二度と戻っては来られぬだろう。儂わしにはそれが判っている。いま我慢できねば、我が王家にもこの街にも未来はないのだ」

　と王が強硬に言い張ったとき、ふとガブリエラが顔を上げた。

　そう、王はこの街を離れれば二度と戻ってこられないことを恐れている。ですが……捲土重来……そう、捲土重来が……。

　ガブリエラの瞳に幾ばくかの期待が、何なに某がしかの希望が浮かんだように見えた。それを目め敏ざとく見つけたダルタニゥスが、不意に立ちあがった。

　目の前で繰り広げられる不毛な議論を、うんざりとした顔で見ていたドゥイエンヌがぎくりと上体を引いた。彼女だけでなく、遊撃小隊の隊員は、みな何かを恐がるような表情でダルタニゥスを見上げるのだった。

　王も驚いたような表情でダルタニゥスに呼びかけた。

「ど、どうされたか、ダルタニゥス卿よ？」

「王よ、この辺りで外部の意見も聞いてみたら如何いかがでしょうか？　いつもとは違った角度から物事を検討してみれば、何かいい策が出てくるかもしれませんよ」

「ダルタニゥス卿に何かご意見が？　喜んで聞かせていただきますぞ」

「いえいえ、僕ではありません」

「では……」

　王の視線が横にずれ、ダルタニゥスの横に控えていた遊撃小隊員たちにその視線が注そそがれた。

「そうですとも、王よ。ここには音に聞こえた白はく兎と騎き士し団だんの精鋭部隊がいるのですから、彼女たちの意見を聞かない手はないと思いますね」

「そうであった、そうであった」

「なんといっても白兎騎士団最精鋭部隊である遊撃小隊の作戦立案担当副隊長、ガブリエラ・リビエラ・スンナ嬢は、あのエリエオラの娘さんなのですからね」

　立ったまま、ダルタニゥスがガブリエラを指し示したので、彼女は思わず仰のけ反ぞった。

　作戦立案担当って……いつの間に……。

　遊撃小隊、あるいは騎士団そのものが危機的状況に陥ったときに、ガブリエラが無理やり捻りだした策で何度か危機を乗り切ってきたのは確かだが。

　作戦立案担当などという役職を任命された覚えはありません。

　不服そうな顔でダルタニゥスをみやるガブリエラに、王や重臣の視線が集中した。

「エリエオラ……」

「ご存じではありませんか？　黒の二年戦せん役えきの英雄、エリエオラ・アルトォーラ・スンナですよ」

「おおぉ！」

　王は思わず腰を浮かし。

　三人の重臣も目を見開いている。

　というか、遊撃小隊の仲間もびっくりだ。

　アフレアがガブリエラの脇腹を突っついた。

〈ちょっとガブリエラ。副団長だったってのは聞いてたけど、あんたの母親って、実はそんな有名人だったわけ？〉

　他の六人も、うんうんと頷く。

〈いえ、わたしも知りませんでしたけど〉

〈本当に？〉

〈本当ですよ。騎士団の話はいろいろと聞かされましたけど、母個人の業績や活動など、ほとんど聞かされていないのですから〉

〈ふぅん〉

　と納得しかけたアフレアたちだったが。

「か、彼女が、黒の二年戦役の英雄、あの『天あま翔かける黒き翼つばさ』の娘だと言うのか!?」

　という王の言葉にまたもや全員が仰天する。

〈天翔る黒き翼……ってのが、あんたの母親の異い名みようだったの!?〉

〈いえ、ですから、その辺はわたしは知らないと……〉

〈黒！　の二年戦役で活躍した、天翔る黒き！　翼なんだ〉

〈白兎騎士団しろうさぎの副団長なのに、黒かったんですのねえ〉

〈親子二代に亘わたって黒いんだ〉

〈真っ黒な家系〉

〈魔王の娘こは魔王……〉

　などという囁き声がガブリエラの周囲で澎ほう湃はいとして湧きあがる。

〈皆さん、酷ひどっっ〉

　またもや大きく仰け反るガブリエラだが、しかし、知らなかったという彼女の言葉に噓はない。

「あの……ダルタニゥス様、母のことをご存じなのですか？」

　と思わず訊いてしまう。

「僕は直接知らないけどね、父からはよく話を聞かされたものだよ」

「あ……はあ……」

「おお、やはり貴殿はエリエオラ殿のご息女なのですな」

　王が感に堪たえかねたように言った。その顔に賞賛の色がはっきりと表れている。

　王だけではない。先ほどまでは遊撃小隊員にあまりいい顔を見せていなかった三人の重臣までもが、今では紛まごうことなき敬意を見せているではないか。

　名前が出ただけでこれほどの影響力があるなんて驚きですわね。確か「黒の二年戦役」の主戦場、この街からは遠く離れていたはずですのに。

　ドゥイエンヌはガブリエラの母親の高こう名みように、心しん底そこ驚いていた。

　子供の頃からの付き合いであるドゥイエンヌであっても、ガブリエラの母親に関しては詳しいことを知らなかったのだ。もっとも、当のガブリエラ自身が知らないのだからドゥイエンヌが知らなくても当然なのだが。

　わたくしは兄上とは歳が離れていますから、政治向きの話を父上から聞かされたこともあまりありませんし。それにしても、こんな遠い土地にまで武ぶ名めいが轟とどろいているのなら、ベティス本国で、もっと噂に上のぼっていてもよさそうなものですのに。

　ドゥイエンヌは、そこが少し不思議な気がする。

　さておき、先代の武名や高名が子孫を助けることって、あるのですのね。

　まずは本人の実力。

　ドゥイエンヌはそう思っている。

　しかし、家名や家格が助けてくれるのであれば、それを拒絶するものではない。むしろ積極的に利用してもいいと思っている。

　家名や家格以外にも、本人を助けてくれるものはあるというわけですか。一つ、勉強になりましたわ。

　ひょっとしたら、そういう個人の武名や高名が何代にも重なった結果が、家名や家格というものに繋がるのかもしれない。そこまで思いを馳せるドゥイエンヌである。

　もちろん、実力主義者であるドゥイエンヌとしては、いくら母親が有名でも有能でも、本人が使えないのなら評価に値しないと断じるところだ。

　ですが、まぁ、ガブリエラは、けっこう使えますし、ね。

　他人に厳しく、滅多なことでは人を認めないドゥイエンヌにしては高い評価だといえよう。

　が、当のガブリエラは。

「いえ、あの、ええ、まぁ、確かにエリエオラは母ですが……ですが……」

　しどろもどろである。

　自分がエリエオラの娘であること。それはそのとおりなのだが、しかし、騎士団在籍時の個人的な業績に関してはほとんど知らないガブリエラとしては、何と言って王に返答したらいいか判らない。

　ところが。

「なんということだ」

　宙を見上げた王は震える声で言った。

「これを天の配剤と言わずしてなんと言うべきか。まさに十万の援軍を得たにも等しい心強さである」

　なんだか王の目に涙さえ浮かんでいるではないか。

　そんな大げさな～～～～っっ。

　逆にガブリエラのほうが震えあがった。

　今は亡き母親から思わぬ試練を授かった、そんな気分だ。

「ということで、どうだろう、作戦担当。何か考えはないかな」

　ダルタニゥスが大おお真ま面じ目めな顔で呼びかけてきたものだから、ガブリエラは慌てて姿勢を正した。
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　期待されているのなら、とりあえず、その期待を裏切らないようにしたいです。そのほうが後のち々のち、動き易やすくなりますから。

　いくら緊張しても、重圧を受けていても、ガブリエラはそのくらいの計算はする。

　彼女は王や重臣の目を意識しながら、そうですね、と頷いてみせた。

「ないこともないのですが」

　と彼女が言うと、王と重臣の顔が輝いた。もしいま急に日が暮れても、彼らの顔の輝きで室内の明るさは保たれるだろうと思えるくらいに。

「ですがその前に、少し状況を整理しておきたいのですが、よろしいでしょうか？」

　とガブリエラは遠慮がちに訊いた。ダルタニゥスに向かって。

　これは、ダルタニゥスに訊かれたから答えている、つまり、王から直接に下か問もんを受けたのではないということを、それとなく主張しているわけだ。

　ダルタニゥスはすぐに察してくれたようで、

「よろしいですかな、王よ」

　と訊いてくれた。

「もちろんだ。ダルタニゥス卿とガブリエラ殿にお任せする」

　と王が応えたので、ガブリエラは王への献策を行うという形を得ることができた。同時に、ダルタニゥスが会議の議事進行役を務めることにもなった。

　結果としてみれば、ダルタニゥスがエリエオラの名を出して会議の主導権を握ってしまったともいえるわけで、彼が最初からそれを狙っていたのなら、思惑どおりに運んだことになる。

　どれだけ奇人であっても、いかほど変人であっても、さすがに油断のならないといいますか一筋縄ではいかないといいますか、ベティスで外務卿補を務めるだけのことはありますね、ダルタニゥス様。

　ガブリエラは改めてドゥイエンヌの実じつ兄けいの頭脳を評価し、同時に警戒もする。

　彼が会議を主導してくれれば、ガブリエラにはやり易くなるのだから文句を言う筋合いではないが、彼に踊らされるような事態だけは避けなくてはと自戒する。

　何しろ小隊長であるドゥイエンヌは、彼女にしては珍しいことに、無抵抗というか腰が引けまくっているというか、とにかくダルタニゥスにはさっぱりだ。

　立場的には当然、白はく兎と騎き士し団だんと遊撃小隊を第一に考えなくてはいけないドゥイエンヌなのに、ダルタニゥスが相手だと、その当然のことができない虞がある。

　そのときは、わたしがなんとかするしかありませんね、ええ。

　ガブリエラは内心で小さなため息を吐ついた。

「では、ガブリエラ君、まずは現状分析をしてくれたまえ」

「はい、ダルタニゥス様」

　立ちあがったガブリエラは、王と重臣に対して丁てい寧ねいに頭を下げた。

　期待に輝く八つの目が眩まぶしい……というか、眩しすぎるが、それはこの際、無視するしかない。いくらガブリエラでも、無から有は創りだせない。今ある条件の中で最上のものを選択するしかないのだ。

「まず、戦略目標ですが」

　ガブリエラは、ゆっくりと居並ぶ出席者を見渡した。

　王や重臣だけでなく、ダルタニゥスを、そして背後に控えている仲間たちを。

　彼女たちの何人かは、頷いたり目配せしたりして、ガブリエラに「頑張れ」という意思を伝えてきてくれた。

　仲間の顔が多いのは、こういうときには心強いものだ。

　仲間の存在に力を得て、ガブリエラは話し始めた。

「王様がこの街を確保し続ける、つまり、この街が反イリアスタであり続ける、言い換えれば親ベティスであり続けるということですが、それでよろしいのですね」

「それでよい」

　王は力強く頷いた。

「そして、今、南方にイリアスタを中心とした連合軍が迫っています。確認できた範囲ではその数、ざっと六から八百。ここまでもよろしいでしょうか？」

　誰も異議を唱えないので、ガブリエラは先を続けることにする。

「敵の戦略目標は、この街を親イリアスタ側に引っ張り込むことですね。そのために、兵を動かした。反乱が外部勢力と連係して為なされたようですから、これは予あらかじめ用意された軍事行動と見るのが適当だと思われます。となれば、第二陣が、ひょっとすると第三陣も後ろに控えている蓋がい然ぜん性せいが高いでしょう。ここまでは如何いかがでしょうか？」

　三人の重臣が互いの顔を見やっている。先ほどはこの件に関してああでもない、こうでもないと議論していたわけだが、ガブリエラの理路整然とした話を聞くと、それが当然の帰結のように思えてくるから不思議だ。

「確かに、王に対する謀反と連動しているのなら、かなり以前から用意されていた軍事行動ということになる。であれば、六百、七百止まりということはないかもしれんな」

　外務大臣のウェレイアが認めると、他の二人も頷いた。

　ガブリエラは重臣たちに一礼すると、再び口を開いた。

「ということで、総兵力はおそらく一千を越えるのではないかと思われます。最大限に見積もれば千五百に達するかもしれませんが、それはこの後の物見で明らかになっていくでしょう」

　千五百が相手では、何もできない。どれほど義勇兵を募ったところで、籠城戦を戦い抜くのは無理だ。

　三人の重臣の顔から輝きが消えた。

　ガブリエラは、やれやれと安堵する。

　これで、無理やり義勇兵を募り、集まった者を城壁や城門の守備兵として配置するという最悪の事態は避けられそうだ。

　前述したように、それは相手の思う壺つぼだ。相手が「住民」ではなく「守備兵」なら、敵は躊ちゆう躇ちよなく剣を振れるのだから。

「さて、そこで問題になるのは、連合軍がこのコリントゥスの街を攻撃するかどうかということなのですが」

　いったん言葉を切ったガブリエラは、もう一度、ゆっくりと会議の席を見渡し、ダルタニゥスのところで目を留めた。

「ダルタニゥス様は、どうお考えになりますか？」

「最初は様子見だな。連中にしてみれば、王が退去してくれるならそれに越したことはないのだからね」

「はい」

「だが、籠って抵抗の構えを見せれば、攻撃しようとするのではないかな。ただ見ているだけなら、千を越える兵を集めた意味がない。そうだろう、ガブリエラ作戦担当？」

　ダルタニゥスは、わざわざ「作戦担当」をつけてガブリエラを呼んだ。王や重臣にガブリエラの立場を印象づけようという狙いだろう。

　やはり油断がならない方ですね。

　とはいえ、自分が「作戦担当」であることが王たちに浸透するのは、ガブリエラにとって悪いことではないから、文句を言う筋合いではない。

「はい」

　と大きく頷いてから、ガブリエラは話題を引き取った。

「わたしも、相手は強攻を視野にいれていると考えます。なぜなら、千を越える兵数を長期間、この街に張りつけておけるだけの兵糧を準備できたとは思えないからです」

「おお、それは！」

　ダルタニゥスが大げさに手を打った。

　本当に気づいていなかったのか、気づいていたのにいま気づいた振りをしたのかは判らない。だが、重臣たちは、ガブリエラの指摘で初めてそのことに思い至ったというように驚いた顔になった。

「確かに準備期間はそれほどなかっただろうからね。かなり以前から軍を起こす準備をしていたのなら、いくら隠してもその情報が外部に漏れるはず。我々が情報を入手できていない以上、準備は短期間のうちに大急ぎで調ととのえられたわけで、長期の遠征を支えるだけの兵糧が用意できたはずがない。そういうことだね？」

「もちろん、それもあります。ですが、兵糧の用意がないと考える理由は、それだけではないのです」

　ダルタニゥスが不思議そうな表情になった。今回ばかりは演技ではなさそうだ。

「その理由、聞かせてくれないかな」

「はい、それは」

　そこでガブリエラは少し間まを取り、卓上に用意されてあった器の水で唇を湿らせてから再び口を開いた。

「敵部隊の本来の目的はコリントゥスの街を攻撃して陥とすことではなく、反乱によって王様がいなくなった街に入って混乱を鎮め、事態の収集を図ること……だったのではないでしょうか」

「ああ」

「なるほど」

「そうか」

　などという声が、あちこちから――その多くは遊撃小隊からだった――上がった。

「反乱が失敗に終わってしまったことを知らずに街に近づいていくと、反乱を企てた者が逃げ込んできた。この時点で彼らの思惑は外れたわけです。ですが、ここまで部隊を動かしておいて今さら回れ右をするわけにもいきませんから、部隊の司令官は逃げてきた有力者を支援するという形を採り、この街目指して進軍を続けている。そんなところだと思うのです」

　三人の重臣は、感心したような、そしてどこか恥じ入ったような複雑な表情で、声もなくガブリエラを見つめている。

　三人の誰もが、そこまで読んでいなかったのだから、驚き、感心し、そして恥じ入るのも当然かもしれない。今の話だけで、三人のガブリエラに対する信頼度は上昇した。

「つまり相手の部隊は、えぇと、仮にイリアスタ連合軍と呼んでおきますが、彼らは最初からコリントゥスに入城することを前提に行動していますので、攻城戦の兵糧など用意していないだろうと思うわけです」

　兵糧だけでなく城攻めの兵器なども用意していないでしょうが、それは敢えて触れないでおきましょう。

　ガブリエラは、そこに関しては知らん顔をすることにした。

「そうか。なるほど、いいところを衝ついている指摘だ」

　ダルタニゥスは満足そうに頷いた。

　ガブリエラの推論に異を唱える者は誰もいない。

　これで、相手は強攻してくるだろうということ、そして強攻されたらこの街は保ち堪えられないだろうという流れが醸成されましたね。

　ガブリエラは、その方向に会議を流したかったのだ。

　本気の籠城戦。それは援軍の見込みが薄い現状、人的、物的両面の損害を出した上に結局は陥落するという最悪の未来をもたらすだろう。

　だから彼女は本気で籠城戦をしない、させないという方向に会議の流れを持っていきたかった。

　では、彼女は議論の先をどこへ持っていこうというのだろうか。

　そこでガブリエラはいきなり話題を変えた。
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「ところで国王様」

「何かな、ガブリエラ殿？」

　小さな都市国家とはいえ、一国の王から「殿」呼ばわりだなんてわたしも偉くなったものだわ、と苦笑しそうな自分を必死で抑え、真面目な顔を崩さないように気をつけながらガブリエラは国王に相対した。

「反乱が起きた際に、ここから友好都市へ援軍要請の使者が送られていたはずですが、その使者に対する反応は如何だったのでしょうか？　もしも応援を送ろうとした都市があったのであれば、今回の事態に際して改めて兵を調える手間が省けるわけですから、早めの応援も期待できるのではありませんか」

「ああ、うむ、それがな」

　王は肩を落とし、少し悄しよう然ぜんとした顔で応えた。

「芳かんばしくなかったのだ。貴殿らの尽力で反乱者を追放した後、送った使者の大半は戻ってきたのだが、その場で助力を申しでてくれた都市はなかった。中には言げんを左右にして使者と会おうとしなかった王もいたほどでな。こういうときはどちらにも肩入れせずに様子を見るものだと相場は決まっているから、彼らの態度を詰なじることはできんが」

「そうなりますと、今回もあまり多くは期待できませんね？」

「であろうな。ガブリエラ殿の言うとおりだとすれば、反乱が起きたとき、すでに連合軍が動いていた可能性がある。我がほうの友好都市に対する示威行動をしつつ、こちらに進軍したというのはありそうだ」

「ええ、わたしもそう思うのです。コリントゥスはもうじきこちらの手に落ちるから、手出しをしないほうがいいよ、というわけですね」

「反乱を鎮圧したというのに、鎮圧を祝う使者が送られてこないというのも、その推理を裏付けているように思う」

　国王はガブリエラの意見を肯定した。それも全面的に。

　その様子を見ていたダルタニゥスは、国王を手玉にとるとは見事なものだな、ガブリエラ君は、と大いに感心した。しかし同時に、未だガブリエラの真の狙いが読めないことに僅かな焦しよう燥そう感かんも覚えた。

　いやいや、それにしても。この僕にも狙いを読ませないとは、大したものだね、ガブリエラ君。我が妹ドゥイエンヌも、このくらい人に腹を読まれない芸当ができればいいのだが。

　というダルタニゥスの評価など知らぬ顔でガブリエラは言葉を継いだ。

「ところで国王様」

　またもやガブリエラが話題を変えようとしている。さすがの国王も、少し戸惑った顔になった。

「何かな、ガブリエラ殿？」

「わたしたちの存在、つまり白はく兎と騎き士し団だんの部隊がここ、コリントゥスにいること、外部にも公おおやけになっているのでしょうか？」

　王は、それなのだがな、と身を乗りだしてきた。

「まだ公にはしておらんのだ。反乱が起きたときに送った援軍要請の使者には当然、知らせてはいない。何しろ、その時点では儂も知らなかったのだからな。もちろん今でも公表はしていない。勝手に公表していいものではないと思ったのでな。まぁ、街の住民には情報を流してしまったのだが……まだ他国にまでは伝わってはおらんだろう。しかし、こういう事態になった以上、是非とも貴殿らの存在を公言したいと思うのだが、どうだろうか」

「はい、かまわないと思います」

「おお、よろしいか！」

「白兎騎士団の名前を出すことで、様子見をしている都市の背中を少しでも押すことができるのであれば」

　というのはあくまで建て前。ガブリエラは、自分たちの存在くらいで駆けつけてくる都市があるなどとは思っていない。

　だが、国王は踊りださんばかりに喜んでいる。

「ありがたい。これで希望が出てきたわ」

「ちょ……ちょっとお待ちくださいませんか、国王様！」

　とドゥイエンヌが叫んだ。

「何かね、ドゥイエンヌ隊長？」

「いえ、その、少し副隊長と話をしたいと思いまして」

「もちろんかまわんよ」

　上機嫌の王は、話の途中で横槍を入れられたことなど少しも気にしていない。

　隣に立っているガブリエラの手を引っ張って無理やり座らせたドゥイエンヌは、ガブリエラの裳裾の胸ぐらを摑つかんで引き寄せた。

〈ちょっと、ガブリエラ。あなた、そんなことを勝手に決めてしまっていいの!?〉













〈ですけど、ドゥイエンヌさん、こうして籠城に参加してしまえば、隠していても意味はないですよ？　白兎騎士団しろうさぎの名前を利用できるのなら、利用して有利に事が運べるのなら、積極的に使うべきではありませんか？〉

〈それは……そうかもしれませんけれど、でも、レフレンシア様に断りもなく、そのような重要なことを、わたくしたちだけで……〉

〈報告して返事を待っていたら、日が暮れてしまいます……というより、この街が陥ちてしまいます。今はこの街を、国王様を守ることを最優先にするべきではないかと〉

　はぁ～～っ、とドゥイエンヌが大きなため息を吐つく。

〈ガブリエラの言うとおりだと思うな、ドゥイエンヌ。ほら、背に腹は代えられないって言うじゃない〉

　と後ろからアフレアが口を挟んできた。

〈いえ、でもね、アフレア……〉

〈何かあったときに叱られるのは隊長のあんただし〉

〈だから嫌なのですわよ！〉

　ドゥイエンヌが目から殺人光線を発射しそうな勢いでアフレアを睨みつけていると、ダルタニゥスから声がかかった。

「話は終わったかな、ドゥイエンヌ隊長」

　敢えて「隊長」と呼ぶのは、自分と妹の立場をはっきりさせるためである。要するに、第三国の王や重臣の前で公私を区別している姿勢を示したわけだ。

「え……ええ、まぁ、そこそこには……」

　ドゥイエンヌはひきつった顔で返事をする。

　すかさずアフレアやノエルノードから、声にならない突っ込みが入った。

　なんだよ、そこそこって。

「では話を戻そうか。君たちの存在、要するに白はく兎と騎き士し団だんがこのコリントゥスにいて、現王に肩入れしているということだが、それを公にしてもいいんだね」

「え……ええ、それを国王様がお望みでしたら……」

「もちろん、望みますとも！」

「で、では、その方向で……」

「ということだそうですよ、国王様」

「いや、実にありがたいことだ。まさに百万の援軍を得たような心強さでございますぞ、ドゥイエンヌ殿」

　援軍の数が大きく跳ねあがっている。ドゥイエンヌはひきつった笑みを王に返すのが精一杯だった。

「さっそくにも新たに使者を立て、我がほうに白はく兎と騎き士し団だんの精鋭部隊がついていることを各都市に報せることにしよう」

「そ……それはよろしゅうございましたわ」

　ドゥイエンヌは脇の下を流れる大量の冷や汗を感じながら、ひきつった笑みで頷いた。

　ああ、またも何かとんでもなくややこしい事態になりそうな予感がしますわ。それもこれも、このお馬鹿が！

　ドゥイエンヌは隣のガブリエラを思い切り睨みつけるが、彼女はきょとんとした顔でドゥイエンヌを見返すばかりだった。

「で、ガブリエラ君」

「あ、はい、ダルタニゥス様」

「君たちの存在を公にするのはいいとして、しかし、それだけでは、ここに迫っている連合軍に対する牽けん制せいくらいにしかならないと思うのだが」

　ガブリエラは再び立ちあがった。

　立ちあがって姿勢を正すと、ダルタニゥスの質問に答える。

「はい、仰おつしやるとおりです。様子見をしている友好国の背中を押すことくらいはできるかもしれませんが、今こちらへ向かっている連合軍の抑止力にはならないかと」

「ということは、これは君の描く絵の一環に過ぎないと、そういうことなんだね」

「それほど大げさなものではないのですが、ええ、狙っていることはございます」

「それを教えてもらえないかな」

　全員の視線がガブリエラの口くち許もとに集中する中、彼女はゆっくりと口を開いた。

「現状、街を守りきるのは不可能だと思われます。ですが、この街をイリアスタ側に渡してしまうのも避けたい。であれば、国王様に一旦は街を退去していただき、後で取り返すのがよいと思うのです」

「なんだって!?」

　ダルタニゥスも。

　三人の重臣も。

　国王も。

　驚いているというべきか、呆れているというべきか、がっかりしているというべきか、なんとも複雑な表情を浮かべていた。

　一度、街を放棄して逃げてしまえば、取り戻すことなど不可能だということを誰もが弁わきまえている。だからガブリエラが、あまりにありきたりで、その上、実現不可能な案を出してきたことに、みな、驚き、呆れ、がっかりしているのだった。

「ガブリエラ君、そうは言うが、いったん街から逃げだしてしまえば、王が街を取り戻すことなどできはしないだろう？」

　とダルタニゥスが言うと、王が大きく頷いた。

「そうだとも。自分で言うのもなんだが、儂には率いるべき軍勢がないも同然なのだ。それに比べて相手には千人もの兵がいる。どうやって取り戻すと言うのだね!?」

「それに、どこへ避難するかという問題もある」

　と軍務大臣のカイゼルが続いた。

「いちばん近い友好都市まで一日だ。奪回を窺うには遠すぎる。友好都市が奪回のための兵を出してくれる可能性は低いし、たとえ出してくれたとしても、街を奪回するには全然足りないぞ。周りの親イリアスタ諸都市からも、すぐに援軍が駆けつけてくるだろうしな。それともベティス大公国が軍を動かしてくれるのを期待しているのか？」

　そう言ったカイゼルはダルタニゥスの顔色を窺う。

「難しいでしょうね。駐留軍の中心はマナティウスにいるジラルディ将軍麾き下かの部隊ですが、それだけでは、やはり兵数が足りないし、何よりここは遠すぎます。野戦を挑まれただけでも不利なのですから、街の奪還は至難の業わざかと思いますね」

　どれもこれも、いちいちもっともな反論であり指摘である。だが、ガブリエラは平然とした顔で応えた。

「はい、皆様方の仰るとおりです」

　それでダルタニゥスには、ぴんときた。

　ガブリエラが、そんな当たり前の策を考えているのではないことが。

「ガブリエラ君、少し論点を整理しよう」

「はい」

「君は籠城では街を守りきれないから、一旦逃げておいて、後から奪回しようと言う。だが、ほとんど手勢のいない王がどうやって街を奪回できるのだ？　友好都市に逃げたとしてもここからは遠すぎる。逃げ込んだ王に相手が兵を貸す可能性も低い。どころか、今度は自分のところが最前線になってしまった街に保護されていては、イリアスタ側との交渉の材料に使われる虞すらある。それに。我がベティスと雖も大平原に駐留させている兵力には限界がある。君はこれらの懸念材料にどう対処しようというのだい？」

　王や重臣は我が意を得たりと頷いた。

「えぇと」

　ガブリエラは一瞬だけ言い淀んだが、すぐに応えた。にっこりと笑いながら。

「対処はいたしません」

「なに!?」

「友好都市には逃げませんから向こうの思惑を気にする必要はありませんし、動かせる手勢は少なくても国王様が街を奪還できると思っているからです」

「…………」

　三人の重臣は互いの顔を見合わせ。

　王は不思議そうな表情で首を捻ひねり。

　ダルタニゥスは、そう来なくてはね、とばかりに内心で舌なめずりした。

「では、君が考える策の具体的な内容を教えてもらおうか」

　ダルタニゥスがそう迫ると、ガブリエラは真剣な眼差しでダルタニゥスを見返した。

「あのう……その前にお願いがございます」

「ん？　何か？」

「わたしたちの存在を公にするために各国に使者を立てるのであれば」

　そこで言葉を切ったガブリエラは、体の向きを変え、コリントゥス王に正対して丁寧に、かつ深々と頭を下げた。

「大変お手数なのですが、あの温泉場をわたしたち白はく兎と騎き士し団だんが頂ちよう戴だいしたことを正式な文書に認したためて、使者に持たせてはいただけないでしょうか」
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　その場の空気が瞬時に変調した。

　ガブリエラの意見に振り回され、感心したり驚いたり呆れたりしていた出席者も、さすがにむっとした。中には、あからさまに怒りの表情を浮かべてガブリエラを睨みつける者もいる。

「きっ、君は何を言っているのだ!?」

　その代表が内務大臣のエリケントゥスだった。

「この大事な会議の席で、そのようなことを持ちだすとは！」

　彼は会議の席上でのガブリエラの的確な推論をそれなりに評価していたが、さすがにこの席でその話題にはついていけない。というより、いま持ちだすべき話題ではないだろうという思いが強い。

　王と街が危急存亡の瀬せ戸と際ぎわに立たされているというのに、温泉場拝領の正式文書を要求するとは何事だ！

　他の二人の重臣も、エリケントゥスの考えと似たり寄ったりの感想である。

　白はく兎と騎き士し団だん遊撃小隊を命の恩人、街の救世主と認めている王ですら、呆あつ気けに取られ、言うべき言葉が見つからないでいた。

〈ガブリエラ、そうまでして温泉場を確保したいのかしらね〉

〈わたしだってきっちり確保したいとは思うけど、何もこの席で言いださなくてもね〉

　と囁き合うアフレアとノエルノードは、とことん呆れ顔だ。

　二人だけではない。

　ガブリエラの唐突な発言、場にそぐわない提案というものに慣れっこだとはいえ、他たの遊撃小隊の仲間も呆れ果てたという顔でガブリエラを見ている。

　驚き顔の代表はダルタニゥスである。

　彼の場合、ただ驚いているだけではない。感心もしている。何に感心しているかというと、ガブリエラが何を狙っているのか余計に見当がつかなくなったからだ。

　これでも僕は、相手の考えを見通すのが得意なんですけどねぇ。見通して、その先を行く一手を打てるからこそ外務卿補まで昇ってこられた。今まで僕は外交の席で相手の考えが読めずに立ち往生したことなどなかったのに、ガブリエラ君の考えはさっぱり読めない。何を狙っているのか判らない。まさか、何も考えていない……わけがないね。何しろ彼女は「お兎うさぎ様さまの乱」を鎮しずめた功労者だ。単なる噂ではない。僕がレフレンシア殿から直接聞いたのだから確実な話。あの女ひとが、そんな噓を吐つくはずがない。であれば、彼女はあの団長をも欺あざむいた知謀の持ち主。この危機に際してなんの考えもなく温泉場の件を持ちだすはずがない。これは面白いな。

　エリケントゥスに怒られ、ガブリエラはへこへこと頭を下げているが、しかし、自分が言ったことを撤回するつもりはないようで、

「そこをなんとかお願いします」

　などと必死に食いさがっている。

　しかし呆れ顔の仲間からの応援はなく、三人の重臣は揃そろって怒っているし、国王も訝いぶかしげな表情になったままだから、ガブリエラは孤立無援の戦いを強しいられていた。

　さてさて、では、ここは一つ、このダルタニゥス・ダンディがガブリエラ君の考えを後押ししてやろうか。彼女が何を考えているか判らないのが今一つ……いや二つくらい不安なのだが、しかし、ふふん、楽しみでもある。大いに楽しみでもある。

　自分が個人的な興味で動いてはいけない立場にいることは重じゆう々じゆう承知していても、ガブリエラの狙いが何かを知りたくて堪らなくなるダルタニゥスだった。

「まぁまぁ、エリケントゥス殿」

　とダルタニゥスが乗りだしてその場を収め、ガブリエラの願いを聞き届けてやるという方向に上手いこと話を持っていった。

　国王が「温泉場を白はく兎と騎き士し団だんに譲渡した」旨むねの正式な文書を作成するために、会議は一旦、散開となったのである。
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　御前会議の場から、白はく兎と騎き士し団だん員いん用の控え室に戻った直後、ガブリエラは仲間に取り囲まれた。レオチェルリは主人であるガブリエラを取り囲んだりはしないから、彼女を半円形に取り囲んだのは六人だった。

　ドゥイエンヌとマルチミリエが並んでガブリエラの真ん前に立ったから、それはもう凄い迫力だ。その上、二人ともガブリエラを射い殺ころせそうなほど鋭い視線で睨ねめつけているから、それはもう大した圧力だ。

「ちょっと、ガブリエラ」

「はい、なんでしょうか、ドゥイエンヌさん？」

「あなた、どういうおつもり？」

「おつもりとは？」

「ですから。御前会議の席で、温泉場を戴いただいたことを正式な文書にして欲しいとねだったことですわよ。どうしてあんなことを言いだしたのです!?」

「ええ……ちょっと……ひょっとしたら将来的に必要になるかもしれない……なんて思ったり思わなかったりしたものですから」

「意味が判りませんわね」

「どういうふうに必要になるっていうのよ、ガブリエラ!?」

　と、今度はアフレアが斜め右前から迫ってきた。小柄なアフレアは、単体ではドゥイエンヌに比べれば迫力はないのだが、いつの間にか彼女の隣に魔術人形シゥビーニュが鎌を携たずさえて立っているではないか。

　会議の席には連れていけないからシゥビーニュは控え室に置かれていたのだが、主人であるアフレアが戻ってきたので、早速、動き始めたというわけだ。

「さっサと白状シないか、こノ魔界の大魔王メ」

　得え物ものを持ったシゥビーニュが加わると迫力が一気に増す。

　ガブリエラはじりじりと後あと退ずさりながら、逃げ道を探すように周囲に視線を走らせる。もちろん、控え室に逃げ道などあるはずもなく、すぐに彼女は壁際に追い詰められてしまった。

「さあ、どういうことか、説明なさい、ガブリエラ」

　険しい顔のドゥイエンヌに上から覗きこむように迫られ、ガブリエラはたじたじだ。

「あの、特に具体的にこういう事態というものを想定しているわけではなく……なんといいましょうか、そう、言ってみれば直感なのです。たぶん、そうしておけば、将来、何かの役に立つかもしれないな……という」

「やっぱり……意味が判りませんわね」

「といっても、ガブリエラの言うことの意味が判らないのは、べつに今に始まったわけじゃないしね」

　とデイレィが言うと。

「そうよねぇ。わたしなんか、詳しい説明を聞いてもよく判らないときがあるもの」

　とウェルネシアが肩をすくめ。

「それは……そのとおりですけれど」

　とドゥイエンヌが不承不承で頷いた。

「魔王の考えルことナンか、しょセン人間にゃ判ラナいってコトか」

「シゥビーニュ、酷ひどっ。っていうか、あなた人間じゃないはずですけどっ」

「それデモあたイは、魔王よりハ人間に近いゼ？」

「もっと酷っっ」

「いくらガブリエラでも、すべてを計算しているわけじゃないってことか」

　とノエルノードが結論じみたことを言って、それで六人はガブリエラを解放した。

　しかし。

　本当のことを言えば、ガブリエラは計算していた。温泉場を公式に白兎騎士団しろうさぎのものにしておくことが、どのような状況で必要になるのかを読んでいた。

　この場でそれを説明しなかったのは、「敵を欺くにはまず味方から」という諺ことわざを実行するという側面もあるのだが、それよりも「説明できなかった」というのが正直なところである。

　なぜガブリエラは説明できなかったのかというと、彼女の描いている絵が仲間を危機に陥れる可能性があるからだ。

　現状での戦略目標は、はっきりしている。コリントゥスを反イリアスタ陣営に、つまりは親ベティス陣営に留めること。

　コリントゥスを確保するためなら一時的にコリントゥスを放棄してもいいとガブリエラが考えているのは、先ほど言ったとおりだ。コリントゥス王さえ無事ならば、街は後から奪還できると彼女は信じている。

　しかし、その方法というのが、またもや常識外れで奇天烈きてれつな策であることは、本人が自覚している。よぉく判っている。そして何より、危険を伴う策であることも。

　さらに言えば、街の奪還の可能性を少しでも高めるためにはベティスを引っ張り込む必要があるのも承知している。彼女がまだ考えあぐねているのは、決めかねているのは、そこの部分だ。

　ルーアル・ソシエダイに対抗する意味でコリントゥスを味方にしようと動いていたベティス大公国だが、この街は勢力圏から遠く離れている。本国のお偉方が本腰を入れて援助しようと思うかどうかが読み切れない。

　そんな遠方の小都市、一つや二つ失ったところで困りはしない。そう判断されては堪らないのだが、現場を知らない高官は得てしてそういう判断を下しがちだ。

　戦いくさは現場で起きている。現場を知らない高官に、机上に回ってきた書類だけで判断されては現場の者が苦労するだけだ。いや、苦労そのものが無に帰すことだってある。

　今回もそうだ。

　せっかく味方に引き入れたコリントゥスがイリアスタ陣営に引っ張りこまれてしまったら、自分たちがなんのために危険を冒おかしたか、あれほど苦労したか、判らなくなるではないか。

　ガブリエラは聖人ではない。自分たちの苦労は報むくわれて欲しいと思う。だから、コリントゥスを守り通したいし、自分たちを頼りにしている国王を守ってやりたい。

　そのためにはベティスを動かし、この騒動に引っ張りこんでしまう必要がある。

　そのためにはダルタニゥス様を上手く利用して……いえいえ、利用というのは言葉が悪すぎますね。そう、協力を仰いで。

　どう言い繕つくろっても実態は同じなのだが、とにかく彼を有効利用するしか手はない。

　たぶんできると、ガブリエラは思っている。

　ただし懸念もある。

　問題はレフレンシアがどう動いてくれるかだ。

　正式にベティスを動かすとなると、ガブリエラやドゥイエンヌでは無理な話で、現状、その役をこなせるのは騎士団でもただ一人、レフレンシアだけだろう。

　マクトゥシュやアナに政治的、外交的な駆け引きを要求するのは酷こくだし、アルゴラやヨーコに要求するのは無茶だ。

　ひょっとするとクシューシカなら可能なのかもしれないが、彼女の政治的な手腕は未知数であるから、やはりレフレンシアに期待するしかない。

　ダルタニゥスやレフレンシアが乗ってくれなくては、ガブリエラの構想も絵に描いた餅もちに終わってしまう。

　レフレンシア様なら、きっと動いてくださると思うのですが。

　セリノスが上う手まくレフレンシアに連絡をつけてくれることを祈りつつ、ガブリエラは会議が再開された後の展開に思いを馳せる。

　自分の狙う方向へ、王や重臣をどうやって誘導するべきか。

　たぶん、ある程度はダルタニゥス様が助けてくださると思いますが、でも、考えておかなくては。それに、みんなにいつ構想の全容を打ち明ければいいか。ダルタニゥス様をいつ引っ張りこめばいいか。その機会を捉とらえるのが難しいわ。

　彼女の頭脳は、またも高速で回り始めた。
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　そのとき、レフレンシアはすでに帰り支じ度たくを済ませていた。

　セビリィノ国王カッシゥスに別れを告げ、翌早朝には本拠地クセルクス盆地へ向かって出発しようとしていたのだ。

　セビリィノ王宮に二頭の早馬が駆け込んできたのは、まさにその日の夕刻、レフレンシアたちの帰り支度が一段落ついた頃のことだった。

　早馬にはマナティウスの街からの急使が乗っていた。

　マナティウスの街にはベティス大公国の軍が駐留している。大平原南西部一帯では規模が大きな街で、ベティスにしてみれば大平原における拠点であり橋きよう頭とう堡ほだった。

　ベティス大公国マナティウス駐留軍司令官、ジラルディ将軍が遣つかわした急使は、王宮に駆け込むなり、セビリィノ王への面会を要求した。

　ベティス大公国は、セビリィノと友好条約を結んだ白はく兎と騎き士し団だんの庇護者パトローネスである。その国が送って寄越した使者であるからには、カッシゥス王としては丁てい重ちように応対しなくてはならない。

　彼は直ただちに使者を引見した。
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「ん？　マナティウスの街からの急使が？　ジラルディ将軍の？　カッシゥス王宛あてか？　まさか、わたしにではないだろうな」

「そのまさかのようですよ～～」

　緩い返事を返したのはレオノーラ。

　レオノーラもレフレンシアも、いつもの白い裳も裾すそ姿だった。室内であっても兎うさ耳みみ帽子を頭に載せているのは白兎騎士団員の嗜たしなみだ。

「たった今、王様からの使者が来ました～～。直ちに閲えつ見けんの間ままでお出でくださいとのことですけど～～」

　レフレンシアは鋭い目つきで部下を睨ねめつけ、用件は？　と迫ったが、レオノーラは上司の圧力など何も感じていないように平然と応えた。

「いいえ、全然～～」

　ちっ、と小さく舌打ちして、レフレンシアは立ちあがった。

「おい、みんな、ちょっと来てくれ」

　レフレンシアが部屋の隅に控えていた団員たちを呼ぶと、全員が一斉に床しよう几ぎから立ちあがった。

　ここは鋼こう鉄てつの白はく兎と騎き士し団だん代表部に与えられた王宮内の一室。

　装飾はあまりないが、それなりに広くて綺麗な部屋だ。仕事用の書き物机が二つに、大きな方卓が一つ。あとは来客用の長椅子が二脚置いてある。壁際には背の高い木製の棚が並んでいる。二階にある部屋の窓は大きく取ってあり、午後の陽ひ射ざしが射し込んで室内は明るかった。

　その部屋にいるのは、今や栄はえある（？）雛ひよこ小隊の名を受け継いだ一回生である。

　六人はセビリィノに来てから新雛小隊結成をレフレンシアから命じられた。

　アスカなどは「団を出るときに雛を飛び越えて準騎士になったはずですが？」と抗議したのだが、「個人と部隊名は、また別物だからな」とレフレンシアにはぐらかされ、抵抗虚むなしく第二代雛小隊を襲名することになっていた。

　第二代の雛小隊隊長を言い渡されたアスカ――本人は不本意だっただろうが――以下、ハイミオ、シェーナ、ラツィーナ、リンデル、フェレッラの六名が、新雛小隊の隊員である。

　彼女たちは急いでレフレンシアの下もとへ駆け寄ってきた。

　六人は、裳裾姿の上司とは対照的に白しろ銀がねの鎧に身を包んでいる。

　レフレンシアの前に整列を終えると、代表してアスカが訊いた。

「なんでしょう、団長代理？」

「うん、どうもな、明日の帰還、延びるかもしれない」

「はあ」

　延びるなら延びるで別にかまわない。アスカたちは、現状、団長代理の護衛兼使いっ走ぱしりであるから、彼女がここにいれば一緒に残るし、本城へ帰るというなら一緒についていくだけだ。

　という思いがアスカの顔に出たのをレフレンシアは目め敏ざとく見つけた。

「何か不満が？」

「いえいえ、不満なんて何もありませんよ。我々雛小隊はレフレンシア様の行くところ、たとえ魔界の底であろうとついていくだけですので。ええ」

　しれっとした顔でアスカがそう応えると、レフレンシアは、にやりと笑った。嬉しそうな笑顔だった。

「では、魔界の底までおつき合い願おうか」

「……は？」

「いや、ひょっとしたら魔界よりもいいところかもしれないぞ。くっくっくっ」

　楽しそうな笑い声だった。

　アスカを除く五人が身を震わせている。

　まったく、もう、この女は。底意地が悪いというかなんというか。よく反乱が起きないものだと感心するよ。いや、もう起きたんだっけ？

　もっとも、上うわ辺べは怜れい悧りで冷酷で冷徹なレフレンシアだが、その実、部下を思い遣やる心も持っているのはアスカにも判ってきていた。

　まぁ、その辺の比重というか平衡というか、絶妙なんだけど。考えてやってるなら、とんでもない計算高さだよなぁ。逆に、考えないでやっているのなら、なんというか、上に立つ者の持つ指導力というか魅力というか、確かにそういうものを感じるけどね。それでも本ほん音ねを言えばあまり関わりたくはないよな。

　お金を儲けて、将来、楽な暮らしをしたい。今を頑張るのは将来の優雅で安逸な生活のため。それを第一に考えているアスカにしてみれば、人間的な魅力云々は別にして、あまりお近づきにはなりたくない質たちの人間だった。

　かたかたと震えているハイミオやシェーナを横目で見ながら、アスカはレフレンシアに釘くぎを刺す。

「あんまり若い子たちを脅おどかさないでもらえますか、団長代理」

「ああ、いや、悪かった。にしても、みんなも、そんなに怯おびえるなよ。本気でわたしがみんなを恐がらせているみたいじゃないか」

「あ……はぁ……」













　だったら、怯えさせるようなこと言わなきゃいいのに。っていうか、確実に脅かしてたよね、あんた。

　アスカは思わず突っ込みを入れそうになり、慌てて自重した。

　いかんいかん。こいつに突っ込んだりしたら、どんな埋まい伏ぶく魔術を踏むか判りやしない。

　埋伏魔術とは、予あらかじめ魔術を封じた魔具を埋めておくことで、魔具は一定の条件を満たすと発動するような仕掛けが施されている。もちろん魔術士自身が起動させてもいいのだが、我々の概念でいえば地雷に相当する――地雷よりも制約は多いが――わけで、要するにアスカは「地雷を踏む」かもしれないと恐れているのだ。

「で、団長代理、帰団延期になる可能性があるのは判りましたが、『魔界へ行く』とはなんのことなのですか？　どこへ行こうと仰おつしやるのです？」

　真ま面じ目めくさった顔でアスカが訊くと、レフレンシアも真面目な顔を作って応えた。

「行くのは、たぶんマナティウスだな」

「そこが魔界かもしれないと？」

「まさか。魔界は、もっと先にある」

　アスカはジト目になり、ハイミオたちがごくりと唾つばを呑んだ。

「いったいどこにあるんです？」

「そうだな。例えばコリントゥスとかだな」

「え？」

　アスカは耳を疑った。コリントゥスといえば、いま遊撃小隊が赴おもむいている都市ではないか。

　そこが魔界？　どういうことだ。何があった？

　しかし、レフレンシアはそれ以上説明する気がないようで、

「わたしはこれから王の下もとへ顔を出してくるから、詳細は戻ってからにしよう。君たちはここで待機のこと」

　と言い残すと、レオノーラを連れて部屋を出ていってしまった。

　部屋には雛小隊の六人が残った。

「隊長、どういうことかネ？」

「何がだ、ハイミオ？」

「コリントゥスとかいう街が魔界になるということの意味だネ」

「そうだな」

　いかにも投げやりな態度でアスカは応えた。

「何か事件が起きたんだろう。その事件の重大さによっては、団長代理が現地へ赴おもむくことになるんじゃないか？」

「ってことは」

　シェーナが、隣にいるラツィーナと顔を見合わせる。

「わたしたちも？」

「団長代理が乗りだせば、当然、お供することになるだろうな」

「そうかぁ。それは……」

　シェーナが、ぶるっと体を震わせた。

「恐いか？」

「恐いけど、でも燃えるというか」

　リンデルやハイミオも目を輝かせる。

「手柄を立てる絶好の機会でもあるな」

「団長代理を助けて活躍するなんテ、恰好いいネ」

　やれやれ。若い娘こは実戦の恐ろしさを知らないから困る。命を懸けた戦いってのは、もっと困難で、もっと凄惨で、もっと格好悪いものなんだよ。

　四し肢しをなくした血ち塗まみれの死体。

　首をなくした血塗れの死体。

　五体満足でいながら血を吐いて絶命した死体。

　自ら首を括くくった死体。

　そういう物をアスカは嫌というほど自分の目で見てきた。

　中にはアスカ自身が作りだした死体さえある。

　ときにはアスカ自身がそれらの仲間入りをしかけたこともある。

　そういう世界に嫌いや気けが差したから何でも屋になったんだけどなぁ。いつまで経っても、そういう世界から足を洗えないよなぁ。まぁ、お金に釣られて危ない橋を渡ってるのは確かだけど。

　自業自得というべきか、精しよう進じんが足りないというべきか、はたまた持って生まれた性さがというべきか。

　にしても、今回のは、なんか危険な薫かおりがぷんぷん漂ってくるんだけど。警戒警報が鳴り響いてるような気がするんだけど。

　アスカの第六感は概おおむね正しい。

　まだ事情を何も知らないこの段階で、事態の危うさを予測できていたのはアスカだけだったのかもしれない。
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　新雛小隊が代表部の部屋で団長代理の戻りを待っている間に、用事を済ますために部屋を出ていたアルデリィナとジュナスが帰ってきた。

　アスカたちと共にレオノーラに率ひきいられてセビリィノまで来た二人は、その後もレフレンシアを補佐する形でここに居残っていたのだ。

　今では十人以上白はく兎と騎き士し団だん員いんがセビリィノに駐留しているので、団員の生活を支えるだけでもなかなかの仕事量だった。もっとも、必要になる物資の大半はセビリィノ側で確保してくれているので、お金の心配をする必要がない。アルデリィナには、それが何よりありがたかった。

「お疲れ様です、先輩」

「やあ、ご苦労様、アスカ」

「お疲れ様でぇす、アルデ先輩、ジュナス先輩！」

「みんなご苦労様」

「はい、お疲れ様」

「じつはお二人が留る守すの間に王様から使者が来て……」

　アスカは、マナティウスからの急使がセビリィノへ来たこと、その使者を引見した王から呼びだしがあったこと、それを受けてレフレンシアとレオノーラが王のところへ出かけてしまったことを手早く説明した。

「マナティウス!?　じゃあ、そこへ出で張ばるのかしら」

　とジュナスが首を傾げると、アルデリィナが天を仰あおいで嘆いた。

「うわぁ、せっかく本城へ戻る準備をしたのになぁ。準備が無駄になってしまうな」

「無駄になるだけならまだいいけど、新しくマナティウス行きの準備をしなくちゃ駄目よね？」

「新たに準備をするなら早めに取りかかりたいんだけど。でも、レフレンシア様が戻らないと何も判らないしなぁ」

　アルデとジュナスは顔を見合わせ、力のない笑みを浮かべた。
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　新雛小隊とアルデリィナ、ジュナスが部屋で待つこと、およそ半はん刻こく（一時間）。

　ようやくレフレンシアが戻ってきた。

　出かけたときにはレオノーラを連れていっただけだが、今はティーニャとライラントも一緒だった。

　部屋に入ってきたレフレンシアの顔を見たアスカは、自分の悪い予感が当たったことを悟った。つまり、レフレンシアはとても難しい顔――とても険けわしい顔と言い換えてもいい――をしていたのだ。

　立ちあがってレフレンシアを迎えた八人に対して、団長代理は素そっ気けなく言った。

「帰団は中止」

「延期ではなく、中止ですか？」

　とアスカが尋ねると、レフレンシアは方卓の周囲に置いてある椅子の一つに、どさりと腰を下ろした。

「いや、いずれは帰るわけだから、無期延期……か」

　と応えてから、レフレンシアは心の中でつけ加える。

　全員揃って帰れるかどうかは別問題だけどね。

　もちろん、そんな思いは欠片かけらも見せはしない。

「今からレオノーラが説明する。質問はその後に受けつける。長くなるかもしれないから適当に座りなさい」

　とレフレンシアに言われ、アスカたちはそれまで座っていた椅子を持って、卓の周りに集まってきた。

　レオノーラがレフレンシアの隣に座り、その正面にアルデリィナとジュナスが陣取り、左右に雛小隊の六人が三人ずつ分かれて座り、ティーニャとライラントは、レフレンシアとレオノーラの横に椅子を置いた。

「では、状況の説明を始めます～～」

　聞く者の精神こころと身体からだを弛し緩かんさせるいつもの口調でレオノーラが説明を始めた。

　そのまま書き記しるすと無駄に長くなりそうなので、ここでは彼女の説明の要約を記すに留めておこう。
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　マナティウスからの急使の伝えてきたことは以下の事柄だった。

　まずは確認されている事実から挙げていくと。





　第一に、コリントゥスを密ひそかに訪れている外務卿補ダルタニゥス・ダンディ・マクシミリエヌスとの連絡が途絶したこと（当然、ダルタニゥスに付き従っていた遊撃小隊とも連絡が取れなくなっているが、ジラルディ将軍はダルタニゥスに付き従っていたのが白はく兎と騎き士し団だんが用意した護衛であることを把握していなかったので、そちらに関する言及はなかった旨むねの補足説明があった）。

　第二に、コリントゥスで王に対する謀む反ほんが起きたこと。

　第三に、イリアスタ軍が周辺諸都市の軍を糾きゆう合ごうして大がかりな「軍事演習」を敢行していること。






　次に、未だに確認されておらず、噂、伝でん聞ぶんの域を出ない事柄だが。





　第一に、コリントゥスの謀反は鎮圧されたらしいこと。

　第二に、謀反鎮圧に際しては外国勢力の活躍があったらしいこと。

　第三に、イリアスタと諸国連合の軍は、演習にしては活発に動いているらしいこと。

　第四に、コリントゥスへと通じる街道は、諸国連合の兵によって封鎖されてしまったらしいこと。そのためにコリントゥスの謀反がどのような結末を迎えたのか確認できていない。






　これらの事実と未確認情報を総合して現状を推測すると以下のような結論が導きだされる（ベティス側の推測である）。




　コリントゥスで起きた謀反は鎮圧されたらしいが、ダルタニゥスの生死は不明である。謀反の争乱に巻き込まれた可能性がある。

　謀反と時機を合わせてのイリアスタ軍の演習は、偶然にしては出来過ぎである。コリントゥスの謀反と何らかの関連性がある可能性がある。

　コリントゥスへの街道が塞がれている点、謀反鎮圧に成功しながら、その後、周辺諸国との連絡がつかなくなったことから見て、コリントゥスが包囲された可能性がある。最悪の場合、陥おちた可能性も。




　確認、未確認含めての情報と、それらから為なされる推測に基づき、マナティウス駐留軍を率いるベティス大公国のジラルディ将軍は、レフレンシアがセビリィノにまだ滞在しているという前提で、次のように求めてきた。




　今後の作戦行動を策定するに当たって、白はく兎と騎き士し団だん団長代理レフレンシア・レブローニュ・スキピアノス殿と話し合いを行いたいので、ご足労だがマナティウスまで参陣を求めるものである。
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　説明を終えたレオノーラが眼前を見渡すと、雛小隊員の顔が青ざめているのがはっきりと判った。ジュナスとアルデリィナはそれほどでもないが、驚いているのは確実だ。いつもと変わらない表情はアスカだけだった。

　そのアスカも、内心ではかなり驚いている。

　おいおいおい、とんでもない事態じゃないか、これは。

　自国の外務卿補に万一のことがあれば、ベティスは黙っていないだろう。そしてそれは白兎騎士団しろうさぎにも言えることではないか。もしも、あの一回生たちが謀反に巻き込まれて死傷していたりすれば、レフレンシアも黙っていないのではないかと、アスカはそこを危惧した。

　計算高く怜悧で冷血だという評判の団長代理だが、じつは意外と熱いこともアスカは知っている。

　それに、あの一回生たちを可愛がっていたからな。

　中には「虐いじめている」と評す者もいたけれど、アスカには判っている。あれは、レフレンシアがガブリエラやドゥイエンヌたちを評価しているからこそ弄いじっていたのだということを。

　お気に入りの遊撃小隊員を殺されて、この盆地の魔女が黙っているとは思えないんだよなぁ。

　となれば、今度は自分たち新雛小隊が最前線に投入される番なわけで。

　やれやれだな、とアスカは内心で大きなため息を吐ついた。

　実際にはガブリエラたちは全員が無事なのだから、アスカの心配は杞き憂ゆうであるのだが、しかし、最前線に投入されるかもという心配は見事に当たっていた。

　それはすぐに明らかになる。

　レフレンシアは少しの間、雛小隊員やアルデリィナ、ジュナス、ティーニャ、ライラントに視線を巡らせていたが、やがて静かな口調でこう言った。

「さて、質問を受けつけようじゃないか」

　雛小隊員は互いに顔を見合わせていたが、やがて意を決したようにシェーナが手を挙げた。

「よろしいでしょうか、レフレンシア様」

「いいとも、シェーナ」

　シェーナが起立した。

「レフレンシア様がマナティウスに出向かれる以上、我々も同道するのですね？」

「わたしは、まだマナティウスに行くと言ってないと思うが？」

「あ……いえ、ですが……」

　シェーナが困った顔で固まったのを見て、レフレンシアが、ふっと笑みを浮かべた。

「ははは、言ってはいないが、この状況では行くのは確実だからな。別に端は折しよってもかまわない。そう、わたしはジラルディ将軍の求めに応じてマナティウスまで出で張ばるつもりだ。当然、皆にも一緒に来てもらうことになる」

「はい！」

　白はく兎と式の敬礼をレフレンシアに送ったシェーナは、勢いよく腰を下ろした。

「よろしいでしょうか」

「うん、ラツィーナ」

「一つ判らないことがあったので確認させていただきたいのですが」

「かまわないよ、訊きなさい」

「現状、コリントゥスとの連絡がつかなくなっているそうですが、となると、いま説明を受けた情報はどこの誰によってもたらされたのでしょうか？」

　レフレンシアの眉がぴくりと動いた。

　真っ先にそれを訊いてきたのがラツィーナだということを少し意外に感じる。彼女はどちらかというと剣一筋といった人間だと思っていたからだ。

　この手の質問はアスカから出てくると思っていたが。

　そのアスカは、知らん顔で明後日あさつてのほうを見ている。

　ふふん、どうやらあいつは、みんなの質問を一通り聞いてから足りない部分を確認しようって腹づもりか。なら、手早く済ませていこう。

　レフレンシアが口を開いた。

「ざっと流れを説明しておこうか。反乱勃ぼつ発ぱつを報せると同時に援軍を要請するための使者を、コリントゥス王は近隣の友好諸都市に送ったんだ。ところがその頃、周辺ではイリアスタとその同盟国が軍事演習を開始していた。友好国はそちらに牽けん制せいされる恰好でコリントゥス王を助けるための兵を送れなかった。ところが」

　いったん言葉を切ったレフレンシアは、もう一度ゆっくりと全員を見渡した後、話を再開した。

「その後、謀反鎮圧を報せる使者が駆け込んできた。それが本当なら目め出で度たいことだと、今度は友好国側の幾つかの都市が『鎮圧成功、おめでとう』の使者を送ったんだそうな。しかし、コリントゥスへの街道がイリアスタとその同盟軍に封鎖されてしまっていて、使者は手ぶらで帰ってきたってわけさ。そこで友好都市の一つが『事態がどうなっているか今一つ不明だが、何かが起きていることは確かだ。これはベティスに報せておいたほうがいいのではないか？』とばかりに、ベティスの駐留軍がいる都市の中でいちばん近い都市に遣いを走らせた。報告を受けた駐留軍の指揮官は仰天し、急使を仕立ててマナティウスのジラルディ将軍の下へと走らせた。とまぁ、そんな具合だね。だいたいの流れは判ったかい？」

　レフレンシアがラツィーナを見ると、彼女は姿勢を正し、

「了解しました」

　と言って着席した。

「たぶん、今の時点ではもっと事態は動いている。もっと事態は進んでいる。わたしが気になったのは『反乱鎮圧に外国勢力が関わっていたかもしれない』という下くだりだな」

「あ！　それってまさか!?」

　アルデリィナが、いつもの彼女に似合わない素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「そう、わたしはその外国勢力というのが、連中ではないかと疑っている」

「あ……あり得ますね」

　とアルデリィナが応えると、なぜかジュナスはそっと目を逸そらせた。

「だが、それを確認するには、ここは現場から遠すぎる。だからわたしはマナティウスまで出張ることにした。向こうでの展開次第では、さらに先まで行くつもりだ」

　とレフレンシアが断言すると、ティーニャとライラントが、えぇっ!?　と腰を浮かせた。

　一方のジュナスとアルデリィナは顔を見合わせ、やれやれと肩をすくめる。

　腰を浮かせたついでにそのまま立ちあがったライラントが、

「今のお話は本当でありますか、団長代理!?」

　と訊いた。杓しやく子し定じよう規ぎなことでは団でも一、二を争う彼女にしては型破りな行動だが、それだけ驚いたということか。

「わたしは噓を吐ついたことがないよ、ライラ」

「今の噓が、おそらくレフレンシア様の生涯で十万回目くらいの噓だとわたしは推定いたしますが」

「うっわ、酷いこと言うな、ライラ」

　レフレンシアは大げさに仰のけ反ぞった。

「自分では控え目な数字だと思っております」

「控え目でなければ、何回と言いたい？」

「百万回です」

　レフレンシアが苦笑している。

　一方、雛小隊の面々は吃びつ驚くりだ。

　団長代理に対して、そんなこと言っていいのですかっ!?

　というのが彼女たちの正直な感想である。しかし白兎騎士団しろうさぎでは、他の組織であれば懲ちよう罰ばつものの上司や先輩に対するこの手の発言でも、咎とがめられることはあまりないらしい。彼女たちも、最近になってようやくそれを理解し始めた。とはいえ、自分たちがそんな皮肉や冗談を言おうとは思わないのだが。

「わたしが吐いた噓の数の追及は措おいておいて。先ほど言ったことは本当さ、ライラ。例えば、反乱鎮圧に活躍した外国勢力が未だにダルタニゥス卿と共にコリントゥスの街にいて、コリントゥスの街がイリアスタとその連合軍に囲まれている……というような場合、わたしは現地まで赴おもむくつもりだよ。この娘こたちを連れてね」

　レフレンシアが眼前に居並ぶ新雛小隊員を指し示した。

　うわ～～、なんか予想どおりの最悪の展開に……。

　アスカはげんなりとした表情を隠さないが、他の雛小隊員たちはやる気満々である。

「ですが、レフレンシア様、それほどの距離を遠征されるには人数が少なすぎるのではありませんか」

「遠征といっても、密かにこっそり隠おん密みつ裡りに行くだけだからね。当初は人数が少ないほうがいい」

「まだ入りたて見習いの……ああいえ、準騎士扱いではありますが、実戦経験がないことに変わりはありません。この娘こたちで大丈夫でありますか？」

　遠慮も配慮もない物言いだが、この実直さこそがライラントの取り柄でもある。それに対してレフレンシアは、にやりと笑ってみせた。

「ライラ、忘れたのかい？　あのお兎うさぎ様さまの乱を鎮めたのは、入りたてほやほやの見習い騎士たちだったよ」

「ああ……そうでありました。確かに、団長代理のお眼鏡に適かなったのなら、新しん兵ぺいであろうと雛であろうと問題ないと認めます」

　言うだけ言って、ライラントは静かに着席した。

　うわぁ、なんか、凄く責任重大な。

　シェーナは双そう肩けんにのしかかる重圧を感じて思わず姿勢が崩れそうになった。

「他に何かあるか？」

　と言って、レフレンシアはアスカを見た。

　うわ、なに、その視線？

　訊きたいことがいくつかあるのは確かだが、自分が質問することを当然の如ごとく待ち構えられるのは堪らない。というか、持ち前の反骨精神が頭を持ちあげる。

　意地でも質問してやるもんか。

　レフレンシアの視線を無視してアスカは知らん顔を通す。

「何もないようなので、では、こちらからの命令を下す」

　あれ？

　アスカは内心で首を捻る。

　もう少し説明があると思ったんだけど……まさか、わたしの質問を遮さえぎるために、わざとこっち見た？　本当に嫌な奴だな～～。

　油断も隙すきもない魔女。

　アスカは改めてレフレンシアのことをそう評価するのだった。

「ライラ、命令書を認したためて」

「はい」

　弾かれたように立ちあがったライラントが、部屋の奥にある書き物机まで駆け寄った。
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「はい、みんなも起立～～」

　レオノーラから号令とは思えないような号令がかかり、全員が一斉に起立した。

　レフレンシアもゆっくりと立ちあがる。

　椅子に座り、羽根ペンとインク、便びん箋せんを用意して速そつ記きの準備を調えたライラが、

「よろしいであります、団長代理」

　と声をかけてきた。

　レフレンシアはアスカたちの脇を通り抜け、ライラントが陣取る机の前まで歩いて、そこで振り返った。

「では、命令だ」

　全員が思わず姿勢を正す。

「わたしはジラルディ将軍の求めに応じてマナティウスまで出張る。この出張の任に就つくのは、新雛小隊とレオノーラ、ジアン、アルデリィナ、ジュナス、ティーニャだ。わたしを含めて十二名の構成とする」

「あの～～、命令の下か達たつ中ちゆうすみません～～」

「なんだ、レオノーラ？」

「ジアンも連れていくのですか～～？」

「ジアン・ジャンは未だに白兎騎士団しろうさぎの団員だからな」

「でも～～」

「ああ、レオノーラの言いたいことは判る。カッシゥス王としては、駐在員として彼女にここに残ってもらいたいと思っている。それも承知しているよ」

「だったら～～……」

「王には、ジアンが騎士団員として行動することの内諾は、もう得ているんだ。ジアンを連れていったからといって、彼が怒ることはない。何か一言、二言、文句や嫌みを言われるかもしれないけどね」

「ならば、いいのです～～」

　いくらジアンが正式にはまだ白はく兎と騎き士し団だん員いんだといっても、カッシゥスの反対を押し切って連れていけば、白兎騎士団とセビリィノ王の間に亀裂が生じかねない。ここに駐在員として詰めるライラントやティーニャも仕事がやりにくくなるだろう。レオノーラはその点を心配したのである。

　ま、レフレンシア様、その辺りに手抜かりがあるわけないよね～～。

　ということで、レオノーラは納得した。

「命令中、失礼しました～～」

「かまわないよ。他人の話の腰を折る君の才能は天下一品だと認めている」

「認めないでください、そんなこと～～」

　雛小隊員たちは、またもや吃びつ驚くりだ。

　団長代理が命令下達中に質問を挟むなどというのは、彼女たちにすれば、信じられない行為、あり得ない行為だった。

　その場で殴り倒されたっておかしくないのにな。

　他国の軍隊を見知っているアスカなど、そう思う。

　本当に変わっているなぁ、白兎騎士団しろうさぎ。

　驚くと同時に感心してしまう。

　驚く雛小隊員の前で、何事もなかったかのような淡々とした口調のままレフレンシアが言った。

「では、命令を続けるよ」

　みな、レオノーラの声で緩んでしまった姿勢を改めて正した。

　緊張を弛緩させる効能（？）のあるレオノーラの声で姿勢が緩まないのは、ライラントだけだ。騎士団中を探しても、他ほかにはクシューシカくらいだろうか。

　あのヨーコでさえ、レオノーラと話をした後、知らぬ間に崩れていた自分の姿勢に気がつき、「まだわたしは修行が足りない」と反省したほどだ。

　という余談はさておき。

　レフレンシアの命令の続きである。

「これを……そうだな、物もの見み遊ゆ山さん隊と名付けておこうか。となると、作戦名は『大平原漫まん遊ゆう行こう』だな」

　雛の五人は思わずずっこけ。

　ジュナスとアルデリィナは、そんなものだろうな、と諦め。

　酷い部隊名、かつ酷い作戦名だ。

　アスカは小さく顔を歪めた。

「いいんだよ。表向きは物見遊山に行くのだからね」

　とレフレンシアが片目を瞑つぶる。

　ああ、そういうことか。でもなぁ、そんなこと、誰も信じやしないだろ。

「物見遊山隊の隊長はレオノーラに務めてもらおう」

「了解です～～」

「人員は二班に分ける。実務班と雛班だ」

　酷い組分けだな。というか、班の名前が酷いな。

　今度はアスカだけでなく、ハイミオ、シェーナ、ラツィーナ、リンデル、フェレッラまでもが顔を歪めている。

「実務班はアルデリィナ、ジュナス、ティーニャの三名で班長はアルデに頼もう」

「了解であります」

　三人が白兎式の敬礼をレフレンシアに送った。

「雛班は、今の雛小隊をそのまま当て嵌はめる。従って班長はアスカだ。いいね？」

「はい、了解しました」

「了解しましたぁっ！」

　アスカがおざなりに、残りの五人は全身全霊で、白兎式の敬礼を送った。

「さて、残りのジアンだが。あいつには個人で動いてもらう局面が予想されるから、独立要員としてわたしの手元に置いておく。作戦次第では雛の中の誰かをジアンに付けることになる。ハイミオ辺りが第一候補かな」

「おおぉ？　お任せくださいなのヨ」

「とはいえ、作戦目標によっては別の人間に頼むこともある。それは出たとこ勝負だ。さて、次に行こう。ライラントは本城へ使者を送ってくれ。王に頼めば、早馬を出してくれるだろう。持たせる命令は」

　レフレンシアは、そこで言葉を切って体を回し、ライラントのほうに向き直った。

「ヨーコとアルゴラに番隊を率いてセビリィノまで出張るように、だ」

　聞いている全員が大きく息を呑んだ。ライラントまでもが小さく。

　一瞬、ペンを動かす手を止めてしまったライラントだが、すぐに速記を再開した。

「いざというときに本城では遠すぎる。財政再建中の我が騎士団には過大な負担だが、なあに、ベティスの財務卿補殿の行方ゆくえに関わる重大事だ。ベティスから相応の分担金が出るだろう。というか、出させるから」

　レフレンシアが自信満々で言い切るのを見て、アスカは大いに感心した。

　この女、レフレンシアは、大言壮語を吐はくような奴じゃないものな。つまり、本気で出させる自信があるんだな、ベティス相手に。大した政治力だ。もっとも、そうでなければ、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎで副団長になど昇れっこないんだろうけど。

　その手の交渉力、駆け引きというものは自分にはないと弁えているから、その手の能力を持っている人間を無条件で尊敬してしまうアスカだった。

　もっとも、その手の能力を持ってる奴って、人間的には嫌な奴のことが多いんだけど。リンダもそうだしな。

　アスカは、ふと自分の共同経営者のことを思い浮かべた。

　アスカが昔の仕事から足を洗って何でも屋を始めることができたのも、彼女の力に負うところが大きい。

　いやいや、感謝はしてるとも。でも好きにはなれないよな。レフレンシアも、そんな質たちの人間だよなぁ。

「補給その他たの問題もある。庶務分隊及び救急分隊からも人員を出して、ヨーコとアルゴラの番隊に付けるように。要するに遠征用の部隊構成にしろということだ。用意する糧りよう秣まつはとりあえず一週間分でいいだろう。あとはセビリィノになんとかしてもらおう。番隊がさらに大平原方面へ移動する場合は、ベティスになんとかしてもらう」

　番隊が二つ――白はく兎と騎き士し団だんの兵制でいえば二個中隊になるわけだが――の食糧を確保するのは大仕事だ。

　百人単位でも大変なのに、これが千人単位ともなると、とんでもない金と手て間ま暇ひまがかかる。大軍勢を遠征させることが難しいのは、おおよそ食糧の確保という問題に起因していると言ってもいい。

　現地調達という手もあるにはあるが、この時代のこの世界は、そもそも人口が少なく余剰生産物も多くない。都市の数も少ない上に、都市はみな城郭都市であるから、遠征先で現地調達――要するに略奪だが――するといっても簡単ではないのである。

　都市を包囲している間に持参した食糧が尽きてしまって撤退……などということになれば、何をしに行ったのか判らない。もしも撤退中に追撃されたら、目も当てられないような惨事となる。最悪、壊滅だってあり得るのだ。

　だからこの世界では、遠征軍の輜し重ちように関しては大いに気を遣う。

　白はく兎と騎き士し団だんでは、食糧の確保と団員の健康管理のために、通常の番隊員に加え、庶務分隊と救急分隊から一小隊分の人員が臨時に番隊に組み込まれることになっている。大がかりな遠征になれば、独立した庶務や救急小隊が何隊か同行することになる。当然、現場での作業――荷運びなど――は庶務分隊員だけでは追いつかないので、番隊員が手伝うことも多いのだが。

「とりあえずそんなところかな」

　ライラントが作成している命令書をレフレンシアが覗き込んだ。

「終わりました。署名と封ほう鍵けんの術をお願いいたします」

　速記を終えたライラントが立ちあがり、席をレフレンシアに譲った。

　ライラントに代わって席に座ったレフレンシアは、作成されたばかりの命令書に目を通し、署名を入れた。

　署名が終わると、レフレンシアは命令書を丁寧に折り曲げ、封筒に入れ、封鍵の魔術で封印した。

「これでよし。命令書はマクトゥシュに渡すように手配してくれ。マクトゥシュが不在の場合はクシューシカに。クシューシカも不在の場合はアナに。三人ともいない場合は……騎士団もなくなってるだろうから、考えても意味はないな」

　そんな不吉なことを平然と。

　雛の五人は震えあがるが。

　さすがに盆地の魔女だよ。

　アスカだけは感心しきりである。

　レフレンシアが立ちあがった。

「出発は明朝、日の出と共に。物見遊山隊の諸君はそれまでに準備を終えておくように。といっても、帰団するつもりで荷造りとかは済ませているから大した手間ではないな。念のため、各自、数日分の食糧を加えておいてくれ」

　全員が気をつけの姿勢を取って敬礼を送った。

「了解しましたっ」

「では、レオノーラ、カッシゥス王のところへ挨拶と交渉をしに行こう」

「了解です～～」

　こうして、翌早朝、レフレンシア率いる物見遊山隊は『大平原漫遊行』作戦のために慌ただしくセビリィノを出立していった。

　行く先で彼女たちを待ち受けているものは、果たしてなんであろうか。
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　セビリィノを発たった翌日の日暮れ頃には、物もの見み遊ゆ山さん隊の一行は早くもマナティウスの街に入っていた。

　物見遊山の名に似つかわしくない急行ぶりだが、すでに鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長代理がマナティウスに向かうということは周辺諸国に報しらされているので、今さら誤魔化す必要もない。

　ジラルディ将軍には「招きに応じて参上する」という返事を持たせて、直ちに急使を返していたので、一行が馬で大平原の街道を進んでいる途中で、レフレンシアの返事を受け取った将軍が送って寄越した迎えの騎馬隊と遭遇した。後は、一路マナティウスに向かって駆けるだけだった。

　マナティウスは大平原の南部地域最大の都市国家で、比較的人口も多い。

　主要な街道が四方に通じていて、いわば交通の要よう衝しように位置する重要な都市だ。だからこそベティスも、まずはこの都市を大平原方面における橋きよう頭とう堡ほとして取り込んだ。

　他の都市と同様、周囲を高い城壁に囲まれたマナティウスの周辺は、乾いた土地が広がる大平原の中にあっては例外的に湧き水が豊富で、耕作可能な土地が多かった。

　マナティウス南西には、これまた大平原には珍しく丘陵が連なり、マナティウスの街自体も台地の上にあった。

　明るく開けた周囲の丘陵の斜面には葡ぶ萄どう畑ばたけが広がっている。

　特産の葡萄を使った葡萄酒の醸造が盛んで、葡萄酒を求めて多くの商人が訪れる。

　交通の要衝にあるので、葡萄酒を買い付ける商人だけでなく、旅人の数も多い。

　もっとも、都市から離れてしまえば荒れ地が広がっているだけなのは、大平原の他たの地域と変わらない。レフレンシアたちはベティスの騎馬兵に先導され、一気に荒れ地を駆け抜けた。

　だらだらとした登り道を台地上まで駆けあがり、前方左手に広がる丘陵地に葡萄畑が見えてくれば、マナティウスの街はもうすぐだ。

　ほどなくして、高い城壁に囲まれた大きな都市が一行の行く手に立ち塞がるような恰好で現れた。マナティウスの街である。城門の周囲では盛んに篝火が焚かれ、そこだけ昼間のような明るさだった。

　周辺諸国に鳴り響いている白はく兎と騎き士し団だんの団長代理が訪れるということで、ベティス駐留軍の幹部やマナティウスの王族だけでなく、一般住民までもが城門の外に出てきて、十と重え二は十た重えの人垣を作ってレフレンシア一行の到着を待っていた。

「凄いっすね～～」

「なんか凱がい旋せん将軍みたいだな」

「店出して物売ったら儲もうかりそうネ」

　などと雛ひよこの五人は、ひしめく住民を感心した顔で見やっている。すかさずレオノーラが注意を与えた。

「はいはい、きょろきょろしない～～。もっと堂々とした態度で」

「はぁい」

「ほら、ジアンは口を閉じる～～」

「え？　自分!?」

「匂いに釣られて涎よだれまで出てるよ～～」

　確かに夕刻の市が目抜き通りに立っていて、食べ物を焼いたり煮たりするいい薫かおりが城門の辺りにまで漂ってくるのだが。

「出てませんよっ」

　ジアンが、びしっと手刀を振った。

「子供じゃないんですからっ」

「じゃあ、ほら、しっかり顔上げて前を見る～～」

「判ってますって」

　こうして一行は、数多くの住民や貴族や王族の好奇の視線を浴びながら、レフレンシアを先頭に城門を潜り、そのまま王宮へと先導されていった。

　当のレフレンシアは住民たちに対して気さくに手を振り笑顔を向けていて、街頭演説に来た政治家か何かのようだ。

　あれも人気取りの一環なのかねぇ。だとしたら組織の頂点に立つ者は大変だよなぁ。

　アスカは、むしろレフレンシアに同情してしまった。
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　到着後、一息入れる間まもなく、レフレンシアは大会議堂へと連れていかれた。

　王宮の敷地内にある大会議堂。そこにベティス大公国駐留軍の司令官ジラルディ将軍と彼の幕ばく僚りよう、マナティウス王、王を支える重臣たちが勢揃いしていた。

　白はく兎と騎き士し団だん側からの会議への出席者は、団長代理レフレンシアとその腹心（という位置づけの）レオノーラの二人。さらには書記として、二人の背後にティーニャが書き物机を構えていた。

　さすがに王族や重臣に見まみえるのに「物見遊山隊」はないだろうということで、対外的には「北ほく原げん隊たい」と名乗ることにしている。大平原の北部までもを目指す隊という意味か。

　他の団員は控え室で待機中だった。
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　大会議堂は石造りの平屋の建物で、その一角にある小部屋が白はく兎と騎き士し団だんの控え室に割り当てられていた。

　小部屋といっても、大会議堂その物が大きな建物なので、十人程度で使うには充分な広さだ。中央に大きな縦長の方卓が置かれ、その周りに木製の椅子が並べられている。いま団員たちは思い思いに椅子に腰を下ろして寛くつろいでいた。といっても白しろ銀がねの鎧は着けたままなので、寛ぐにも限度はあるのだが。

　ここでもう一度、部屋にいるものの顔ぶれを確認しておこう。

　実務班のアルデリィナ、ジュナス（ティーニャは書記として会議に出席中）。

　雛班のアスカ、シェーナ、ラツィーナ、リンデル、フェレッラ、ハイミオ。

　どちらの班にも属さないジアンの計九名である。

　ふつう外国の使節を迎える場合は、衛兵という名目で見張りの兵が立ったりすることが多いが、さすがに迎えたのが白兎騎士団員であるので、部屋にマナティウスの兵はいなかった。

　もっとも、部屋を出れば至る所に衛兵が立っているのだが、とりあえず他人の耳を気にしないで話ができるのはありがたい。

　ということで、雛の五人は固まって適当なお喋しやべりをしている。

　お喋りの輪に加わらず、一人でお茶を飲んでいるアスカは、ときどきジュナスやアルデリィナのほうへ視線を向ける。

　ジュナスは、持ち込んだ薬や医療具が壊れたり紛失していないかと部屋の片隅に積みあげた荷物を点検中だし、アルデリィナはアルデリィナで方卓上に書類を広げて何やら計算中である。

　先輩たちは働き者だな。こうしてお茶を飲んでるのが申し訳なくなってくるよ。

　と思いながらも、しかしアスカはお茶を飲み続けるのだった。

　もう一人、ジアンも静かにお茶を飲んでいる。遊撃小隊にいるときは賑やかな、むしろ騒がしいジアンだが、さすがにここでは騒ぐ相手がいない。

　アフレアとかいれば、一緒にガブリエラにちょっかい出すんだけど。みんな、どうしているのかな。レフレンシア様、詳しいことを教えてくれないし。

　ただお茶を飲むことにすぐに飽きてしまったジアンは、やがて椅子を持ってアルデリィナの隣に移動した。

　アルデリィナが書類から顔を上げる。

「どうかした、ジアン？」

　ジアンはアルデリィナに顔を寄せて囁くように訊いた。

「アルデさん、ガブリエラたちのこと、どこまで知ってます？　レフレンシア様、訊いても教えてくれないんですよ」

「いや、教えてくれないというか、そもそもレフレンシア様ご自身が詳細をご存じないのじゃないかな。君はどこまで聞いたの？」

「えっと、ダルタニゥス様についてコリントゥスへ向かった遊撃小隊は無事に現地に着いたってことと、向こうで何か騒動に巻き込まれて、ダルタニゥス様共々、連絡がつかなくなっているってことかな」

「騒動っていうか、王に対する反乱だね。反乱は鎮圧されたらしいけど……現状、僕が知っているのもその程度だよ」













　アルデリィナは、自分のことを「僕」と呼ぶ。そこが彼女の少年っぽい容貌や雰囲気によく合っていて、団内でも特別な人気を誇っている。何しろ鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは女性だけの騎士団、美少年然とした、あるいは美び丈じよう夫ふ然としたクシューシカやエァリァス、アルデリィナなどの人気は高いのである。ひょっとするとエァリァスの人気は、それとは少し違っているのかもしれなかったが。

　少年っぽい雰囲気ならジアンだって負けてはいないのに、人気の面ではとうていアルデリィナに敵かなわない。

　アフレア曰く。

「美び少しよう年ねんか野や少しよう年ねんかの違いよね。『野少年』の野は、粗そ野やとか野や人じんとか、そういうの」

　それに対してジアンは、

「ほっとけよっ！」

　と返すわけだが、周囲の評価は概おおむね「アフレアに一票」だった。

　という余談はさておき。

「たぶん、それ以上はレフレンシア様も、いま会議の席で聞いているのだと思うな」

　とアルデリィナが言葉を継ついだ。

「そっか～～」

　アルデリィナから顔を離したジアンは天井を見上げて呟つぶやいた。

「反乱騒ぎに巻き込まれたって……大丈夫なのかなぁ、みんな」

　アルデリィナはジアンの肩を軽く叩いて励はげます。

「大丈夫さ。何しろ遊撃小隊には魔界の大魔王がついているんだから、滅めつ多たなことでやられたりはしないよ」

　アルデリィナの言葉に、ジアンは思わず苦笑を浮かべてしまった。

「そうですよねぇ。苦境に陥おちいれば陥るほど真価を発揮しますもんね、ガブリエラ」

「そういうことだよ」

　ジアンは自分を納得させるように、うんうんと数度頷いてアルデリィナの隣を離れた。いつまでも話をしていると、彼女の仕事の邪魔になるからだ。

　ジアンは今度はアスカの横へ移動する。

「ん？　何か用？　ジアン先輩」

「いや、べつに用ってこともないけど、一人でお茶飲んでてもつまらないから」

「わたしと飲んだって面白くはないと思うけど。面白く飲みたいなら、ハイミオ辺りと飲めばいいんじゃ？」

「ハイミオ、少しうるさいしな～～」

　あんたがそれを言うか。

　と軽く内心で突っ込んでおいてから、アスカは肩をすくめた。

「べつにいいですけどね。特に面白い話題もないで……」

　アスカがそこまで言いかけたとき、控え室に誰かが駆けてくる気配がした。

　真っ先に気づいたジアンとアスカが振り返ると、すぐに部屋のドアが開けられ、ティーニャが飛び込んできた。

「セリノスが来ました！」

「えぇえぇっっ!?」

　ジアン、アルデリィナ、ジュナスが跳びあがった。

「わたしはすぐに会議堂へ戻ります。皆さんはここで待機していてください。会議が終わり次第、レフレンシア様がセリノスを連れてきますから」

　それだけ言うと、ティーニャは慌ただしく駆け戻っていった。

　残された九人は、互いに顔を見合わせるばかりである。

　やがてジアンがぽつりと呟いた。

「セリノスだけって……遊撃小隊に何かあったのかな」




　　　　　４




　セリノスによってもたらされた情報はあまりに重大で衝撃的であったため、会議の席は大いに紛ふん糾きゆうしたらしい。

　らしい、というのは、戻ってきたレフレンシアから間接的に聞いただけなので、実際、どれほど紛糾したのか、結論が出るまでどういう過程を辿たどったのかは、その場にいなかった人間は想像するしかなかったのだ。

　控え室に戻ってきたレフレンシアは、セリノスを伴っていた。

　全員が起立して団長代理とレオノーラ、セリノス、ティーニャを迎える。

　セリノスだけでなく、見たことのない若い男――マナティウスの兵装ではない――も一緒だったので、みんなの視線がその男に集中した。

「ほらほら、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団員は、そんなふうに物欲しそうに若い男を見ない」

　とレフレンシアに注意され、誰もが慌てて視線を逸らせる。

　レフレンシアとレオノーラに続いて部屋に入ってきたセリノスは、興味深そうな顔で控え室の中を見渡した。

　固まって立っている五人の顔には見覚えがあった。入団試験のときに一緒になった新人たちだ。

　ふぅん、少し見ないうちに、いい面つら構えになったじゃないか。

　なおも視線を動かすと、よく見知った顔を見つけた。向こうもセリノスのことを懐かしそうに見ている。

　やぁ、と右手を挙げると、ジアンも軽く右手を挙げ返した。

　レフレンシアが方卓の上座に進んだ。

「みんな適当に座って。今から急ぎ状況を説明する。状況の確認ができたら、すぐに出発するぞ」

「えっ？　どこへです!?」

　とアスカを除く雛の五人は驚きの声を上げたが。

「はいはい、黙って団長代理のお話を聞く聞く～～。そうすればどこへ行くかはすぐに判りますよ～～」

「あ。申し訳ありません」

　五人は全員分の椅子を急いで並べ直し、先輩たちが座るのを待って、自分たちも腰を下ろした。

　席の並びは。

　上かみ座ざにレフレンシア。

　その隣にレオノーラ。

　方卓の長辺左側（上座に向かって）に、アルデリィナ、ジュナス、ジアン、ティーニャ。

　右側に新雛小隊の六人。

　セリノスはレフレンシアの背後に立ったままで、兵装の見知らぬ若い男――オルトラゥスだ――も彼女の横に立っている。

「では、まずセリノス、君のほうから、向こうで何が起きたのかと、今どうなっているのかを説明して」

「はい」

　レフレンシアとレオノーラが共に少し横に椅子をずらすと、空いた空間にセリノスが進みでた。

　真まっ直すぐ前を見たセリノスは、淡々とした口調で説明を開始する。

　即すなわち、コリントゥスの反乱に巻き込まれた遊撃小隊とダルタニゥス・ダンディ外務卿補が反乱の鎮圧に乗りだし、そしてそれを成功させ、褒ほう美びとして近くの温泉場を王から下か賜しされたこと。その後、コリントゥスを目指してイリアスタ側と思われる軍勢が街道を封鎖しつつ北上してきたことを、である。

「ということで、わたしは遊撃小隊のみんなと別れ、そこにいるコリントゥス王宮衛兵隊のオルトラゥス殿と共に友好都市目指して馬を駆けに駆けさせ、まずはベティス駐留軍のいる都市まで行って駐留軍に急を知らせ、正式な伝令を立ててもらい、使者と一緒にマナティウスまで駆けてきたと、そんなところかな」

　聞いていた者は誰もが吃びつ驚くりだ。雛小隊の五人など腰を抜かしそうなほど驚いている。

　だが、ジアンだけは驚くと同時に、なるほど今回はそう来たかと、どことなく納得してしまった。

　何しろ、災さい厄やくを呼び込む人間がいるからなぁ、遊撃小隊には。

　一方、アスカは。

　コリントゥスから駆けてきた？　昨日の朝に向こうを出て今夜ここに着いたって……無茶苦茶早くないか？　もしかして、ほとんど休んでない？　だとすれば、凄い乗馬の腕だし、並外れた体力だ。団長殺しといい赤毛の大女といいジアンといいこいつといい、遊撃小隊は油断のならない奴らの集団だな。

　と感心するやら警戒するやらだった。

　彼女の予想を裏付ける言葉がレフレンシアから発せられた。

「では、ティーニャ、二人を宿舎へ連れていってやって。我々も後から行くから、君も向こうで待っていて。二人とも不眠不休で駆けてきたんだ。今日のところはしっかり休んでおくように」

「はい」

「ご苦労だが、夜明けには出るからな。夜中に起こすぞ」

「了解しています」

　とセリノスが応え。

「お任せください、レフレンシア様」

　とオルトラゥスも力強く頷いた。

「では、お二人、こちらへどうぞ」

　ティーニャが二人を先導して部屋を出て行った。

　その後ろ姿を、シェーナたちが呆ぼう然ぜんと見送っていると。

「では、新たな命令を伝えるが、その前に」

　というレフレンシアの声が上がり、五人は慌てて顔を振り向けた。

　ジアンやアルデリィナ、ジュナスの顔には、新しい任務への闘志が漲みなぎっていた。

　そうだよな。今の話だと、きっと、わたしたち、コリントゥスへ……。

　そう思えば、シェーナにも否いや応おうなくやる気が湧いてくる。そしてその想いは、仲間の誰もが同じだった。一人、アスカを除いて。

　やっぱり行くんだなぁ。予想していた最悪の展開が現実になろうとしているよ～～。参ったなぁ、どうも。

　もはや当初の目的、白はく兎と騎き士し団だんの内実を探るどころの話ではなくなってきた。というより、現実問題、探れない。何しろ、こんな場所まで出で張ばってきてしまっているのだ。そして、さらに遠くまで出張るのだから。

　半年くらい見習い期間を我慢すれば……って思ってたのに、いきなり実戦投入かよ。やれやれだなぁ、もう。

　当初の目もく論ろ見みが完全に崩れ、ため息しか出ないアスカである。

　ま、しかたがない。団長代理やレオノーラのことは間近で観察できるんだし、向こうへ行けば、あの団長殺しもいるんだし。それはそれで貴重な情報を手に入れられるってことだ。というか、そう思わなきゃ、やってられないね。で、高く売れそうな情報を集めるだけ集めたら適当なところでさよならだ。

　この後、アスカは自分の予想よりずっと長く白兎騎士団しろうさぎに居続けることになるのだが、もちろんこの時点では、自身、そんなことを夢にも思っていない。

「質問を受けつけよう。今までの話で確認しておきたいことはあるか？」

　というレフレンシアの声で、アスカは我に返る。

「はいはいはい」

　凄い勢いでジアンが手を挙げ、手を振っている。

「そんなに大きな声を出さなくても聞こえているし、そんなに大げさに手を振らなくても見えているよ、ジアン」

「あ、すみません」

「で、なんだ？」

　立ちあがったジアンが勢い込んで訊いた。

「セリノスが来たってことは、遊撃小隊、全員、無事なんですよね？　誰一人、欠けてないんですよね？」

「今のところは大丈夫そうだ。セリノスがあちらを出発した時点では、誰も欠けていなかったというからね。昨日、今日のうちに何か突発的な大事件でも起きていない限り、問題ないだろう。元々が、殺そうったって、そう簡単に死ぬような奴らじゃない」

「ですよね」

　ジアンが嬉しそうな笑みを浮かべて腰を下ろした。

「レフレンシア様」

　続いて手を挙げたのはアルデリィナだった。

「アルデ」

　レフレンシアが指名すると、アルデリィナはゆっくりと立ちあがる。ジアンに比べると、遙かに落ち着きが感じられた。

「まだどこに行くのかを聞いていませんので少し先走りかもしれませんが、持っていく兵糧など、どの程度を用意すればいいでしょう？」

「ああ、それは後から言おうと思っていたが、質問されたついでに答えよう。兵糧、馬、その他た、特にこちらで用意しなくてもいい」

「ということは」

「そうだ。ベティスのほうで手配してくれる」

「わぁお」

　アルデリィナは派手に指を鳴らした。

「いやぁ、助かるなぁ。労力的にも金銭的にも」

　にこにこ顔でアルデリィナが腰を下ろす。自分たちで兵糧の準備をしなくていいのがよほど嬉しかったようだ。

　というか、さらに遠征を続けるのに文句は言わないのか。先輩たちはやる気満々だ。みんな前向きなんだな。

　ジアンとアルデリィナの様子を見て、アスカは少し感心した。

　二人の態度は、命令されたからそれに従うといった消極的なものではなかった。二人とも、もうどこに行くのかまで承知しているようだが、なのに不平、不満、不安という感情の欠片かけらも見せない。

　二人のあの態度は演技ではないとアスカは確信する。

　やっぱり不思議な組織だね、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは。

　その思いを強くするアスカだった。

「では、命令を下すよ」

　というレフレンシアの声で、全員が――雛たちは特に――姿勢を正した。

「我々はコリントゥスまで出向き、窮地に陥っているコリントゥス国王を助け、イリアスタ側の野望を挫くじくための手伝いをする。具体的な戦術目標は包囲されているであろうコリントゥスの街を解放すること。出しゆつ立たつは明朝、夜明け前。各自、急いで出立の支度をして仮眠を取るように。ティーニャはここ、マナティウスに残り、セビリィノ、あるいは本城との連絡業務を担当する。以上だ」

　全員が右手を胸の前で真っ直ぐに伸ばしてから胸につける白はく兎と式の敬礼を団長代理に送った。

「了解いたしました！」

「何か質問は？」

　ひょっとして試されているのかなと思いながらも、アスカは我慢できずに、つい手を挙げてしまう。

「お。何かなアスカ・ランディ？」

「団長代理は『手伝い』と仰いました。つまり、作戦行動の主力はベティス軍であるという理解でよろしいのでしょうか？」

　あ！　という顔で雛の五人がアスカを見た。

　一方、アルデリィナやジュナス、レオノーラなどは、へぇ!?　という、どちらかというと感心した顔だ。

　レフレンシアはにやりと笑って応えた。

「そういう理解でいいよ。さすがに我々だけでコリントゥスを救うことなどできないからね。まぁ、現地へ行けば、そうも言っていられない局面が出るのではないかと、わたしなんかは踏んでいるわけだが」

　できればそんな局面は出てこないで欲しいものだけど。って、いや？　まさか、団長代理、そういう局面に持っていこうとしている……のじゃあないだろうな!?

　アスカは我知らず鳥肌が立った。

「ジラルディ将軍配下の大隊が二つ、我々に続いて進発する。途中の街にいる駐留軍を併せつつコリントゥスの街を目指すことになる。総兵力は二千程度になるかな。相手の戦力もそんなものらしいから問題ないだろう。コリントゥスへ至る街道を封鎖しているという情報もあるが、かまわない、押し通る、というのが基本方針だ。万が一、押し通れないような事態であれば迂う回かいするしかないのだが。途中の都市から輜し重ちよう兵へいを出してもらえるから、兵糧の不安はない。ただ、この二千が間に合うかどうかは甚はなはだ心こころ許もとないのだけれどね」

「問題ないのですか？」

　とジュナスが手を挙げた。

「敵地ともいえる地域へ遠征するのですから、同兵力では、こちらが不利なのではありませんか？」

「普通はそうだろうが、こちらの戦術目標はコリントゥスの救援だからな」

「ああ……そうでした。べつに敵を野戦で打ち破る必要はないのですね」

　ジュナスは納得顔で、了解です、と手を下ろす。

「これは余計なお世話かもしれませんが」

　と今度はアルデリィナが手を挙げた。

「なんだ、アルデ？」

「大隊二つを出してしまえばマナティウス周辺の兵力が薄くなりそうですけど、それはかまわないんでしょうか？　万が一、イリアスタ側に新たな動きが出たら、対応が利かなくなる虞おそれが……」

「ベティスも、急ぎ補充の兵を送ってくるらしい。それより何より、代替兵力として我が白兎騎士団しろうさぎも精鋭部隊をマナティウスまで呼ぶことになったからな」

「え？　まさか!?」

「セビリィノまで出で張ばってくるアルゴラとヨーコの隊だよ、もちろん」

　うわぁ。

　ジアンやアルデリィナが小さく仰のけ反ぞっている。

　それを見た雛たちが、どういう意味だろうと首を捻っていると、レフレンシアが笑いながら言った。

「もしもの場合には、我々の援軍として動いてもらう。まぁ、そんな事態にならないほうがいいわけだが」

　本当にならないで欲しいと、アスカは真剣に願った。

「それはさておき、だ。二千の兵を動かすとなると、それなりの時間を要する。いくら途中の街に兵糧や飼い葉を用意させたとしても。それに途中でイリアスタ側の妨害があるかもしれない。しかし、セリノスの話によると事態は一刻を争う。これの意味することは判るかい？」

　ジアンが弾んだ声を返した。

「白兎騎士団じぶんたちが先行するんですね!?」

「そういうことだ。我々は特別編制のベティス騎馬中隊と共に本隊に先行して、急ぎコリントゥスに向かう。コリントゥスが陥おちる前に現地に着かなくてはならない。大事なのは兵力ではなく時間だ。こちらの動きが間に合うか否か。それが肝要なことなんだ」

「あのう……」

「なんだい、アスカ？」

「陥ちていたらどうするのでしょう？」

「そのときは」

　全員がごくりと唾を呑む。

「遊撃小隊を拾って帰るだけだな」

　レフレンシアが「コリントゥスを奪還する！」などと言いださなかったことに、アスカは心底、安堵した。

　しかし。しかしである。

　もしも遊撃小隊を拾えなかった場合はどうなんだろう。団長代理、敵かたき討ちだなどと言いださないだろうな。いや、それはないか。この計算高い盆地の魔女が、一時の激情に流されて、そんな無茶を言いだすはずがない……ないよな。ないと……祈りたい。

「では、用意された宿舎へ移って、出発に備えて寝ようじゃないか。明日からは、今日まで以上に駆けるからな。みんな、ちゃんと寝ておけよ」

「了解です！」

　こうして白はく兎と騎き士し団だん物見遊山隊は、コリントゥスにまで出向くことになった。

　何もかもが異例の遠征ではあった。
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　翌日の夜明け前、馬に跨またがった物見遊山隊――公式には「北ほく原げん隊」を名乗っている――とセリノス、オルトラゥスの都合十三名は、マナティウスの街を離れ、北ほつ国こく街かい道どうと分かれてユーグノス街道へと抜ける道を疾しつ駆くした。

　すでに昨夜のうちに伝令が駆けているから、途中の友好都市での休憩や馬の交換には、なんの問題もなかった。

　最小限の休息だけで大平原を駆けに駆け、その日のうちに一行は、いわゆる「大平原中部」と称される地域に入っていた。

　この辺りまで来ると、ベティスの友好都市の数は減り、旗き幟しを鮮明にしない都市やイリアスタと手を結んでいる都市が増えてくる。

　とはいえ、イリアスタと手を結んでいる都市の多くは、軍事同盟というほど強固な結びつきではないし、そもそも都市の数自体がそれほど多くないので、通行を阻害される虞は極めて低かった。大半の都市は、イリアスタの背後にルーアル・ソシエダイ王国がついているから、まぁ交渉の窓口を開けておいたほうがいいか、といった程度の結びつきだ。

　ただ、この先、さらに大平原を北東部へ進めば、イリアスタの影響力は確実に増す。少なくとも、兵を出して共同軍事演習をするくらいには結びつきが強まるのだ。街道を移動するといっても、慎重な行動が要求される。

　とくにベティスの騎兵には、なんらかのちょっかいが出される可能性がある。そこでレフレンシアは、中部地域に入ったところで騎馬隊の隊長と申し合わせて別行動を取ることにした。

　相手の目を騎兵に引きつけておいて、その間に白はく兎と騎き士し団だんがコリントゥスへ急行するということだ。

　これはベティスの騎兵が囮おとりになることを意味するが、騎馬隊の隊長も納得している。というより、ジラルディ将軍との事前の打ち合わせで、その役割分担が決められていたのだ。

　この先はもうイリアスタまで友好都市はないという最後の都市に夜半に到着し、そこで一泊。

　翌早朝、夜も明け切らぬうちに、物見遊山隊はベティスの騎馬隊と別れて街を出た。念のための道案内として、そこの都市の兵を二人連れ、十三人はさらに北へと馬を進めていく。

　地元の兵やオルトラゥスがいるから、道に迷う心配はない。

　全力で馬を駆けさせればおそらく半日ほどで着けるだろう。しかし、すでに敵の勢力圏内であるから、闇やみ雲くもに駆けるわけにもいかない。

　オルトラゥスやセリノス、ジアンが前方の様子を探りつつ進んだので、思ったよりも時間がかかった。すでに陽は西に傾いている。

　ここまではイリアスタ側の部隊に遭遇することもなかったのだが、やがて街道が封鎖されている地点に到達した。
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　一行はオルトラゥスと道案内の兵二人に導かれて街道を外れた。そうして、多少起伏のある荒野を進んでいくと、やがて小高い丘が前方に見えてきた。

　レフレンシアから「止まれ」の命令が出され、セリノスの馬が全力で駆けだした。

　乗馬の腕前は彼女が抜きんでているので、こうしてレフレンシアは伝令役として使っている。

　さすがにこの辺りまで来ると、どこに敵の兵がいるか判らない。先頭に立っていた案内人一人とオルトラゥス、ジアンは、それまでよりもずっと慎重に馬を進めているから、セリノスは簡単に三人に追いついた。

「ジアン、停止命令が出たよ」

「ああ、了解」

　馬を止めた案内人とオルトラゥス、ジアン、セリノスは、その場でレフレンシアたちを待つ。

　後続はすぐに追いついてきた。

「レフレンシア様、何か？」

　とジアンが尋ねる。

「うん、あの丘だがね」

　レフレンシアが前方にある丘を指し示した。皆がいる場所は、なだらかながら起伏のある土地で、そこからは丘の上部しか見えていないが、見たところ、辺りではもっとも標高が高そうだった。

　とはいえ周りに山がないというだけで、丘の比高そのものはせいぜい二十ヤルド――五十メートル前後――程度だと思われる。

「見張るには絶好の場所だろう？」

「確かに、そうですね」

「ということで、ジアン、見張りの有無を探ってきてくれ。あの丘の上からなら、この先の様子も確認できるだろうしな」

「見張りがいたらどうします？　排除しちゃってかまわないですか？」

「人数にもよるが……君が可能だと思えば排除してもかまわない。ただし、できるだけ殺さない方向でな。こちらの正体が判らなければいいという考え方もあるにはあるが、その場合は、誰一人として逃がさないという戦術的な縛りが負担になる。それに、現段階では、あまり事を荒立てたくないしな」

「了解しました」

「誰か付けるか？」

「そうですね」

　雛小隊を見渡したジアンは、

「ハイミオを貸してもらえますか？」

　と言った。

「さすがに小隊長を借りていったら拙いだろうし」

「うん、アスカには、いざというときに備えてこちらにいてもらいたいからな。ジアンがいないときは、アスカが我々の命綱だ」

「またそういう皮肉を～～」

　アスカがジト目でレフレンシアを見る。

「わたしなんか、いてもいなくても大して変わりませんよ」

「はっはっはっ、謙虚だね、アスカは」

「べつにそういうわけでは……」

「どうかな、シェーナ？」

「団長代理の仰おつしやるとおりだと思います」

「ラツィーナ？」

「仰おおせのとおりかと」

「リンデル？」

「うちの小隊長、絶対、頼りになります」

「フェレッラ？」

「敵小隊の三つや四つだったら、小隊長一人で片付けちゃうかと」

　なに言ってんだよ！　そんなわけないだろ！

　アスカが凄まじい目つきでフェレッラを睨むと、彼女はさっと顔を背そむけた。

「ハイミオは？」

「アスカ隊長はジアン先輩にも匹敵する腕前だものネ」

　もう黙れよ、おまえら！

　視線だけで人が殺せそうな恐ろしげな目つきでアスカがハイミオを睨むが、表情や視線での意思表示などという細やかな機微を持ち合わせていないハイミオにはあまり効果がなかった。

「ああ、そういえば」

　レフレンシアが何かを思いだしたように、ジアンとアスカを交互に見た。

「二人は、セビリィノにいたとき、実戦的な訓練とか、こっそりとしていたようだな」

「え、ええ、まぁ」

　ジアンが困ったような顔で頭を掻いた。

「どうだったんだ、ジアン？」

「自分の優勢勝ち……ってところですかね。一本は取れませんでしたよ」

「ほほう。大したものじゃないか」

「いやいや、なんというか、あれはジアン先輩が手加減してくれたからですって」

「おやおや、ご謙けん遜そんだ」

「だ～か～ら～」

「徒と手しゆ空くう拳けんの闘いでジアンが一本取れない相手など、団内広しといえどもヨーコくらいじゃないか？」

「魔術は別にすると、たぶんそうですね」

「お～～～～」

　雛小隊の五人から拍手が上がった。

　なんだよ。どういう虐いじめだよ、これ！

　アスカは憤然とした顔でレフレンシアやジアン、雛の五人を睨みつける。

　雛の五人はすぐに目を逸らせたのだが、レフレンシアはにやにやと、ジアンは真面目な顔で、アスカを見ている。

〈レフレンシア様、楽しそうですね〉

　アルデリィナがレオノーラに囁いた。

〈そうだねぇ。前の雛たちに続いて、またも楽しい玩具が手に入ったって感じだよねぇ。よかったな～～〉

〈え？　何がよかったんですか？〉

〈だって、レフレンシア様が新しい玩具で遊んでくれてる間あいだは、こっちにとばっちりが来ないし～～〉

　レフレンシアの下したでいろいろ苦労してきたレオノーラの言葉だけのことはあって実感が籠っている。思わず苦笑してしまうアルデリィナだった。

「まぁ、アスカが団でも有数の戦闘力を有しているのはおいといてさ」

　もう、いいよ。頼むからその話題から離れてくれよ！

　アスカは降参の意思表示を示すべく、高々と両手を挙げた。

　くすくすと笑っていたレフレンシアだが、やがて笑みを納め、ハイミオを呼んだ。

「はいナ、レフレンシア様」

「ジアンと一緒に行ってくれ」

「了解したですヨ」

「もしも人数が多くて手に負えないようなら合図を送れ、ジアン。増援を遣やる」

「判りました」

　ジアンとハイミオがその場で下馬し、急いで白しろ銀がねの軽装鎧を脱いで身軽な恰好になる。

「もっとも、おまえたち二人で手に負えないような多人数を割さいておくほど敵に余裕があるとも思えないがな。よし、行け」

　自分の足で駆けだしたジアンとハイミオは、すぐに斜面に取りつき、あっという間に丘の頂いただきに迫った。

「ジアン先輩、凄いな。馬にも負けないんじゃないか、あの足は」

「それに置いていかれないハイミオの奴も凄いな」

　遠ざかる二人の後ろ姿を見ていた雛小隊の中から感心する声が上がる。

　丘の頂の直下まで到達した二人は、そこで足を止め、今度は身を屈かがめてじりじりと頂に近づいた。

　頂の様子を確認したのだろう、二人は躍りあがるように頂に乗りだし、レフレンシアたちのところから姿が見えなくなった。
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　斜面の縁へりから顔だけを覗かせるようにして、ジアンとハイミオが頂の様子を探る。すでに頂に人の気配があるのは察知しているから、二人の動きは慎重だ。

　頂の上には五人いた。

　全員が兵服であるのだから、無関係の民間人が休憩しているという可能性を考えなくてもいい。

　三人が平坦な丘の頂の上を遊ゆう弋よくしていて、残りの二人はほぼ中央に腰を下ろして休憩中だった。馬は頂の隅のほうに繋がれているから、馬に乗って逃げられる虞はない。

　ジアンはハイミオに目で合図すると、いきなり頂に躍り込んだ。間かん髪はつを容いれずにハイミオも。

　五人が気づいたときには、すでにジアンがいちばん手前にいた兵に迫っていた。

　兵は腰の剣を抜く間もなく首筋に手刀を食らい、呻うめき声も悲鳴も上げずにその場に倒れ込んだ。

　次に近いのは休憩中の二人だ。

　ジアンを追い越したハイミオが疾風はやてのように二人をめがけて駆けていく。

　ハイミオが迫ったときには、さすがに二人とも立ちあがって剣を抜いていた。

　しかし。

　剣を振りあげた相手が剣を振りおろすよりも早く、懐に飛び込んだハイミオが両手に持った棒のような武器を相手の鳩みぞ尾おちに突き入れた。二本同時に。左右の相手に。













　小さな呻き声を上げて二人が同時に頽くずおれる。

「敵だっ、敵襲だぁっっ」

　最後の二人がようやく叫び声を上げたが、すでに遅すぎる。というより、もう二人しかいないので「敵襲だ」と叫んでも意味はない。

　叫んでいる間あいだにジアンが片方の兵に迫っていた。遠くにいるほうだ。もう一人、手前側の兵にはハイミオが駆け寄る。

　走りながら氣きを溜めた――かなり高度な技術である――ジアンが、十お八は番この遠当てを見舞った。

　放たれた氣の塊かたまりをまともに受けた兵士は、見えない鉄てつ槌ついで頭を殴られたように首が横に曲がり、そのまま横倒しに地面に叩きつけられた。

　倒れた兵士は小刻みに痙けい攣れんしている。自分が何を食らったのかも判らなかっただろう。

　氣が飛んでくることさえ事前に承知していれば避けるのはそれほど難しくないのだが――何しろ動作が大きいので放つ瞬間が丸判りだ――なんの予備知識もない者には、呪文の詠唱がない分、魔術よりも厄やつ介かいだろう。

　ジアンが振り返ると、ハイミオが例の木の棒みたいな武器で最後の一人を倒したところだった。

　ジアンはハイミオの武器が何か知っている。東の大陸で拳法使いが使用するトンファとかいう武器だ。

　ハイミオは中央の大陸出身だっていってたけど、ああいうのも使えるんだな。

　たしかにあれなら剣と違って、相手を殺さないように手加減がし易そうだ。それに、相手が剣を持っていても対抗できそうである。

　今度、自分も試してみようかなとジアンは思った。

「ジアン先輩、さすがだネ」

　トンファを背中の革帯に差したハイミオが寄ってきた。

「あの技が、噂に聞いた『氣き砲ほう』という奴かネ？」

「うん、そうだよ」

「ハイミオ、初めて見たヨ」

「そうだね。こっちじゃ、使う人はあまりいないしね」

「ハイミオも覚えたいネ。覚えられるかナ？」

「そうだなぁ、ハイミオは飲み込みがよさそうだから、きっちり練習すればなんとかなるかもしれないね」

「おお、そうカ。だったら今度、教えて欲しいのヨ」

「いいよ。今回の騒動が無事に片付いたら、だけど」

「楽しみだネ」

「それより、レフレンシア様に報告、報告」

「あ、そうだったネ」

　二人は丘の頂の縁まで戻り、こちらを窺っている仲間によく見えるように身を乗りだして、大きく手を回した。
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「合図が来ました！」

　前に出て、低い姿勢で丘の頂を見上げていたジュナスが振り返って叫んだ。

「丘を制圧したようです」

「よし、我々も行くぞ。雛小隊、前に出てくれ」

　直ちにアスカが、シェーナ、ラツィーナ、リンデル、フェレッラを引き連れてジアンとハイミオのいる頂目指して馬で斜面を登り始めた。

　戻ってきたジュナスが馬に跳び乗った。

　雛小隊の後を追って、レフレンシア、レオノーラ、ジュナス、アルデリィナ、セリノス、オルトラゥス、そして二人の案内人が馬を進める。

　アルデリィナとセリノスはジアンとハイミオの馬を引いているから、レフレンシアの一団は全力では走れない。早足程度で馬を走らせて斜面を登っていく。

「あの二人、本当に『殺さない』で済ましましたかね～～」

　とレオノーラがレフレンシアに声をかけてきた。

「大丈夫だろ？」

「そうですかね～～」

「ジアンは手加減を知っているし、ハイミオも短剣じゃなくて、わざわざあの棒みたいな武器を持ちだしたんだから」

　などと言いながら、レフレンシアたちが丘の頂に馬を乗り入れると。

　確かにそこには、猿さる轡ぐつわを嚙まされ、手足をぐるぐる巻きに縛られた兵が五人、地面に転がされていた。

　待っていたジアンや雛小隊の下まで近寄っていったレフレンシアは、転がされている兵を見下ろした後、な、とレオノーラに片目を瞑つぶってみせた。

「問答無用で斬り殺すなんて野蛮なことをするのはアルゴラくらいなものだよ」

「はぁ、まぁ、そうですね～～。というか、アルゴラ隊長の場合は、ただ斬り殺すだけじゃなくて、嬉しそうに斬り殺しますものね～～」

　なんて嫌な隊長だ。

　アスカは怜悧で端正なアルゴラの顔を思いだし、その顔と行動の落差に辟へき易えきとした顔になった。

「で、これはどうしますか～～？」

「放っておけばいいさ。先を急ごう。あまり時間的な余裕はないはずだ」

　レフレンシアは頂の北側の縁まで馬を進め、前方に広がる平原を見下ろした。

　今いる丘より高い丘はなく、もちろん山も見当たらない。平原は多少の起伏を伴いながら遙か先まで続いていた。

　左に目を転じれば緩やかに屈曲した紐ひものような街道が見える。街道にもその周辺にも敵部隊の姿は見当たらなかった。兵力の大半は、すでにコリントゥスの街の間近にまで進出したのだろうか。

　やはり敵の総兵力は予想の範囲内だな。街道封鎖で手一杯で、その他ほかの場所まで手が回っていない。こんな重要な場所にも五人しか配置していないしな。

　レフレンシアはそう判断した。

　もう一度、彼女は前方を見やり、ゆっくりと左右に視線を動かした。

　ここからはまだ見えないが、あの街道の先にコリントゥスの街があり、そこに鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ遊撃小隊の八人がいるはずである。

　ドゥイエンヌ小隊長以下、ガブリエラ、レオチェルリ、マルチミリエ、ノエルノード、デイレィ、ウェルネシア、アフレアの八人が。

　敵部隊が街に迫っているのだとすれば。

　彼女たちは街に閉じ込められてしまったのか、それともすでに脱出しているのか。

　街はどうなったのか。

　イリアスタ側の手に落ちてしまったのか、まだこちら側に踏み留とどまっているのか。

　国王はどうなったのか。

　ダルタニゥス外務卿補は無事なのか。

　自分たちは、そしてベティスの部隊は間に合うだろうか。

　眼下を見下ろす団員たちの胸に様々な思いが去来する。

　みんな、もう少しだけ待っていてくれ。これからそちらに行くからな。全員、無事でいてくれよ。

　人気のない乾いた大地を見下ろしながら、レフレンシアは心の中で可愛い部下たちに向かってそう呼びかけた。
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　ガブリエラ言うところの「ヴィネダ率いるシギルノジチ部隊の強さを確認するためにちょっかいを出す」作戦に従事する団員の選抜が終わった。

　その数、およそ五十人。

　中隊というには数が少なく、小隊というには多すぎる。そこでガブリエラは「特戦隊」という懐かしい名前を持ちだしてきた。

「特別な戦術を実施するための部隊ですから、相応ふさわしいでしょう？」

　というわけだ。

　しかし。

「まぁ、部隊の名前なんて、どうでもいいんですけど」

　隊長を任された部下は、あまり興味がなさそうだった。

「せっかくいい名前をつけたのに、がっかりです」

　ガブリエラは不満そうな表情を隠さない。

「いやそれよりも、団長」

「なんですか？」

「アルゴラ隊長の名前が入っているんですけど？」

「本人のたっての希望で入れました……というより、断り切れませんでした」

「しかしですね……」

「では、あなたが直接、本人に断ってくれます？」

「そんな恐いことができますか！」

「では、しかたがありませんよね？」

　ガブリエラがにっこりと笑うと、特戦隊隊長はうんざりとした顔になって内心で不満を垂れ流すのだった。

　なんで番隊の隊長が、こんな小こ競ぜり合いにもならないような小さな作戦に参加してるんだよ。しかも単独で。っていうか、わたしの配下になってまで。さっぱり意味が判らないってぇの。

　大した意味などない。アルゴラは闘いたかっただけだ。
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　最初、ガブリエラが「特戦隊を編制して敵に夜襲をかける」ことを決めたと伝え聞いたアルゴラは、「ぜひ、わたしの隊で」と団長室まで押しかけてきた。

　アルゴラを迎えたガブリエラは、必死になって彼女の勘違いを訂正しようとした。

「いえ、違うのです。大規模な闘いをするわけではなく、ヴィネダが率いるルーアル・ソシエダイ部隊の実力を測っておこうというだけで、言ってみれば闘いの真ま似ね事ごとをしに行くだけですから、騎士団最強のアルゴラ隊長の部隊を動かす必要は毛もう頭とうありません。というより、闘わないのがこちらの基本戦術ですから闘われては困るのです。お判りになりますよね？」

　ガブリエラはあくまで優しく丁てい寧ねいにものの道理を説いたのだが。

「判った、団長」

「判っていただけましたか」

　ガブリエラは安あん堵どの息を吐はいた。

　アルゴラ率いる番隊が出ていけば、本格的な戦闘になるのは間違いない。いくら事前に言い含めてあったとしても。

　ガブリエラとしては、それだけは避けたいのだ。

「では、わたしの番隊を動かすのは諦める」

　ガブリエラは胸を撫なでおろした。

「その代わり、わたしが特戦隊に参加しよう。それならいいだろう？」

「…………は!?」

「安心してくれ。隊長をわたしにやらせろとまでは言わない。団長が決めた者の下したで、そいつの命令に従って動くから」

　やはりアルゴラには、ものの道理とか、一切通じないようだった。

　その後、ガブリエラは一生懸命にアルゴラを説得しようとした。必死になって思い留とどまらせようとした。だが、一いつ旦たんこうと決めたアルゴラは容易なことで退ひきはしない。

　半刻――約一時間――を説得に費やしたものの、さっぱり効果がないことが判ると、とうとうガブリエラは折れた。

「判りました。アルゴラ隊長の参加を認めます」

「ありがとう、団長」

　アルゴラ隊長、確かにヴィネダの部隊の練度を測るには最適な人物かもしれません。何しろ、あの頃からずっと張り合っていたわけですもの。

　白兎騎士団しろうさぎ最強のアルゴラ中隊。

　当時の最強はヴィネダ中隊だった。

　アルゴラは、ヴィネダの隊に追いつき追い越せで隊員を鍛えたのだと聞いた。だからアルゴラの目で見れば、いまヴィネダが率いる部隊が当時と違うのか同じなのか、よく判るだろう。

「その代わり」

　ガブリエラは椅子の背もたれに預けていた背中を背もたれから離し、身を乗りだすようにしてアルゴラを見つめた。

「隊長の指示には従ってもらいますからね」

「もちろんだ。隊長の指示に隊員が従わないようなことがあれば、隊員に犠牲が出る。最悪、全滅の危険だってある。そんなことが判らないわたしではないぞ」

　それが判っているのでしたら、大幹部のあなたが一兵卒いつぺいそつとして臨時編制の部隊に加わることの異常さも判って欲しいのですけれど。

　という思いを強くするガブリエラだが、口に出しては言えなかった。たぶん、言っても無駄だと思うから。

「で、特戦隊の隊長は誰なんだ、団長？　ヴィネダの部隊にちょっかいを出しにいくのなら、そんじょそこらの者には務まらないと思うのだが？　ジアン辺りを引っ張りだすのかな？」

「いえ、ジアンは今、敵情の偵察で大忙しですから」

　と応えるガブリエラの表情には疲労の色が滲んでいた。アルゴラを説得する行為は、人を説き伏せるのが得意なはずの彼女にしても、かなりの労力を必要とするらしい。

「そうだったな。では、誰に任せるのだ？　もし適任者がいないようなら、わた……」

　ガブリエラは、アルゴラの言葉を急いで遮った。

「います、もちろん」

「誰なのだ？」

　アルゴラ隊長を加えたことで文句を言われるのだろうなぁと思いつつ、ガブリエラは彼女の顔を思い浮かべた。

　ジアンが使えない今、きっと彼女が最適だと思うのだ。

　ガブリエラはゆっくりとその名を口にした。

「アスカ・ランディですよ」
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「囲まれちゃいそうだね」

　城壁の上から南側を見張っていたノエルノードがアフレアに呼びかけた。

　すでに陽は西に傾き、眼下の大地も、そこに展開しているイリアスタ連合軍も、みな等しく朱に染まっていた。

　一昨日、コリントゥスの街の近くにまで進出してきたイリアスタ連合軍部隊――自分たちは決してそのように名乗らない――の第一陣は、まず使者を送って寄越し、王の速すみやかな退去と街の支配権の譲渡を申し込んできた。

　譲渡。

　つまりは、横暴非道な振る舞いをした王は街の支配者として相応ふさわしくないから、王を諫いさめるために立ちあがった有力者ヴェルガナに平へい和わ裡りに支配権を譲り渡せという意味合いだ。闘うことなく、犠牲者を出すことなく街を奪とれれば、言うことはない。

　ここでは決起に失敗して逃げだしたヴェルガナを保護したことがイリアスタ連合軍にとって錦にしきの御み旗はたとなっている。

　であるから、包囲軍は「コリントゥス奪還軍」と自称していた。

　イリアスタの兵もその他の都市の兵も、あくまでもどこまでも「コリントゥスの街の有力者による義挙」に加勢しているだけという立場を崩さず、正規兵ではなく義勇兵と言い張っている。

　事情を知っている者には噴飯ふんぱんものの言い訳だ。何しろ謀む反ほんに失敗したヴェルガナは、現状、ただの一兵も持っていないのだ。しかし、事情に疎うとい遠国おんごくにはそれなりの効果があるのも事実だった。なんといっても外交もまた戦争の一部なのだから。

　その自称コリントゥス奪還軍は、昨日から街の周囲に陣地の構築を始めていた。

　とはいえ、造っている陣地はそれほど大がかりな物ではない。街のほうに討って出るほどの兵力はないから、あくまで万が一の備えに過ぎない。

　兵力に限界があるから包囲網も粗あらいもので、その辺はコリントゥスの側でも承知している。

　アフレアも充分に判っているから、

「囲まれたとしても、蟻ありの這い出る隙すき間まもないってほどじゃないみたいだから、連絡はつけられると思うけど」

　とノエルノードに応えた。

「このくらいなら脱出はできるわよね？」

　と訊かれたアフレアが逆に問い返した。

「ノエルは脱出する必要が出ると思うわけ？」

「出るんじゃないの」

　眼下に展開している敵部隊を横目で睨にらみながらノエルノードが応えた。敵部隊は陣地構築の真っ最中で、槌つちの音やかけ声が風に乗って聞こえてくる。

「北側にも進出しているっていうから、連中、千はいるわよね、きっと。攻撃されたら街は保もたないでしょう？」

「そうねぇ。それにさ」

　アフレアは思い切り声を落として囁ささやくように言った。周りにはコリントゥスの兵も立っているからだ。

「本気で抵抗しようとするなら義勇兵くらい募つのるわよね。でも、ガブリエラが反対したんだもんね」

　そうね、と肩をすくめたノエルノードは、もう一度、顔を城外に展開している敵部隊のほうへと向ける。

「でも、陣地を造ってるってことは、すぐには強襲してこないってことよね」

　現状、コリントゥス側は王の退去を考慮する時間的な猶ゆう予よを求めているところだった。外務大臣のウェレイアとダルタニゥスが中心となって、攻囲軍の司令官と交渉している最中だ。

　当初、攻囲軍は二日のうちの決断を求めてきた。それに対してコリントゥス側は五日の猶予を求めた。

　それでは話にならないと攻囲軍は突っぱねたが、それは想定の範囲内である。

　では、四日。事が大きすぎるし、もしも退去となれば、その準備だけでも丸一日はかかる。これ以上の短縮は無理である。

　街の側はそう主張した。

　それに対して攻囲軍は、四日では長すぎると返答してきた。

　そこをなんとか。

　いや、駄目だ。

　などという折せつ衝しようを経て、三日間の考慮と準備期間を設もうけるということで大まかな合意が形成されつつあった。

　実はコリントゥス側の狙いは、端はなから三日間だったのだ。それを最初から言いだせば、相手は二日までしか妥協しないだろう。ということで、まずは五日という、相手が絶対呑めない条件を持ちだして交渉を始めたのである。

　結果として五日が三日に短縮されるわけだから、交渉に当たった指揮官だけでなく、「できる限り短く」と強硬に主張していたヴェルガナの顔も立つ形となっている。

　ダルタニゥス曰いわく。

「外交交渉なんてものは、騙だまし合い、化ばかし合いだよ。まぁ、相手もある程度は承知の上なんだけどね」

　その辺は「阿あ吽うんの呼吸」だとダルタニゥスは言った。

　アフレアやノエルノードには、あまり意味のない面倒くさい儀式にしか思えなかったが、ガブリエラなどは「とても参考になります」と感心しきりだった。

「交渉している間は攻めてこないってガブリエラやダルタニゥス様は言ってたけど……それにしても、そろそろ何らかの手を打っておかないとさ。逃げるにしても反撃するにしても。敵が攻めてきてからじゃ遅いと思うんだけどな」

　とアフレアがぼやくように言うと、ノエルノードが彼女の顔を覗き込んだ。

「ねえ、アフレア、ガブリエラは何を考えているの？」

「あたしに訊かないでよ。そんなこと判るわけないじゃない。結局、あの後、会議は再開されなかったんだし」

「じゃあ、誰に訊けば判るかな」

「……本人にしか判らないんじゃ？」

「本人に訊いても、教えてくれないし」

「捕まえて拷問ごうもんでもしてみる？」

　そう言ってアフレアが笑うと、ノエルノードは即座に頷いた。

「あ、いいかもね」

「太い柱に縛り付けて身動きできなくさせておいて、全身擽くすぐりの刑とか、どう？」

「暗黒大魔王を擽りの刑に処するなんて、かなり愉快よね」

　二人は、くすくす、げらげらと笑い合った。そんな二人を、コリントゥスの兵が怪け訝げんそうな顔で見ている。

　すると、そこへ。

「あら、楽しそうですね、二人とも」

　噂の本人、ガブリエラが登場した。レオチェルリも一緒だ。

「あ……ああ、まぁね」

　二人は額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべ、ガブリエラに対してぎこちない笑みを返した。

　ちょうどいい機会だとばかりに、ノエルノードはガブリエラに真意を質ただそうと決めた。

　どうせ何も明かそうとしないんだろうけど、言葉の端はし々ばしから、何か推測できるかもしれないし。

「ねえ、ガブリエラ」

「なんですか、ノエルノード？」

「あなた、何を狙っているの？」

「え？　何をとは？」

「だから。会議の席でわざとらしいことを言ったり関係ないことを言ったりして、自分の思う方向へ議論を誘導しようとしていたでしょ」

「え？　そうだったっけ？」

　アフレアはきょとんとした顔をしている。

「してたわね。それに、猶予期間をなんとか伸ばすようにってダルタニゥス様に頼んでいたんじゃないの？　わたしの目は誤魔化せないわよ。あれらの意味は何？　ってことを訊きたいの、わたしは」













　さすがにノエルノード、観察眼は侮あなどれませんね。

　ガブリエラは感心した。

　そのことに気づいていたのは、ダルタニゥス卿だけかと思っていました。

　そう、ダルタニゥスは鋭くガブリエラを問い詰めてきた。

　あの会議の日の夕刻、ダルタニゥスと話したときのことをガブリエラは思いだした。
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　結局、一いつ旦たん散会した一昨日の会議は、午後になっても再開されないままだった。

　王が温泉場譲渡の正式文書の作成に手間取っているうちに、街の南にイリアスタ側の先鋒が姿を見せたのだ。

　このままでは街が包囲されてしまう。包囲されてしまったら、使者を遣わすことが難しくなる。

　ガブリエラは大慌てでダルタニゥスの下もとを訪れ、なんとか王を急がせて、完全に包囲されてしまう前に使者を送って欲しいと頼み込んだ。

　相手の兵力では完全な包囲網を敷くのは無理な相談で、結局は取り越し苦労だったが、その時点では当然の心配だった。

「応援要請の使者まで送れなくなったら困るのは王自身だから、少し急がせてみよう」

　とダルタニゥスはガブリエラの頼みを引き受けてくれた。

　だが、そのとき、彼は抜け目なくガブリエラに約束をさせた。王の尻を叩たたく代わりにガブリエラが何を考え何を狙っているのかを説明することを。

　ガブリエラは首を縦に振るしかなかった。いや、むしろ彼女のほうから説明したいくらいだったから、これは渡りに船の申し出ではあった。説明して、策を実行する手助けをしてもらいたいのだ。

　ただ、喜んで説明してしまえば、ダルタニゥスに足あし下もとを見られるかもしれない。そう思ったガブリエラは、渋々といった態度で頷いてみせたのだ。この辺は駆け引きというより本能的な行動だったのだが、百ひやく戦せん錬れん磨まのダルタニゥス相手でもどうやら効果があったらしい。頼りなげで押しが弱いというガブリエラの見た目、印象が役に立ったともいえる。

　ダルタニゥスはすぐに王の下を訪れ、使者の派遣を急ぐように進言した。

　応援要請の使者が送れなくなっていちばん困るのは王自身である。彼は文書作成官の手から奪うように文書を取ってきて署名をし、控えていた使者たちに持たせて友好都市その他たに向けて送りだした。

　相手の本隊が来る前だったので、使者はさほど苦労することなく街から離れていった。もっとも南へ向かう街道は封鎖されているということなので、大きく街道を迂う回かいせざるを得ない。到着には、いつもより時間がかかりそうだった。

　ただでさえ援軍は望み薄なのに加え、使者の到着に時間がかかるのだから、そちらに期待はできないとガブリエラは最初から諦めている。だからこそ、あの策を捻りだしたのだ。

　その策を実現し成功させるための第一手は着手された。今回は相手の指し手を待つ必要はない。矢や継つぎ早ばやに二手、三手と指し継つぐことこそが肝心だ。

　そのためにはダルタニゥス様に動いてもらわなくてはなりません。なんとかして。

　ガブリエラは彼からの呼びだしを待つことにした。

　ダルタニゥスからの呼びだしがあったのは翌日の昼のことだった。




　　　　　３




　その後、王も三人の重臣も衛兵隊長も姿を現した第二陣への応対に大わらわで、会議どころではなくなった。物見によると、本隊もすぐ近くに迫っているという。こうなると責任者が現場にいないわけにはいかない。特に軍務大臣のカイゼルは陣頭指揮に立ったままだから、今日も会議の続きは開かれないでいる。

　すでに遊撃小隊も臨戦態勢をとっていて、昼も夜も、哨しよう戒かいや連絡業務に当たるために忙しく立ち働いていた。

　午後遅く、城壁での見張りを手伝っていたガブリエラの下へ、ダルタニゥスからの遣いがやってきて、「夜、連絡があり次第、ダルタニゥス様の私室へお出でください」と伝えてきた。

　ようやく来ましたか。ダルタニゥス様もお忙しい様子でしたから無理もないですが。

　ガブリエラは当面の仕事をこなしつつ、夜になるのを待った。

　その夜、ガブリエラは当直組だった。

　王宮内に設けられた作戦指揮所に遊撃小隊代表として詰めていた――ドゥイエンヌは休息組である――ガブリエラは、ダルタニゥス付きの要員の一人から「ダルタニゥス様がお待ちです」と聞かされ、ベティス外交団に宛あてがわれている部屋を訪れた。当直番だったから、白しろ銀がねの軽装鎧に兎うさ耳みみ兜かぶとという出で立ちだ。

　ダルタニゥスからは一人で来るようにと念押しされているから、ガブリエラは仲間には報しらせず、指揮所にいた当直番に「ダルタニゥス様に呼ばれたので少し部屋を外します」と告げて部屋を出てきた。

　外交団用の部屋まで来ると、先ほどの要員が、ダルタニゥスが私室として使っている部屋にガブリエラを案内してくれた。

「やぁ、ガブリエラ君」

　ダルタニゥスは平服に着替え、椅子に深々と座り、ゆったりと酒を飲んでいた。

「失礼いたします、ダルタニゥス様」

　ガブリエラは外した兎耳兜を小脇に抱えたまま丁寧に頭を下げた。

「ご苦労。もう、いいよ」

　ダルタニゥスが要員に合図すると、彼はすぐに引き返していった。

　部屋はさほど広くなく、大きめの寝台に小さな卓と椅子が二つ、それに何段かに分かれた引き出しつきの物入れ、衣装棚などが目につく程度で、大国ベティスの外務卿補が使う部屋としては随分と慎つつましやかな印象だ。

　もっとも、これはダルタニゥスが慎ましやかというわけではなく、彼がこの街を訪れたときは身分を明かしていなかったというのが理由である。

　大国ベティスの名門貴族であり外務卿補である彼に相応しい豪華な部屋を用意してしまえば、周囲から要らぬ注意を引く。余分な注目を集める。だから敢えて「王と懇こん意いの商人」に相応しい程度の部屋しか用意されなかったのだ。

「遠慮は要いらない。入りたまえ」

「では、失礼いたします」

　ガブリエラが遠慮がちに足を踏み入れる。

　これからのこと――上う手まくダルタニゥスを巻き込めるか――を考えると、ガブリエラは少しだけ緊張する。彼女のその態度が、夜間に男の私室を訪れたことに起因するとでも思ったのか、ダルタニゥスは優しい声をかけてきた。

「大丈夫、君を取って食べようだなんて思っていないから安心して」

「ベティスの外務卿補であり名門マクシミリエヌス家のダルタニゥス様に食べられるのであれば若い女子としては本望と言えるのかもしれませんけど、ですがわたしは鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団員ですので、食べられるわけにはいきません。アルアラネ様から天罰を受けてしまいます」

　ガブリエラが澄ました顔でそう応えると、ダルタニゥスはにんまりと笑う。

「判っているよ、ガブリエラ君。もっとも白兎騎士団しろうさぎの団員でなくても、君は食べないほうがよさそうだが」

「あの……どういう意味でしょう？」

「君には、どんな毒が入っているか判らないからね」

「ダルタニゥス様、酷ひどいですっ」

　大げさに仰のけ反ぞったガブリエラを見て、ダルタニゥスは声を上げて笑った。しかし、その目が笑っていないことにガブリエラは気づいている。

　彼女の脳内で警戒警報が鳴った。小さな音ではあったが、確かにそれは警戒を報せる音だった。

「とにかく、座りたまえ」

「はい、では、失礼して」

　ガブリエラは空いている椅子をダルタニゥスの正面に移動させ、改めて一礼してからそこに腰を下ろす。

「国王は昨夜のうちに正式な文書を持たせて使者を送りだしたよ。使者が拘束されるようなことにはならないだろう。相手の本隊はまだ来ていなかったし、何しろ地元だから、裏道抜け道、すべて知っている」

「ありがとうございました」

「さて、では、こちらの番だ。約束どおり、君が何を狙っているのかを教えてもらいたいね。具体的には、そう、あの席でどうして君は温泉場の話を持ちだしたのか、ということだな。しかも正式な文書を作成して使者に持たせた。そうまでして温泉場に拘こだわる君の意図はどこにあるのかな？　その意図が判れば君の狙いも判る気がするよ」

　そこに注目しましたか。さすがにベティスで外務卿補を務めていらっしゃるだけのことはあります。

　ガブリエラは改めてダルタニゥスの頭のよさに感心した。

　そう、ガブリエラが思い描く絵の肝かん心じん要かなめは、そこにある。

　あの温泉場が白兎騎士団しろうさぎのものであり、それが公式に他国に伝わっていること。

　それが大前提。

　前提が崩れれば、あの絵は実現できない。すべては絵に描いた餅もちに終わってしまう。

「敵を欺くにはまず味方から」ということが多いガブリエラではあるが。

　さすがにこの方を騙だますのは無理かもしれませんねぇ。やはり正直にお話をして、正面から説得するのが得策かもしれません。

　そう覚悟を決めたガブリエラは、

「判りました。きちんとご説明いたします」

　と頭を下げた。

　ダルタニゥスは硝子グラウス製の高価そうな酒杯を卓上に戻すと、身を乗りだしてきた。

「その前に」

　ガブリエラはダルタニゥスの気勢を削そぐように話題を変える。

「ダルタニゥス様、この街、敵の包囲に保もち堪こたえられるとお思いですか？」

　ダルタニゥスは、あっさりと応えた。

「いいや、残念だけど無理だろうね。僕は国王が納得しない限り連れだすのは難しいと思って籠城に賛成はしたけれど、籠城して保ち堪えられるとは思っていないよ。だから今は、三日の猶予期間を得たら、その間かんになんとか国王を説得できないかと図っているところなんだがね」

　ダルタニゥス様がそうお考えなら、話は早い。

　ガブリエラは揉み手をするように手を合わせて頷いた。

「わたしもそう思っております。包囲して兵糧攻めをするには、向こうの兵糧が足りません。ですから、こちらが籠城して抵抗の構えを見せれば攻撃してくると思うのです。こちらの兵力がまったく不足しているのは、逃げた街の有力者から聞き及んでいるはずですから」

「そうだね。そこまでは会議の席で聞いた。僕もそのとおりだと思うよ」

「それに、この街を解放しに来たわけですから、兵糧攻めなどをして街の住民を苦しめる戦術は採れません」

「それも……そのとおりだね」

「ですが、抵抗すれば双方に大きな被害が出るでしょう。その場合、被害は街のほうが大きくなります。そして保ち堪えられないのは明らかです。街が陥おちれば、おそらく国王様は捕まり処刑されてしまうかも……。そうなれば、コリントゥスの街は完全にイリアスタ側に渡ることになります」

「それだけは避けたいというのが本音だね。しかし、王の気持ちも判らないではない。逃げだすということはこの街を放りだすということだから。逃げだして生き存ながらえたとしても、コリントゥスの街は二度と戻らない。国王としての立場は二度と戻ってこない。それなりの歴史と伝統のある国だからね、ここは。自分の代で終わらせるようなことになれば……自分で自分を許せないのだろうな。だから、君が『逃げても後で取り戻せばいい』と言ったことに仰ぎよう天てんしたんだろう。というか、僕も吃驚びつくりしている。本当にそんなことが可能だと君は思っているのか？　思っているとしたら、どういう手段で一度放棄したこの街を取り戻そうと言うのだい？」

　ガブリエラは真まっ直すぐにダルタニゥスを見た。真しん摯しな光の宿る彼女の目を見れば、ガブリエラが噓を吐ついているわけでも法ほ螺らを吹いているわけでもないことは判る。だが、ダルタニゥスには、どうしても「取り戻す方法」の想像がつかなかった。

　会議の後でもいろいろ考えたのだが、やはりどこに逃げても奪還は難しいと思える。いったいガブリエラは国王をどこに逃がそうというのか、という疑念を抱きつつ、もう一度要点を整理してみようと、ダルタニゥスは現状分析を始めた。

「コリントゥスは、現状、イリアスタの勢力圏に孤立している恰好だ。何しろ一番近い友好都市からでも一日かかる。単騎で馬を飛ばせば半日くらいで来られるだろうが、兵を動かすとなると一日の距離だ。しかも、周囲にはイリアスタ側の都市が点在している。一旦あちらの手に渡ってしまえば、奪還は至難の業わざだよ。だいいち、逃げだした王には動かせる手勢がいないじゃないか。友好都市だって、そんな危ない橋を渡ろうとはしないだろう。それどころか明日あすは我が身だ。自分たちもイリアスタとの交渉窓口を開いておいたほうがいいのではないかと、そう考え始めるかもしれない。手て土産みやげにコリントゥスの王を差しだして……と考えないとも限らない」

　ガブリエラは、いいえ、と言った。彼女の言葉にしては珍しく力強い響きだった。

「会議の席でも言いましたが、友好国には逃げません。もし逃げようとしても、追っ手がかかって、あるいは途中で待ち構えているかもしれませんが、いずれにせよ国王様が討ち果たされる危険がありますから。その場合には『逃げる途中で王は山賊に襲われて不ふ慮りよの死を遂とげた』と発表されるのがおちです」

「僕もそう思った。だから逃げるとすれば友好国ではなく、街道を外れ、敵の目をかいくぐって、我が軍が駐留している街まで、つまり南西部地域まで、一気に平原を突っ切るべきだと考えたんだが」

「最短の友好都市でさえ奪還の拠点としては遠いのに、それは、いくらなんでも遠すぎます。逃げ切れたとしても、王様がコリントゥスを奪還するのは不可能でしょう。御お国くにが大々的に軍を動かしてくださるなら話は別ですが、それも不可能ですよね？」

「不可能とは言わないが……難しいだろうな」

「囲まれた都市を開放するよりも、奪われた都市を奪還するほうが遙かに難しいですものね。おまけに、コリントゥスが陥ちれば、この辺り一帯はほぼイリアスタの勢力圏といえます。大々的に軍を動かすのは危険が大きすぎるし、今はその時期ではないと上層部は判断されるでしょう」

　だからこそガブリエラは、なし崩し的にベティスを舞台の上に引っ張りだそうと考えたのだ。

　ダルタニゥスは小さく肩をすくめた。

「的確な読みだね、ガブリエラ君」

　少し戯おどけた態度を取ったダルタニゥスだが、ガブリエラの冷静な状況分析と的確な情勢判断には舌を巻いていた。

　今の白兎騎士団しろうさぎでそんな真似ができるのは、レフレンシア殿とマクトゥシュ殿くらいではないかな。はは、ガブリエラ君、まるで白兎騎士団の幹部のようだね。

　という思いは微み塵じんも表さず、ダルタニゥスは強く迫った。

「しかし、では、ガブリエラ君、君はどこに逃げると言うのだ!?　コリントゥスの街から遠くては、いざというときに動けないというのは判る。しかし、最も近い友好都市でも馬で一日かかる。最大限に馬を駆けさせれば半日だろうが、軍を移動させるとなると、それは無理な話。それに、先ほど君自身が、その友好都市には逃げないと言ったではないか。そうなると、王を保護できるような都市はこの近くにはないぞ」

「ですから。いざというときに動けて、それでいて王様を保護できる場所が、街からさほど遠くないところにあるではありませんか」

「？？？？？」

　ダルタニゥスがいくつもの疑問符を頭上に浮かべてガブリエラを見やっている。

「保護できると言いますか、敵が手出しできない場所と言いますか」

「…………あぁあぁぁっっっ？」

　ダルタニゥスが素すっ頓とん狂きような叫び声を上げて椅子から跳びあがった。その拍子に椅子がはじき飛ばされ、静かな部屋に椅子の倒れる音が響いた。

「まさかまさかまさか君は……」

　ダルタニゥスは目を大きく見開いて、震える指でガブリエラを指した。

「ガブリエラ君、君はあそこのことを言っているのか!?」

　ガブリエラはにっこりと笑った。

「使えると思いませんか？」

「い、いや……うむ……なるほど、だから君は……しかし……」

　ダルタニゥスは倒れた椅子を拾いあげ、もう一度腰を下ろして考え込んだ。

「しかし……しかし……」

　やがて、ダルタニゥスはゆっくりと顔を上げた。ガブリエラを見る彼の目に、妖しい光が宿っている。

「あまりにも危険な賭かけではないか？」

「確かに賭ではあるでしょう。ですが、それほど成算のない賭だとも思わないのです」

「うむむむむ」

　太腿ふとももに両りよう肘ひじを置き、両手を胸の前で組んだダルタニゥスは、上体を折り、組んだ手の上に顎あごを載せる。

「だが……だとしても……兵力が足りないだろう？　もしも王の存在を煙けむたく思った相手が力尽くで排除しようとすれば、抵抗など不可能、蹴散らされるだけだぞ。兵力だけではない。兵糧だって足りない。城内の倉庫から兵糧を持ちだすつもりかい？　しかし、そんな余裕はないだろう？」

「兵力に関しては……蹴散らされないように、もう一手、打っておきます」

　ぴくり、とダルタニゥスの眉が動いた。

「もう一手とは？」

「実はダルタニゥス様にお願いしようと思っていたことがありまして、それは……」

　ガブリエラも上体を乗りだして、ダルタニゥスに耳打ちするように囁いた。

「なんだってぇえぇ!?」

　ダルタニゥスは思わず立ちあがっていた。

「わざわざあそこにも報せると言うのか!?」

「はい。というより、あそこが知っていないと意味がないのですから。知っていてくれれば抑止力として働きます」

「いや……そう言われればそのとおりかもしれないが……しかし……」

　くくっ、くくくくっっ、と突然ダルタニゥスが笑いだした。

「ダルタニゥス様？」

「いやいや、使者を迎えた連中がどんな阿あ呆ほ面づらを晒さらすのかと考えたら、なんだか楽しくなってきてね」

　ダルタニゥスはそれからしばらく、一人で楽しそうに高こう笑しようしていた。

　ようやく笑い止やんだダルタニゥスは、ガブリエラ君、と呼んだ。もはや笑みは消え、真剣な、むしろ恐ろしげなといっていい、そんな厳しい表情になっていた。

「知っていて敢えて事を構えようとした場合は……どうするんだい？　国際的な慣習や他国の批判を無視してまで押してきた場合」

「その可能性は低いと思います」

　と応えるガブリエラの顔も、恐ろしいほど真剣だった。

「それでも、万が一」

「その場合は」

　あまり考えたくはないのですが、と心の中で呟いてから、ガブリエラは恬てん淡たんと言葉を継いだ。

「全員、討ち死にでしょうか」

　この娘こは素晴らしい。だが……危険だ。

　ダルタニゥスは心の底からガブリエラを賞賛し、そして同時に恐れた。

　今ならダルタニゥスにもはっきりと判る。レフレンシアが「ガブリエラは団の中枢にまで駈け昇るかもしれませんよ」と言った理由が。あの煮ても焼いても食えない副団長――今は団長代理だが――が、そこまでガブリエラに肩入れする理由が。

　確かにこの娘こは、とんでもない潜在能力を秘めている。独特の発想力、人の裏をかく奇想、人の思考を狙った方向へ導く話力、平然と仲間と自分を死地に追いやれる胆力。

　それらは平時にはむしろ厄やつ介かい者もの扱いされかねない能力だが、戦時であれば大いに歓迎されるだろう。

　だからこそ危ない。

　ダルタニゥスが恐れているのは、ガブリエラの能力そのものではない。彼女が白兎騎士団しろうさぎの中で地位を上げていくのは、ベティスにとっても悪いことではない。どころか、きっとよい方向に働くに違いない。

　彼が恐れているのは、このガブリエラと可愛い妹、ドゥイエンヌが同期であるという、その一点だった。しかも、今は同じ隊に属している。

　ダルタニゥスはドゥイエンヌを猫可愛がりしている。妹が鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに入団すると言いだしたとき、彼は強硬に反対したものだ。ところが、娘の入団が自家の評判を上げることに役立つだろうという父親の思惑に押し切られたという経緯いきさつがあった。

　そのドゥイエンヌが入団早々にして小隊を任され、何やら大活躍したという評判を聞いたとき、ダルタニゥスは素直に喜んだものだ。

　だが。

　ガブリエラと共にあれば、いつか彼女の能力のとばっちりを妹が食う危険があるのではないか。いつか彼女の闘いに巻き込まれ、妹が痛い目を見るのではないか。ダルタニゥスはそこを恐れたのだ。

　ガブリエラ君と共にあるのは、我が愛いとしのドゥイエンヌにとって、必ずしもいいことではないかもしれない。

　その思いが、ダルタニゥスの心に小さな棘とげのように刺さった。

　しかし、いま、そのことを追究している場合ではない。まずは国王をどうするのか、コリントゥスの街をどうするのかという、目の前にある現実的な問題を考えなくてはならないのだ。

「君の覚悟は判った。だが、先ほど訊いた兵糧については？　食糧の問題は、覚悟だけでは解決しないだろう？」

「それについても、一つ考えがあります」

「どんな？」

「国王様は割と街の住民に人望がございますよね」

「そうだね。意外と……と言っては彼に失礼だが、たしかに外で見ているよりは住民に人気があるようだね。これまで、それなりの善政を敷いてきたおかげだろうな」

「そんな国王様ですから、街の人たちが寄付してくださるのではないでしょうか」

「あ……？」

　ダルタニゥスは、一瞬、ガブリエラが何を言っているのか判らなかった。

「き、寄付？」

　と思わず訊き返してしまう。

「はい。出かけるときのついでですから」

「君は……」

　ダルタニゥスは絶句してしまう。

　対照的に、ガブリエラはにこにこと笑っている。

「皆さん、今までも使っていたのですから、わたしたちが禁止する理由など、どこにもありませんし」

「き……君は街の住民を呼び込んで、そのとき食糧を運ばせようと言うのか!?」

「はい」

　ダルタニゥスは酸欠に陥った魚か何かのように口をぱくぱくさせている。先ほど「連中が阿呆面を晒すのが楽しみだ」と言っていたダルタニゥスだが、連中よりも先に自分が見せてしまった。

「そんなこと、奴らが許すはずが……ない」

「ですが、街の人たちは、自分たちの食糧を携行していくだけですから、新たな街の支配者と雖いえども禁止する理由はありません。それでも禁止しようとするなら、それはそれでかまわないのです。その禁令は、確実に街の住民の反発を食らうでしょうから。外には逃げた国王様がいらして。内には自分たちに反発する住民がいて。住民の反発は少しずつ濃くなっていきますし、反発する住民の数も少しずつ増えていきます。となると、連合軍は兵数を減らすこともできず、全軍で街に駐留し続けなくてはなりません。イリアスタにも、連合軍に兵を供出しているイリアスタの友好国にも、それは大きな負担になるでしょう。そのような状況にいつまで彼らが耐えられるでしょうか」

　ようやくのことで口を閉じたダルタニゥスが、今度は怪訝そうな顔で訊いてきた。

「反発する住民が増えると、どうして言い切れるのかな？」

「わたしたちが」

　ガブリエラは極上の笑顔を作ってみせた。

「増やすからです」

　虚を衝かれたようにダルタニゥスが頭を引いた。

　な、なるほど、そうか。そういうことか。最近、大平原の各地であの噂が広がっていたのは白兎騎士団こいつらのせいだったのか。

　ダルタニゥスが思い至った「あの噂」とは、セビリィノ国王を暗殺しようとして失敗、彼を庇かばった愛あい妾しようを殺したのはイリアスタが送り込んだ刺客だ、というものだ。

　その噂が広まったおかげで、あちこちの街に盛んに使者やら使節やらを送っていたイリアスタも、最近では身動きが取り難にくくなっているようだった。

　つまり、いつ刺客を送り込んでくるか判らない、そんな危ない国の使者を王や重臣が引見することはできないと周囲の国々は考えたわけだ。単なる噂や評判も、時と場合によっては意外と効力を発揮するという好例だった。

　自分たちで広めていたのか。どうりで噂の広まり方が早いと思った。

　ここで彼の思いは決定的になった。

　この娘こは凄い。だが、危険だという思いが。

　しかしダルタニゥスはその思いを押し隠し、無理やり思考を現実に切り替える。

　その手の工作、やろうと思えば彼女たちならできるだろう。なんといっても、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎにその隊ありと謳うたわれた遊撃小隊なのだ。元々「保護色」を使った宣伝工作は騎士団の十お八は番こといってもいいくらいだ。

　外務卿補である彼は、お兎様の乱の内情をかなり詳しく把握している。遊撃小隊を過大評価はしないが、過小評価もしない。

「しかし……しかし、それは……我慢比べだ。我慢比べをする間の兵糧をどうするつもりなのか、ガブリエラ君？　街の住民の寄付だけでは心こころ許もとないと思うが」

「元々、立て籠こもる人数がそれほど多くないですから、なんとかなるのではないかと楽観視しています。それに、いざとなれば小動物や魚なども捕れそうですし」

　一瞬、呆れ返った顔になったが、ダルタニゥスはすぐに表情を引き締めた。

「それだけかい？」

　鋭い目つきで自分を見ているダルタニゥスに向かって、ガブリエラはさらに言葉を継いだ。

「上う手まくすれば援軍が来てくれるかもしれません」

「援軍？」

　ダルタニゥスは怪け訝げんそうな表情に変わった。

「確かにベティスの駐留軍に連絡がつけば、ジラルディ将軍は兵を動かしてくれるかもしれない。だが、可能性としては半々だし、もし動かしてくれたとしても、とうてい間に合わないだろう？　我慢比べに焦じれた連合軍が自や棄けになってこちらを襲おうとする可能性だって、ないわけではない」

「いえ、わたしの期待する援軍はベティスの部隊のことではないのです」

「君が言いたいのは……白兎騎士団しろうさぎが動くということか？　いやいや、それこそ間に合わないだろう」

「本国の部隊が動かなくてもいいのです。セビリィノにいる方が動いてくだされば」

「セビリィノ？」

　ダルタニゥスは、あっっ、と叫んで仰け反った。

「レフレンシア殿か!?　あの副団長……団長代理が動くと!?」

「あくまで上手くすれば、なのですけど。ひょっとすると、もう本城へお戻りになってらっしゃるかもしれません。でも、セビリィノに留まってくださっていれば、そしてセリノスが上手く連絡をつけてくれれば。レフレンシア様は必ず動いてくださると思うのです。そうすれば、わたしたちが籠っている間に駆けつけてくださるかもしれません」

　じつはレフレンシアの一行、すでにマナティウスの街に入っていて、セリノスもレフレンシアへ連絡をつけることに成功しているのだが、さすがのガブリエラもそこまでは予想できない。

「しかし……援軍といっても、彼女が連れてこられるのはセビリィノにいる団員だけだろう？　仮にセビリィノが兵を付けてくれたとしても数十人。最悪、十人か二十人ではないか？　そんな人数で、団長代理が自らこんなところまで遠征してくると君は言うのかい!?　もしも遠征してきたとしても、その程度の人数では運べる兵糧にも限界がある。イリアスタ側に知られないように運ぶのも一苦労だぞ」

「セビリィノ兵は必要ありません。わたしたちが出発した後に、本城からの応援部隊がセビリィノに着く予定でしたから、彼女たちだけでいいのです。当面、兵糧も彼女たちが運べる範囲で持ってきてくれる物でまかないます」

「応援とは……何人くらいくる予定だったのかな？」

　ガブリエラは平然と応えた。

「たぶん七、八名かと」

　ダルタニゥスはジト目になって頭を引いた。

「その人数だけを率いてレフレンシア殿が駆けつける？　そんな無茶なことを彼女がするかい？　というか、そんな人数では、もしも駆けつけてくれたとしても、何ができると言うのだ!?」

「いろいろできると思います。なんといっても、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長代理なのですから。そのような立場の人がいるといないとでは、あらゆる局面に於いて大違いではないでしょうか。違いますか？」

「それはそのとおりだが……しかし、団長代理が自らそんな危ない橋を渡るとは……」

　ガブリエラは、くすっと笑った。

「レフレンシア様、ああ見えて意外と熱血なお方ですし。何より、面白いことが大好きですから、真っ先にセビリィノを飛びだしてくると思います」

　だからわたしはレフレンシア様が大好きなのです。本城の部屋の奥で豪ごう奢しやな椅子にふんぞり返っているのではなく、最前線に立って、わたしたちのような新しん米まいと共に汗を流してくださる団長代理のレフレンシア様が。

　ガブリエラが極上の笑顔を向けると、またも呆れた顔になったダルタニゥスは、長いため息を一つ吐ついた。

「いいだろう、ガブリエラ君」

　腕組みをしたダルタニゥスは大きく頷いた。

「そこまでの覚悟があるのなら、君の策に乗ってみようじゃないか。何より君の策は面白い。連中の裏をかいて奴らに吠ほえ面づらをかかせることができるのなら、これほど痛快なことはない。少しくらい……いや大いに危険を冒おかす価値はあると考える」

「ありがとうございます」

　と頭を下げておいて、ガブリエラは肝心な点を問い質す。

「では、使者の件、お願いできますか？」

「判った。国王を丸め込んでみようではないか。だが、急いだほうがいいな。この街が包囲されてしまうと脱出するのが面倒になる。僕はこれから国王のところへ行って頼んでくるとしよう」

　ダルタニゥスは勢いよく椅子から立ちあがった。

　ガブリエラも続けて立ちあがる。

「よろしくお願いします」

「ついでに、君の策を聞かせて、街からの脱出を説得してみよう。いや、今の話を全部聞かせれば、一旦逃げて後から取り返すという君の献策、国王も納得してくれるのではないかな」

「だといいのですが」

「いや、納得させるよ。そのくらいの交渉力は、僕にもある」

「一つだけ危惧することがございます」

「うん？　なんだい？」

「重臣の方たちにいつお報せするか、ということなのですが」

「ああ、なるほど。あまりに早く打ち明けると、敵に情報が漏れる虞がある……というわけだね」

「反乱に際しても王と共に最後まで闘う姿勢を見せたお三方ですから、あまり心配しなくてもいいのかなとは思いますが、それでも、万が一を考えておいたほうがよいのではないでしょうか」

「そういう慎重さは大事だと思うね。よし、判った。現段階では、王の胸に留とどめておいてもらおう」

　ガブリエラは低頭した。

「ありがとうございます」

「王に話したら、早速、実行に移す準備にかからねばならないね。その前に綿密な打ち合わせをしておく必要もある」

「はい、あまり時間に余裕はありません」

「では、ご苦労だが」

　ダルタニゥスはもう一度、立ちあがった。

　ガブリエラも立ちあがる。

「夜中に遊撃小隊の全員を集めてもらおうか。ドゥイエンヌは今どうしている？」

「小隊長はお休みになってます」

「では、叩き起こしてもらおうか……いや」

　何かを思いついたらしく、ダルタニゥスがにやりと笑った。

「君が起こしに行くと、ドゥイエンヌから嫌味や文句を言われて大変だろう？　あの娘こ、あんまり寝起きがよくないしな」

「ええ、それは、まぁ……」

「よし、ドゥイエンヌを起こすのは僕が引き受けよう。王と話を終えたら、君たちの宿舎まで出かけるよ」

　彼の申し出はガブリエラとしては願ったり叶ったりだが、いちおう確認を取る真似をしてみる。

「えっ!?　でも……よろしいんですか？」

「かまわないよ。僕はドゥイエンヌの起こし方を心得ているしね」

「ちなみに、どうやって起こすおつもりなのですか？」

「全身を擽くすぐってやればいい。すぐに飛び起きるよ」

　うわぁ。要するにダルタニゥス様、妹の寝込みを襲って悪戯いたずらしたいだけなのね。

　と思ったが、ここで制止すればドゥイエンヌを起こす役割が自分に回ってくるだけだ。寝込んだところを起こされたドゥイエンヌがどれだけ不機嫌になるかを想像したガブリエラは、あっさりと頭を下げていた。

「では、よろしくお願いします」

「いいとも。ああ、ドゥイエンヌを擽って起こすなんて久しぶりだなぁ」

　両手を挙げて、胸の前で十本の指をわきわきさせているダルタニゥスは、どこをどう見てもベティスの外務卿補という重職に就ついている者には見えなかったが。

　目を瞑つぶりましょう。

　ガブリエラはそう自分を納得させた。

　きっとダルタニゥス様、擽られて無理やり起こされたドゥイエンヌさんに殴り倒されるでしょうけれど、それはわたしの関知するところではありません。

「では、わたしは一度詰め所に戻ってから、機を見て他ほかの隊員に声をかけに行きます。当直として城壁の哨しよう戒かいに当たっている者もいますので」

「そちらはよろしく頼む。しかし、深夜にわざわざ会議用の部屋を借りると目立つから、場所はここだな。零ぜろ刻こく時じにここに集合ということにしておいてもらおうか」

「了解いたしました」

　ということがあって、ガブリエラはアフレアとノエルノードを呼びに来たのだった。
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「あのう、実は……」

　とガブリエラが呼びかけると、アフレアとノエルノードは揃って、びくぅっと上体を引いた。二人とも何かに怯えるような顔になっている。

「この後、極秘の作戦会議が催されることになりまして、ダルタニゥス様の私室に集合していただきたいので、わたしがお二人を呼びに来ました」

「極秘の」

「作戦会議」

　二人は顔を見合わせ、小さなため息を吐いた。

「ついに恐れていたときが来たのね」

「何よ、ノエル。あんた、ガブリエラの考えを知りたいって言ってたじゃない」

「それはそうだけど、でも、できれば知りたくはなかったというか……な～んか複雑な心境よね」

「まぁ、気持ちは判るけどさ。どうせ、ろくでもない作戦が発動されるんだから」

「ちょっとちょっと、二人とも、なんてことを言うのですか」

「『ろくでもない』で悪ければ『とんでもない』よね。いずれにせよ、普通じゃないに決まってる」

「ノエル、酷ひどっ」

「ガブリエラ様が、いつもご迷惑をおかけします」

　レオチェルリがそう言って頭を下げた。

「あら」

　ガブリエラは軽くレオチェルリを睨んだ。

「最近、レオチェルリのわたしに対する扱いが悪くなっているような気がします」

　レオチェルリは慌ててぶるぶると首を左右に振った。

「そそそ、そんなことはありませんよ、ガブリエラ様」

「本当かしら」

　なおも疑い深そうな目でレオチェルリを見ているガブリエラの肩を、ノエルノードが軽く叩いた。

「そろそろ自分の元従者にも愛想づかしされそうなのね。判るわ」

「判らないでくださいっ」

　あはは、と笑ったアフレアが、ガブリエラに言った。

「じゃあさ、作戦会議に行こうよ。覚悟はできてるから」

「ですから。なんの覚悟なんですか、アフレア!?」

　ガブリエラは不服そうだが。

「どんな作戦を聞いても驚かない覚悟よ」

　それでも……驚かれてしまうでしょうね。

　ガブリエラは内心で小さく舌を出した。

「で、他ほかの仲間は？」

　とノエルノードに訊かれて、ガブリエラは慌てて彼女に顔を向ける。

「たぶん、もうじきダルタニゥス様が起こしに行かれると思いますけど」

「…………え？」

「ですから、寝入りばなのドゥイエンヌさんを起こすのは、ダルタニゥス様にしか無理だろうという判断で」

　すかさずアフレアが突っ込んできた。

「あんた、自分がドゥイエンヌに怒られる危険を回避したわね？」

　ずばり真実を指摘されたガブリエラは、額に冷や汗を浮かべながら首を振った。

「そ、そういうわけではありませんが」

「相変わらず黒いわね、あんた」

「剣で斬りつけたら、ガブリエラの体からは黒い血が流れだすだろうって噂は、きっと本当よね」

「そんな根も葉もない噂……というか大噓を、真面目な顔で語らないでください！」

「はいはい、判ったから。じゃ、ここの責任者に断り入れてくる」

　ノエルノードが城壁脇の望楼にいる指揮官に断って、四人はその場を離れた。

　さて、ガブリエラ、今度はどんな奇天烈きてれつな策を捻りだしたのかしら。

　アフレアはそれを聞くのが恐かったが、反面、楽しみでもあった。
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　ダルタニゥスの私室に、遊撃小隊員が集合していた。

　王への進言と説得を終え、仮眠を取っていた遊撃小隊員を急襲しに行ったダルタニゥスも部屋に戻っていた。

　悠然とした彼の態度から、ガブリエラは説得が上う手まくいったようだと当たりをつけ、ほっと安堵した。もっとも悠然とした態度とは裏腹に、彼の目の周りには殴られたような青あお痣あざがあったのだが、ガブリエラは見ないことにする。

　全部で九人が入るには狭い部屋だが、そこは我慢するしかない。

　持ち込んだ床几を寝台の横の狭い隙間に並べ、遊撃小隊の八人がひしめくように座っている。肩と肩が触れ合わんばかりだ。

　ドゥイエンヌと同じ部屋で寝ていたデイレィやウェルネシアにガブリエラが話を聞いたところでは、ダルタニゥスの擽り攻撃はそれはもう凄まじいものだったようだ。

　寝間着のまま笑いながら床を転げまわって逃れようとしたドゥイエンヌを、ダルタニゥスは執拗に追いかけて擽り倒したのだそうだが、あまりに執拗に過ぎて、とうとう最後には切れたドゥイエンヌが兄に対して逆襲に出たらしい。

　本来はドゥイエンヌの暴挙を止めるべき存在のマルチミリエも、ダルタニゥスの行為には呆れ果て、ドゥイエンヌが兄に対して殴る蹴るの反撃をしている間、知らん顔で見ていただけだという。

　今もドゥイエンヌは不機嫌そうな顔で床几に腰をかけ、ダルタニゥスのほうを見ようともしない。

　彼女は全員が揃ったところで、そっぽを向いたまま言った。

「で、兄上、一体全体どういうことなのですか。このようにこそこそとわたくしたちを集めたのは」

　ダルタニゥスは愛想笑いを妹に向けた。

「もちろん、今後のことを話し合っておこうと思ったんだよ、愛しのドゥイエンヌ」

「それはけっこうですが」

　ドゥイエンヌが顔を巡らせ、兄を睨みつける。

「寝ているところにいきなり押し入って、しかもあのような起こし方をするなど、あまりといえばあまりですわね。今日という今日は兄上の人格を疑いましたわね」

〈今日疑ったの？〉

〈今頃やっと？〉

〈遅すぎるんじゃない？〉

　という囁き声があちこちから漏れた。

　しょぼ～～ん。

　ダルタニゥスは大きく肩を落とし、悄しよう然ぜんと萎しおれてしまった。

「まぁまぁ、ドゥイエンヌ。これもあんたのお兄さんのあんたに対する愛情の表れなんだからさ」

　と珍しくアフレアがドゥイエンヌを宥なだめた。

「それにしても」

　ドゥイエンヌは、まだぶつぶつと口の中で文句を繰り返している。ダルタニゥスの起こし方が、よほど腹に据えかねたとみえる。

　いきなりダルタニゥスがドゥイエンヌの前に土下座した。

「悪かった、ドゥイエンヌ。決して悪気があってしたことではないのだよ。ほら、このとおり、許してくれ」

「ああ……いえ……」

「君があまりにも可愛いから、僕はつい調子に乗ってしまったんだよ」

「そ、それはまぁ、無理からぬことだと思いますけれど」

〈思っちゃうんだ〉

〈相変わらず自信過剰というか〉

　と囁くデイレィとウェルネシアを睨みつけてから、ドゥイエンヌは、それよりも、と話題を戻そうとした。

「こうして夜遅くに集合をかけたということは、何か方針を固めたと、そういう理解でよいのですね、兄上？」

「そういうことだ、ドゥイエンヌ。いつもながら冴えてるね。冴え渡っているね」

「と、当然の推理ですわね」

　ダルタニゥスのよいしょにすっかり機嫌を直したドゥイエンヌは、

「では、お話をお聞かせくださいな」

　と言って、彼に向き直った。

　ダルタニゥス様、相も変わらずドゥイエンヌさんあしらいがとてもお上手ですね。

　感心すると同時に、少し見習わなくてはと思うガブリエラだった。

「では、最初にもう一度、状況の把握を済ませておこう」

　床から立ちあがったダルタニゥスが、遊撃小隊の八人を見渡してそう言った。八人が頷くのを見て、ダルタニゥスが語りだした。

　曰く。


　一。イリアスタ連合軍の第一陣が街の近くまで進出してきて陣地の構築を開始した。

　二。続いて第二陣も。さらに本隊と思われる後続部隊もすぐ後ろに迫っている。一部は街の北側にも進出しつつある。

　三。敵の総勢は一千を超えているものと思われる。

　四。街の守備につく兵の数は圧倒的に不足している。

　五。しかし、街の住民から義勇兵を募ることは避けたい。なぜなら、敵の攻撃を受けたときに、住民に少なからぬ犠牲者が出るからだ。

　六。他の都市からの増援は今のところ期待薄である。

　七。従って、敵の攻撃を受ければ街は陥おちることが予想される。

　八。かといって、いま街から王が逃げだせば、コリントゥスを奪還するのは不可能と思われる。

　九。ベティスとしては、この街をイリアスタに手渡すのは可能な限り避けたい。






　などのことを挙げた後、彼は相手との交渉の経過を告げた。

「イリアスタ側との交渉の結果、王の退去のために三日の猶予が得られそうだ……というのは、もうみんなも知っていると思う。明日、正式な文書に調印されるだろう。さて、そこでだ」

　ダルタニゥスは、もう一度、遊撃小隊員を見渡した。

「得られた猶予を有効に使い、僕はある作戦を決行に移したいと思ったと、そういうわけなんだね。そこで君たちに集まってもらった。この作戦を実行できるのは君たちを措おいて他ほかにないと思うからだ」

　全員が――ガブリエラは除く――ごくりと唾を呑んだ。

　いったい、どんな作戦なんだろう。

　七人はダルタニゥスの口くち許もとを凝視している。

　彼はゆっくりと口を開き、そして。

「では、ガブリエラ君から説明してもらおうか」

　七人はぎょっとして首をすくめ、恐る恐るガブリエラのほうを見た。レオチェルリまでもが、なんだか恐がっているようだ。

「ちょ、ちょっとお待ちください、兄上」

　我に返ったドゥイエンヌが上体を乗りだした。

「それは、兄上とガブリエラはもう話を終えていると、そういうことですの!?」

「そういうことだ、ドゥイエンヌ」

　ドゥイエンヌは、ふんと鼻を鳴らして吐き捨てるように言った。

「要するに、事後承諾ということではありませんか、それは！」

「まぁ、そういうことになるね」

「気に入りませんことね」

　ドゥイエンヌは、ゆっくりと兄からガブリエラに視線を移し、そこで止めた。

「兄上に相談する前に、わたくしたちに相談するべきではありませんこと？　あなたも遊撃小隊員なのですから」

「ごめんなさい、ドゥイエンヌさん」

　ガブリエラは素直に頭を下げた。

「許してやってくれないか、ドゥイエンヌ。僕がガブリエラ君から無理矢理に話を引きだしたのだよ」

「だとしたら、です」

　ドゥイエンヌは、またも兄に視線を向けた。

「いくらベティスの外務卿補であっても、それは出過ぎた真似ではありませんかしら」

「ドゥイエンヌ」

　と呼びかけるダルタニゥスの表情はいつになく厳しく険しく、その言葉も重い響きを放っていた。

「今は非常事態だ。そして、ことは一刻を争う。正式な手続きを踏まなかったのは確かだが、ここはベティス外務卿補である僕の顔を立ててくれないか」

　これがドゥイエンヌを擽って喜んでいた人と同一人物かと、あの場に居合わせたデイレィやウェルネシアは驚いた。感心もした。

　やはりこの若さで外務卿補になる人は切り替え方が違うなぁと思う。

　ダルタニゥスの真剣な眼まな差ざしに圧おされたのか、ドゥイエンヌは目を逸らし加減にして小声で応えるのだった。

「兄上がそうまで仰るのなら……今回は目を瞑りますわ」

「ありがとう、ドゥイエンヌ」

　ダルタニゥスは一瞬だけ表情を崩したが、すぐに厳しい顔に戻り、ガブリエラ君、と呼んだ。

「はい」

「君の考えをみんなに説明してやってくれ」

　と乞こわれて、ガブリエラが立ちあがる。

　七人が一斉にガブリエラに視線を集中させた。

「わたしの考えはダルタニゥス様の了解をいただいていますが、皆さんから絶対駄目だと反対されれば、潔いさぎよくこれを撤回するつもりです。なぜなら、これを実行するのは皆さんであり、皆さんの賛同を得ないまま作戦を遂行するのは不可能だからです」

　肝心な話に入るときに前置きが長いのは、いつものガブリエラだが。

「前置きはいいから、早く本題にお入りなさい！」

　とドゥイエンヌに一いつ喝かつされ、ガブリエラは首をすくめた。

「はい、では、早速」
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　ガブリエラの話が進むに連れて七人は顔がん色しよくを失い、話が終わる頃には呆ぼう然ぜんと、唖あ然ぜんと、愕がく然ぜんとガブリエラを見つめるだけで、反論どころか異議も質問も出なかった。

「……というのが、わたしがダルタニゥス様に提案した作戦の概要なのですが、如何いかがでしょうか……って、あら？」

　話を終えて、ようやく皆の異変に気づいたガブリエラが、困った顔で首を捻った。

「どうかしましたか、皆さん？」

　全員、呆ほうけた顔で天井を見つめたまま、ガブリエラの呼びかけにも誰も応えない。

「はっはっはっ、まぁ、無理もない。この僕だって、ガブリエラ君の策を聞いたときは、我が耳を疑い、我が目を疑い、ガブリエラ君の正気を疑ったものだよ」

「ダルタニゥス様、酷ひどっ」

「ガブリエラが正気じゃないのは今に始まったことではありませんけれど」

　ようやくのことでドゥイエンヌが声を振り絞った。

「今回のは……正気じゃないというより、すでに狂気の沙汰さたですわね」

「ドゥイエンヌさん、もっと酷っ」

「さすがに大魔王よねぇ」

　とつくづく感心した顔でアフレアが呟き。

「どうしたら、こんな非常識なことを考えつくのかしら」

　とノエルノードが首を捻り。

「頭の中に脳味噌じゃない何か別の物が詰まってるんじゃ？」

　とデイレィがウェルネシアに語りかけ。

「頭をぱかっと割ったら、魔界蟲ちゆうがぞろぞろ出てきたりして」

　とウェルネシアが気味悪そうに身震いし。

　今回ばかりはガブリエラ様を庇かばう言葉が見つかりません。

　とレオチェルリは黙り込み。

「殺す殺す殺す殺す殺す……」

　マルチミリエは何かに憑つかれたように譫うわ言ごとを言いつづけた。

「どうだい、みんな。何か意見があったら言ってくれないか」

　とダルタニゥスが呼びかけると、全員がのろのろと顔を上げ、力のない視線を彼に向けた。

「いえ、意見といいますか」

　ドゥイエンヌが、うんざりとした顔で言った。

「他ほかに方法がないのでしたら、それでやるしかないのではありませんか。まぁ、上う手まくすれば上手くいく可能性がなきにしも非あらずでしょうし」

　ドゥイエンヌは、あまり乗り気ではなさそうだったが、アフレアは。

　まぁ、始める前は半信半疑……ってのはいつものことだしね。

　と諦め半分、納得半分の顔だ。

「あの、本当によいですか、ドゥイエンヌさん。もしも失敗したら、皆さんにご迷惑がかかりますけど」

　いきなりドゥイエンヌが吼ほえた。

「迷惑を気にするのでしたら、こんな馬鹿なことを考えるのをお止やめなさいっっっ！」

「ごっ、ごめんなさいっ」

「ま、いいですけれど。脳味噌とは別の何かが詰まっているあなたの頭が、奇天烈で、不届きで、不ふ埒らちで、不ふ遜そんなことを思いつくのは今に始まったことではありませんしね。どうせ駄目元なのです、やってみればよろしいのでは」

「でも、失敗したときは皆さんに……」

「くどいですわよ、ガブリエラ。わたくしは、やってみましょうと言っているの。皆さんも、よろしいですわね？」

　ドゥイエンヌが隊の仲間の顔を見渡した。

「いいけど、肝心の王様の反応はどうなっているのかな？」

　とデイレィが訊いた。

「ああ、それだけどね」

　全員の目がダルタニゥスに集中する。

「なんとか納得してくれたよ。最初は驚きの余り僕まで正気を疑われたけどね」

　まぁそうだろうな、とみんな思った。

「ということで、王もこの策で動こうと言っている。この策に賭けようと言っている。あれで意外と決断力、行動力のある人物だからね」

「であるのでしたら、それでやるしかありませんわね」

　ドゥイエンヌが仲間の顔を見渡すと、みな力強く頷いてみせた。とうとう最後まで、異議や反論の言葉は誰からも出なかった。

「皆さん……ありがとうございます」

　ガブリエラは思わず頭を下げていた。

　こんな無理、無茶、無謀な作戦を黙って認めてくれるのは、団員多しと雖いえども遊撃小隊の面々くらいだろう。

　今までの実績を少しは認めてくれているのかしら。わたしのことを少しは信用してくれているのかしら。

　そう思うと、ガブリエラは体の奥が少し熱くなる。

　なんとしてもみんなの期待には応えなくては。

　そう決意を新たにするガブリエラだった。

「よし、では具体的な作戦行動を策定しておこうか。かなり繊細な部分もあるから細部まで詰めておかないと、いざというときに立ち往おう生じようする危険があるだろう？」

　とダルタニゥスがまたもや全員を見渡した。

「兄上に何かお考えが？」

　とドゥイエンヌが訊くと、ダルタニゥスは腰に手を当て、胸を張って応えた。

「何度も言うが、そんなものはない！」

　ドゥイエンヌ以下、遊撃小隊員が軽くずっこけた。

「具体的な作戦行動については、僕のような素人しろうとが考えるより、君たち専門家が考えたほうがいいに決まっている。というか、そもそも実際に動くのは君たちなんだからね。君たちがやり易いように、そして可能性を少しでも高めるように、よく話し合って決めるといい」

　というダルタニゥスの言葉は、我々なら正論だと受け止められるだろうが、この世界、この時代の中にあっては、正統とはいえない考え方だ。

　だからガブリエラは意外の念に打たれる。

　確かに白兎騎士団しろうさぎにはこういう考え方をされる幹部の方も多いのですが、ベティスのお偉いさんにもいるのですね。

　上官、上役の一方的な命令を忠実にこなすことが有能な軍人であり役人であるという常識が蔓延はびこるこの世界では、この手の人物は少数派、非主流派だ。

　白兎騎士団しろうさぎは、そもそも、その成り立ちから存在自体が非主流派ですからともかく、大国ベティスの重臣であるダルタニゥス様までもこうだというのは、少し意外です。

　ガブリエラはベティスの貴族の家柄だが、あくまで中級貴族であって、ベティスの政治の中枢のことなど、ほとんど知らなかった。もしもダルタニゥスが中枢で浮いた存在だとしたら、いくら名門マクシミリエヌス家の男だとしても、この歳でここまでの出世はできないだろうと、そう思う。

　ということは、彼のような考え方がことさら少数派というわけではないのだろう。

　どちらにも一長一短はあるのだが、自分はこちら、白兎騎士団しろうさぎやベティスの考え方が好きだ、合っているとガブリエラは思う。

　でないと、わたしの策など端はなから採とりあげてもらえませんから。

　逆に言えば、白はく兎と騎き士し団だんにいるからこそ、己の着想、構想が輝く場面があるわけで、自分の幸運に感謝したいと思うガブリエラだった。

　ダルタニゥスから「遊撃小隊で決めろ」と言われれば、当然のように立案者のガブリエラのところにお鉢はちが回ってくるわけだが、むしろガブリエラは嬉々として――少なくとも遊撃小隊の仲間にはそう見えた――意見を述べ、打ち合わせの中心となって行動計画の策定に当たった。

　仲間たち――ただしマルチミリエは除く――も、ここではガブリエラの言いなりにならず、自分の意見を述べ、質問をし、積極的に話し合いに加わった。レオチェルリも、ガブリエラに対して異議を唱えたり自分の案を具申したりこそしないが、それでも質問はした。

　マルチミリエ型の人間のほうが圧倒的に多いこの世界で、遊撃小隊のほぼ全員がそうではないのは、実のところ、かなり希け有うなことなのである。

　侃かん々かん諤がく々がくの話し合いが一段落したところで、ドゥイエンヌがため息混じりに言った。

「こんなところですかしらね」

「けっこう綱渡りよねぇ」

　とアフレアが言うと、ノエルノードが肩をすくめて応えた。

「元になる発想というか考え方がとんでもないんだから、綱くらい渡らないとね」

「綱かなぁ。わたしには蜘く蛛もの糸に思えるんだけど」

　とデイレィなどは大いにぼやくわけだが、ガブリエラとしては、ひきつった笑みを返すことしかできない。

「綱だろうが蜘蛛の糸だろうが、ここまで来れば渡らないわけにはいかないのだから、ええ、やるしかありませんわね」

　というドゥイエンヌの一言に、全員が力強く頷いた。

「あと……何かあるかしら。兄上？」

「いや、僕のほうからは特にない」

「皆さんは？」

「いいかな」

　とデイレィが手を挙げた。

「何かしら、デイレィ？」

「この作戦、現状、王様以外には極秘で進めるわけだから、秘密の保持が何より肝心になるよね」

「そうですわね。それが何か？」

「敵の工作員の侵入には細心の注意を払うべきじゃないかな」

「あら」

　ドゥイエンヌが口に手を当てて驚いている。

「敵が街に間かん諜ちようを送り込んでくると？」

「可能性は低いかもしれないけど……逃げだした街の有力者から街の情報は得ているといっても、いま現在、街の中がどうなっているか、相手の指揮官にすれば気になるはずだし。こちらの兵力が不足しているのは承知してるのだから、工作員を潜り込ませようと考えてもおかしくないと思うんだよね。もし街に侵入はいられると厄介だと。ほら、いま王宮の警備、すかすかだから」

「どう思います、兄上？」

　ダルタニゥスは、顎に手を当てて考える素振りを見せた。

「その可能性……確かに考慮しておいたほうがよさそうだね」

「では、今夜の見張りの数を増やすように進言して……」

「しかしね、ドゥイエンヌ、王宮の兵は絶対数が足りない。余力はないと言っていい。これ以上、仕事を増やせば、敵が攻めてくる前に倒れる者が続出するね」

「ですが兄上、見張りを増やす以外に対応のしようがないではありませんか」

「あ～～、小隊長」

「なんですか、デイレィ？」

「こちらで巡回しようよ。きっとそのほうが早いし確実だ」

「わたくしたちだって、手一杯なのは同じですわよ。特に、こんなとんでもない作戦の実行を前にすれば」

「でも、あと二日かそこらの話だし。それにさ、こう言ってはなんだけど、王宮の兵に任せておくよりは自分たちでやったほうが確実だし、安心だと思うんだ。ちょっとでも敵に情報が漏れたら、計画そのものが駄目になるじゃない」

「それは、まぁ」

　ドゥイエンヌは大きく肩をすくめた。

「そうですけれどね」

「さすがに相手も昼間に潜り込ませようとはしないでしょ。だから、昼間の細かい仕事は免除してもらって夜間の警備に集中できれば、それほど負担は増えないから」

「判りました。では、兄上を通じて話を通していただきましょう。よろしいですかしら、兄上？」

「判った。僕から上手く言っておく。その代わり、敵の工作員の侵入、絶対に阻止してくれたまえよ」

「言われるまでもありませんわね」

　と胸を張っておいて、ドゥイエンヌは隊員に向き直った。

「では割り振りを決めておきましょうか。いくら夜間警備に集中するといっても、昼間、全員が寝ているわけにもいきませんから、二人一組で三組を夜間警備に回しましょう。まずは今夜……」

「言いだしっぺだし、わたしがやるよ、小隊長」

　とデイレィが手を挙げると、

「じゃあ、わたしも」

　とノエルノードが続いた。

「では、デイレィとノエルで一組。後は……マルチとレオッチェ」

「はい、お嬢様」

「了解です」

「残りは」

「あ、ドゥイエンヌさん、わたしも出ますよ」

　ガブリエラが手を挙げた。

「そう？　では、ガブリエラと」

「じゃあ、あたしも行くわ。どうせさっきまで外にいたんだし」

「では、アフレアとガブリエラで。わたしとウェルネシアは翌朝に指揮所に詰めると。で、六人は夜の見回りが終わって仮眠を取ったら、ガブリエラの指示の下で作戦の準備を始めると、そういう流れでいいわね」

「了解」

「誰にも気づかれてはいけないのですから慎重に。ただし、時間はもうないのですから、急ぐところは急がないと駄目ですわね」

「判ってるわ」

　とノエルノードが手を挙げた。

「兄上、何かご意見ありますかしら？」

　てきぱきと指示を出すドゥイエンヌを頼もしそうに見守っていたダルタニゥスが顔を上げた。

「僕のほうからは特にない。僕は王様のほうと細かい詰めの作業を進めておくから、皆は皆で職分の遂行に全力を尽くして欲しい。何か進展があったら、あるいは新しい情報が入ったら、その都度、ドゥイエンヌに報せる」

「判りました」

「では、みなの武運を祈って」

「ダルタニゥス様の御武運を祈って」

「散会」

　こうして遊撃小隊による新たな作戦が開始された。

　この時点では、まだ作戦名はついていなかった。
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　その夜は何事もなく過ぎた。

　朝が来て六人は仮眠を取り、昼頃に起きだした。

　そのときには、すでにイリアスタ連合軍の本隊がすぐ近くまで進出してきていて、街は完全に包囲される恰かつ好こうとなっていた。

　とはいえ、相手の兵数もせいぜい千人と少しという程度であるから、完全に包囲されていても完かん璧ぺきな包囲というにはほど遠い。

　しかしながら、街道筋が封鎖され、人の行き来が遮しや断だんされてしまうと、街への物資の搬入ができなくなる。今のところ事情を知らないでやって来る旅人は、厳重な臨検の後、通過を許されているが、そのうちに止められてしまうかもしれない。住民の誰もが不安そうな顔で、自分たちの街の行く末について声を落として話し合うのだった。
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　午後早く、密ひそかに街を出たデイレィとウェルネシアが包囲網をかいくぐってどこかに出かけていたが、コリントゥス王宮には無断の外出だったようだ。遊撃小隊の誰もその件には触れないし、兵も重臣も、目前に迫った敵の本隊に気を取られているので、コリントゥスの側で二人の外出に気づいた者は皆かい無むだった。

　二人が戻ってくると、入れ替わるようにして今度はノエルノードとレオチェルリが姿を消した。

　味方にも敵にも気づかれることなく、二人は街を出て、そして戻ってきた。

　いったい四人はどこへ何をしに行ったのだろうか。

　それは明あ日すか明後日あさつてには明らかになるはずだ。

　この日の昼間、連合軍との交渉がまとまり、コリントゥス側は三日後に最終的な決断、つまり街を明け渡すのか、徹底抗戦をするのかの決断をすることを確約した。

　両者の交渉とは関係なく、その日と翌日の昼間、国王を脱出させるための準備で遊撃小隊は忙殺された。
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　翌日の夜の見回り担当は、デイレィとアフレア、ウェルネシアとノエルノード、ドゥイエンヌとマルチミリエの三組となった。

　敵の本隊が近くに布陣を終えているので、工作員侵入の危険性は昨夜よりも高くなったといえよう。

　三組は各おの々おの担当する場所に散って、城壁沿いの内側を、あるいは城壁上の通路を油断なく歩いた。

　南面には大手門があって、そちらには街の兵士が多く詰めているので、遊撃小隊はそれ以外の面、北、東、西の城壁を見張ることになっている。

　デイレィとアフレアの担当場所は東の城壁だった。

　この辺りには人家は少なく、空き地や疎林が続く場所だ。人通りがない上に見通しがよくて開けた場所なので、アフレアは魔術による探たん査さ網もうを広げていた。広い範囲を覆うことは無理だが、自分を中心にして、ある程度の面積なら魔術の網あみを広げられるのだ。

　そんな彼女の横には、黒っぽいひらひらの服を着た魔術人形シゥビーニュが当たり前の顔をして寄り添っている。

「あんたも慎重よね」

　と城壁の下をゆっくりと歩きながらアフレアが小声で言った。

「え？　何が？」

「敵の工作員の侵入を心配するなんてさ」

「慎重ってこともないんじゃ？　普通だよ、そのくらい」

「そうかなぁ。まぁ、あんたの出自なら、そういう感覚が普通なのかもしれないけど」

「そう……だね」

「あたしはそこまで神経質にならなくても……」

　アフレアは最後まで言わずに、ぎくりと足を止める。

「噓……あんたの心配、当たった？」

　いま彼女の魔術の網に何者かが触れた感じが伝わってきた。

　アフレアは左右の指をしきりに動かして、広げた網をもう一度確認する。

「いる！」

　アフレアが抑えた声でデイレィに呼びかけた。

「この感触、動物なんかじゃない。人間だわ」

「うん、わたしも微かすかに感じた。でも」

　この辺には人家もほとんどないから辺りは闇に包まれている。デイレィは闇を見通そうとするかのように目を細めて先を睨にらんだ。

「気配を見事に抑えてる。普通の兵士じゃ絶対に気づかないよ、これ。どうも只ただ者ものじゃないな」

「応援、呼ぶ？」

「どうだろう。間に合うかな」

「下へ手たに騒ぐと逃がしちゃいそうだしね」

「もう少し様子を見ようか」

「そうね」

「なんダ、闘やらナイのかヨ？」

　シゥビーニュは不満そうだが。

「いいから、少し抑えてなさい。騒ぐのなら、魔術の供給を止めるわよ？」

「判っタよ」

　これほどの腕の侵入者なら、何かしようとすればたちまち気づかれるだろう。二人と一体はじっと闇に蹲うずくまって自分たちの気配を消すことに専念した。

　何者かが動く気配が伝わってきた。相変わらず上う手まく抑えてはいるが、先ほどよりもはっきりとしている。おかげで位置も特定できた。

「ん？　これって……」

　囁ささやくように呟つぶやいたデイレィが、いきなり立ちあがった。

「ちょっ？」

「行くよ、アフレア」

　デイレィはそのまま走りだしてしまう。

「あ、ちょっと、デイレィったら！」

「闘やる気ニなっタカ！」

　慌ててアフレアとシゥビーニュも後を追った。

　こういうときは、魔術士であるアフレアにとってシゥビーニュの戦闘力が頼りだ。

　魔術士には珍しく接近戦もこなすアフレアだが、デイレィやジアン級の相手をするのは彼女単独では荷が重い。特にこのような闇に紛まぎれての乱戦となれば、魔術人形であるシゥビーニュの戦闘力に期待せざるを得ないのだ。

　シゥビーニュ自身もそのことは承知している。すぐにアフレアの前に出て彼女を庇かばうような態勢を取った。

　デイレィは闇に浮かぶ影に向かって一直線に駆け寄っている。

　相手は二人！　しかも相当な手て練だれだ！

　アフレアは焦った。いくらデイレィが格闘戦に長たけていても、一人では返り討ちに遭いかねない。

　でも、相手の力量が測れないデイレィでもあるまいし、どうして闇やみ雲くもに突っかかっていくの？

　という疑問が頭に浮かんだその直後、前を走っていたシゥビーニュが急停止した。

「えっ？　何？　どうしたの、シゥビーニュ!?」

「なんダ、そういウことカヨ」

「は？　そういうことって、どういうこと？　っていうか、なんでいきなり止まるのよ、あんたは!?」

　シゥビーニュが止まってしまったので、アフレアも止まるしかない。

　このままじゃデイレィが！

　と気が急せくが。

　すぐに前方から笑い声が聞こえてきたから吃驚びつくり仰ぎよう天てんだ。

「はあぁあ？」

　口をあんぐり開けたアフレアがシゥビーニュに目を転じると。

「あレ、たブん、ジアンとセリノスだゼ？」

「えぇええぇぇっっ!?」

　シゥビーニュの言葉を裏付けるように、デイレィがゆっくりとした足取りで引き返してきた。

「ちょっとデイレィ、ジアンとセリノスだってシゥビーニュが言ってるんだけど、本当なの!?」

「本当、本当」

　デイレィはにこやかに笑いながら応えた。

「わたし、セリノスとはけっこう長いからね。だからすぐに気がついたんだ。ジアンのほうは判らなかったけど、セリノスがいるのなら、そうだろうと思って」

「あっきれた」

　肩をいからせたアフレアが、デイレィの背後から近づいてくる二人を睨んだ。

「やっほ～～、アフレア、久しぶり～～」

「やっほーじゃないわよ、この馬鹿。なんでこんなふうにこっそり忍び込んでくるのよ。敵の工作員かと思って攻撃するところだったじゃないのさ！」

「え～～、でも、こっそり忍び込もうって言ったのはセリノスだし、自分に文句言わないで欲しいなぁ」

「まあ、それはおいといて」

　アフレアが右手を差しだした。

「お帰り、ジアン」

　ジアンはアフレアの手を軽く叩くようにして自分の手を重ねた。

「はは、ただいま」

「にしても、もう少しやり方があったんじゃないの？」

　アフレアがセリノスに視線を向けると、彼女は頭を掻かいた。

「いやぁ、街はイリアスタ側の連合軍に包囲されてるわけだから、こっそり近づかないといけないし。忍び込むときも、相手に気づかれたら街のほうが外の誰かと連絡取っていることが判ってしまうじゃないか。こちらが接触していることはイリアスタ側に気づかれないほうがいいというのが、レフレンシア様のお考えだしね」

「え!?」

　セリノスの言葉に、アフレアとデイレィが固まった。

「って、まさか、レフレンシア様、来てらっしゃるの!?」

「うん、物もの見み遊ゆ山さん隊の……って、これ、今回の遠征隊の名称だけど、その指揮を執とっているのはレフレンシア様だよ」

　アフレアとデイレィは思わず顔を見合わせ、そして頷き合う。

「まさかレフレンシア様自らご出馬とはね」

「ガブリエラの読み、またしてもどんぴしゃだね」

「で、今どこにいらっしゃるの？　他ほかには誰が？」

　勢い込んで訊いてきたアフレアを、セリノスが、まぁまぁと抑える。

「積もる話はあるけど、こんなところで立ち話ってわけにもいかないだろ。とりあえずみんなを集めてよ。詳しい話はそこで」

「う～～ん」

　アフレアが低く唸った。

「あれ？　何か不ふ都つ合ごうが？」

「不都合っていうか……そうね、少し具合が悪いかな。いま、あたしたち、敵の工作員の侵入に備えて警戒中なのよ。二人一組で三組出てる。王宮の兵士は数も足りなけりゃ、質も不安でしょ。だから」

「そこまで警戒してるってことは……」

　セリノスの目が光った。

「何かやろうとしてる？」

　アフレアが小さく肩をすくめ、デイレィがあははと乾いた笑い声を上げたので、セリノスとジアンはびくっと上体を引いた。

「例によって、ガブリエラの奇策をね」

「うわぁ」

「それはそれは」

　今度はジアンとセリノスが顔を見合わせる番だった。

「とんでもない時機に帰ってきちゃったな」

　とジアンは天を仰いだ。

「どんな作戦なのかな？」

　と身を乗りだしたセリノスに対して、

「こんなところで立ち話ってわけにもいかないって言ったのはセリノスよ？」

　とアフレアが反撃した。

「いや、うん、そうだったね」

「で、どうしようか、アフレア。勝手に持ち場を離れるわけにもいかないけど、二人に勝手に指揮所まで行ってくれと言うわけにもいかないし」

「そうね」

　と少し考えたアフレアは、すぐにジアンに向き直った。

「ねえ、ジアン」

「なに？」

「あんたたち、レフレンシア様から、すぐに戻れって言われてるの？」

「いや。連絡をつけたら、現状報告と、今後の方針をよく打ち合わせてくるようにとは言われてる。予定では、明あ日すの昼までに戻ればいいことになってる」

「じゃあ、ついでだから朝まで警戒につき合いなさいよ。あんたがいれば百人力だわ」

「い、いいけどさ」

「みんなのところへ行くのは、それからでもいいでしょ？　あんたなら三日や四日は寝なくても平気だろうし」

「いや……三日はともかく、四日はきついけどなぁ」

「じゃあ、今から三日は平気なのよね。それなら充分だわ」

「何が充分なの？」

「三日後には、だいたい片がついてるはずだから。成功するにせよ失敗するにせよ」

　そう言ってアフレアはにやりと笑った。

「ジアンも、ちゃんと働きなさいよ」

「う……わ、判ったよ」

「ってことで、ジアン連れてくけど、いい？　セリノス」

「ああ、それでいいよ」

「自分はいいけどさ」

　とジアンがセリノスを指さした。

「セリノスは少し休ませてやってよ。彼女、マナティウスまで馬を走らせて、そのまま休む間まもなくとんぼ返りでここまで走ってきたから、そうとう疲れてるはずなんだ。例によって弱よわ音ねは吐はかないけどね」

「判った。じゃあ、セリノスはここで休んでいて」

「助かるよ」

　セリノスは、近くの木の根本に腰を下ろし、背中を幹に寄りかからせた。気丈に振る舞っているが、やはりそうとうに疲れているらしい。

「休んでいても、周りの警戒は怠らないから安心して」

「頼んだわ。じゃあ、デイレィは南側半分をお願い。わたしはジアンと北側に近いほうへ行くから。北側の城壁にはドゥイエンヌ隊長とマルチがいるから、ついでに声かけて、ジアンとセリノスの帰還を報告してくる」

「了解した」

「じゃ、そうね、一刻後にまたここで」

「では、一刻後」

　セリノスをその場に残し、三人は二手に分かれて城壁を歩きだした。




　　　　　４




　そしておよそ一刻が過ぎた頃。

　セリノスが休んでいる場所へ、アフレアが戻ってきた。伴っているのは、ジアンでなくドゥイエンヌだった。

　二人を認めたセリノスが立ちあがる。

「お疲れ様だわね、セリノス」

「小隊長もご苦労様」

　と挨拶しておいて、セリノスはアフレアに向き直る。

「ジアンは？」

「ドゥイエンヌの代わりにマルチのところへ置いてきた。今頃、北側の見張りに精出してるはずよ」

「ははは」

「セリノス、レフレンシア様がいらしてるって聞いたのだけれど？」

「うん、本当。いま、近くの森の中に潜んでいる。ほら、例の温泉場に行く途中の森」

　ドゥイエンヌとアフレアが顔を見合わせる。

「それは」

「また」

「ん？　あの森に何か？」

「あの森にというか」

「森も関係してはくるのですけどね」

　二人の意味ありげな言葉に、セリノスが首を捻ひねっていると。

「いずれにせよ、強力な援軍がきてくれたということだわね。ところで、レフレンシア様は誰を連れていらしたの？」

「詳しい話は後からみんなの前でするつもりだけど、とりあえず簡単な報告をしておこうか。今回の作戦、『大平原漫まん遊ゆう行こう』の総司令がレフレンシア様で、物見遊山隊隊長がレオノーラ様、実務班がアルデリィナさんとジュナスさん、別働隊がジアン、雛ひよこ班が新雛小隊の六人。ティーニャさんも途中まで一緒だったんだけど、彼女はマナティウスの街に残って連絡業務に当たっている。後続としてベティスの騎馬中隊が少し遅れてついてきているよ」

「新……雛小隊？」

　ドゥイエンヌが怪け訝げんそうな顔を向けると。

「栄はえある雛小隊の名を受け継いだあの新入団員六人だよ。つまり第二代雛小隊ってことだね」

「あらあら、あの六人が第二代雛小隊」

　ドゥイエンヌはなんとなく嬉しそうだ。

　何しろ自分が初代雛小隊の隊長として団の歴史にその名を刻んでしまったわけで、自分だけが「雛小隊隊長」として名を残すのはまっぴらだと思っていたから、第二代が誕生してくれてほっとしていた。

「おおよそのところは了解しましたわ。念のため、西側にいるウェルネシアとノエルノードにも報せておきましょうか」

「あたしが行ってくるわ。戻るまで、ドゥイエンヌ、こちら側を頼んでもいい？」

「いいですわよ」

「じゃあ、ひとっ走り。おいで、シゥビーニュ！」

「あイよ、ご主人」

　駆けだした一人と一体は、すぐに夜の闇に紛れて見えなくなった。

　レフレンシアが手勢を率いて、こんなに早くこんなに遠くまで来てくれた。そのことにドゥイエンヌは少し感動していた。

　もちろん自分たちのために来たのではないことは承知している。この街をイリアスタに渡さないという戦術的な意味合いからベティスやレフレンシアは動いているのだ。

　それでも。

　レフレンシア自らがこんな遠くまで足を運んできたことの意味は、それだけではないはずだ。

　あの方は部下を大事にされる方ですものね。普段の苛いじめ方はどうかと思いますけれど。といいますか、いい加減にしていただきたいのですけれど。

　上官や上役という者は、威厳と畏怖で下したの者を従えるものだとドゥイエンヌは思っていた。しかし白はく兎と騎き士し団だんに来て、それ以外の方法もあるのだということを知った。

　それはなかなかに新鮮で魅力的な感覚だ。

　兄上のあれは、演技というか、作り物っぽいところがありますけれど、レフレンシア様のそれは素すですものね。

　大事にされているのは嬉しい。期待されているのも嬉しい。

　レフレンシア様を見ていると、いろいろ参考になりますわ。

　将来はベティスの中枢に入って国の運営に参加したいと思っているドゥイエンヌとしては、ただ箔はくをつけるだけではない、自分の今後の人生に大事なあれこれをここで身につけることができるのではないかと、密かにそう思うのだった。

「どうかしたの、小隊長？　何か思し案あん気げだけど」

　とセリノスに指摘され、ドゥイエンヌは慌てて表情を引き締める。

「いえ、なんでもありませんわ。ちょっと、今後の作戦の展開と正否に思いを馳せていたもので」













「それそれ。今後の作戦というのをまだ聞いていないんだけど、どんなものなの？」

「それは」

　ドゥイエンヌは、ふぅとため息を吐ついてから、小さな声で言った。

「いまここで聞くと心臓麻ま痺ひを起こしかねませんから、暖かい部屋に戻って、ちゃんと心構えを調ととのえてから聞いたほうがよくってよ」

「うわぁ、なんだか聞くのが恐くなってきたなぁ」

　苦笑しつつそう言ったものの、ガブリエラが今回はどんな奇策を編みだしたのか早く知りたくて仕方がないセリノスだった。
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　夜明けと共に遊撃小隊員は、王宮内に宛あてがわれている控え室に集合した。

　久しぶりにジアンの姿を見て、また別れたセリノスが無事な姿を見て、ウェルネシアやレオチェルリも興奮気味だ。滅めつ多たに自分から話さないマルチミリエですら、ジアンに声をかけ、これまでのことを訊いていたほどだった。

「久しぶりに十人全員が揃いましたわね」

　顔を見渡したドゥイエンヌがそう言うと、その言葉をセリノスが引き取った。

「本当だね。勢揃いしたみんなの顔を見ていると、なんだってできそうな気がする」

「なんだってというのは大げさですけれど、そうですわね、ガブリエラの奇天烈きてれつな策くらいは実行できるかもしれませんわね」

　ガブリエラがひきつった笑みを浮かべると、彼女に向けてドゥイエンヌが睨むような視線を送ってきた。

「では、ジアンとセリノスに判るようにわたくしたちの作戦行動を説明してちょうだい。どうせレフレンシア様たちの『物見遊山隊』を念頭に置いて、作戦そのものを少し修正する必要があるでしょう？　その辺も含めて」

「ああ、はい、判りました」

　立ちあがったガブリエラが、改めて作戦を説明していく。八人にはとってはもう頭に叩き込んだことだから質問も出ないが、初めて聞くジアンとセリノスは盛んに質問を挟んできた。だが、それも最初のうちだけだ。ガブリエラの説明が進むに連れて二人は言葉を失い、質問も出なくなり、とうとう最後には愕がく然ぜんとした顔で、あるいは呆ぼう然ぜんとした顔で焦点の合わない目を彷徨さまよわせるだけになっていた。

「ちょっと、ジアン、セリノス、何か言いなさいよ」

　とアフレアが呼びかけると、はっと我に返った二人はのろのろと顔を巡らせた。

「いや、なんというか……よくもそんな際どいことを平然と……」

　とセリノスが声を絞りだすように言った。

　腕組みをしたジアンは、低く唸ったきり何も言おうとしない。いや、言えないのか。

　ノエルノードが首を振りながら呟いた。

「可か哀わい想そうに、久しぶりのジアンには少し刺激が強すぎたかしらねぇ」

「どんな刺激物なんですか、わたしはっ!?」

　とガブリエラから突っ込みが入ったが。

「刺激物っていうより、危険物なんじゃ？」

「あ、デイレィ、上う手まいっっ」

「デイレィとノエル、酷ひどっ」

　それまで唸っていたジアンが、ようやく顔を上げた。

「いやでも、今回のガブリエラの策も相変わらず奇抜で奇天烈だけど、今までのよりは多少ましかもね」

「ましぃ？　どこがよ!?」

　とアフレアから疑問の声が上がる。

「だって、今までみたいに誰かが犠牲になることはないと思うよ」

「ないかなぁ」

　ウェルネシアは半信半疑だ。

「っていうか、犠牲になる者がいるとしたら、それってあたしたちのことじゃないの」

　アフレアの指摘に、ガブリエラ以外の隊員が顔を見合わせた。

「そう言われると」

「そうかも」

「やっぱり最低だね、ガブリエラ」

「皆さん、酷っっ」

　ガブリエラは大げさに仰のけ反ぞっているが、残りの全員は「最低」というところで意見の一致をみた。

「とりあえず、ガブリエラが最低なのは決定事項として」

「ドゥイエンヌさんこそ、最低っ」

「次はレフレンシア様が率いる物見遊山隊との連係についてですわね。今の話では特に大きな変更点は出ていなかったけれど、それでいいのかしら、ガブリエラ？」

　気を取り直したガブリエラが小さく頷いて話し始めた。

「……ええ、はい、変更する点はいくつか出てくると思うのですが、レフレンシア様と打ち合わせをしないまま、こちらだけで決めるのは無理があるかと。ですから、今日のうちに街を出て、レフレンシア様が潜んでらっしゃる場所まで出向いて、最終的なすり合わせをしてこようと思います。明日の深夜には作戦が発動されますから、打ち合わせができるのは今日のうちだけです。上手く連係ができれば、より効果的な対応が取れると思いますし」

「判ったわね。では、ガブリエラは適当なところで、セリノスとジアンの案内でレフレンシア様のところまで出向いて打ち合わせをしてきてちょうだい。で、戻り次第、わたくしたちに伝えて」

　こうして三人は密かに街を抜けだして、レフレンシアが潜んでいる森に向かうことになった。

　昼間は、まだぽつりぽつりと旅人や商人が街を出入りしていた。大手門は閉ざされていても、脇門は開閉されるので出入りが可能なのだ。猶予期間中なので、今のところ連合軍からの攻撃を心配しなくていい。

　三人は旅人に扮装して城門を出て、途中まで馬で行き、敵の目を盗んで道を外れることにする。検問があってもジアンとセリノスの顔は知られていないから問題ない。念のため、ガブリエラだけ髪の色を染めることにした。同時に、女三人だけだと怪しまれるかもしれないので、ジアンが男役を務めることになった。

　男装したジアンを見て、全員がよく似合ってるといって笑っていたが、ジアンだけは、

「一国の王様に見み初そめられた美少女の自分が、なんで男役を……」

　などと、ぼやくことこの上なかった。

　アフレアやノエルノードから、

「誰が美少女だっっ」

　という突っ込みが入ったのは言うまでもない。

「戻るときは夜や陰いんに紛まぎれて街に忍び込めばいいね。わたしやジアンにはお手の物だけど、ガブリエラは平気かな？」

「ええ、まぁ、なんとかなると思いますよ、セリノス」

「じゃ、支度をしようか」

　こうして、準備を調ととのえた三人は、昼前、王宮の者たちに黙って街を出ていった。
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　温泉場へ向かう森の中でガブリエラたち三人はアスカの出迎えを受けた。

　森の中を警戒中だったアスカが三人の接近にいち早く気づいて様子を探りに来たのだ。

　近づいてくるのが街に出向いたジアンとセリノス、それにあの団長殺しだということを認めたアスカは、ハイミオを伴って姿を現した。

「やあ、アスカ、ご苦労さん」

　セリノスが声をかけると、アスカとハイミオが白はく兎と騎き士し団だん式しきの敬礼を送ってきた。

「レフレンシア様はこの奥にいらっしゃいます。こちらへどうぞ、先輩方」

　ハイミオを伝令として先に送りだすと、アスカは三人を案内してレフレンシアが潜んでいる場所へ向かった。用心深いレフレンシアは、セリノスとジアンを送りだしたあと、潜む場所を変えていたのだ。

　鬱うつ蒼そうとした森を少し進むと、やがて不意に木の陰から人が現れた。

　その人物を認めてガブリエラが叫ぶ。

「レフレンシア様！」

　レフレンシアは珍しく満面に笑みを浮かべていた。

　彼女は嬉しかったのだ。ガブリエラたち遊撃小隊が無事でいてくれたことが。その喜びを隠そうともしないのがレフレンシアのレフレンシアらしいところか。ふつう、団の団長代理ともなれば、そのような感情を表そうとしないものなのだが。

「おお、ガブリエラじゃないか。元気そうで何よりだ。他ほかのみんなも元気なんだな？」

「はい、お陰様で。レフレンシア様も息そく災さいのご様子。こんな場所までお出でいただいて、ご苦労様です。とても助かります」

　レフレンシアの周りを取り囲むようにしているのは入団試験のときに見た顔だった。

「新雛小隊」の五人ですね。なんか初うい々ういしいわ。もっとも、隊長さんは不ふ貞て不ぶ貞てしいのですけど。

　アスカが自分のほうを見たので、ガブリエラは慌てて目を逸らした。

　新雛小隊の五人以外にも、ジュナスとアルデリィナがいる。二人に向かってガブリエラが頭を下げると、二人は手を挙げて挨拶を返してきた。

「ところで、ガブリエラ」

　と呼びかけるレフレンシアの声は低く抑えられている。

「君がわざわざここへ出向いてきたということは、何かあるんだな？」

「えぇとですね、実はこれから、わたしたちは国王様とコリントゥスの街をイリアスタ側に渡さないための作戦を実行しようと考えていますので、レフレンシア様にもご支援、ご協力をお願いしたいのです」

「ほほう」

　にやりとレフレンシアが笑った。凄みのある笑顔だった。

　さすがだな、レフレンシア様。ガブリエラが何かとんでもないことを考え、実行しようとしているのを知っても、落ち着きはらっているんだもの。

　セリノスは感心しきりだ。

「聞かせてもらおうじゃないか。魔界の大魔王様の恐怖の作戦を」

「レフレンシア様、酷ひどっっ」

　すっかり「魔界の大魔王」の称号が定着してしまい、とってもやるせない気分のガブリエラだった。
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「もうセリノスからお聞き及びかもしれませんが、今やこの森と奥にある温泉場は、我が白兎騎士団しろうさぎの物なのです」

　ガブリエラは立ったまま話し始めた。話を聞くレフレンシアも、周りに控えている団員も、みな立ったままだ。

「うん、聞いた。なかなかいい温泉だそうじゃないか。ことが無事に片づいたら、ぜひ一風呂浴びていきたいと思っていたところさ」

「それで、ですね」

　ガブリエラはレフレンシアを前にして少し緊張したのか、説明する前に我知らず舌で唇を舐なめた。それを見たレフレンシアは、まさにこれから獲物を食べようと舌なめずりしている魔王のようだな、と思う。

　ガブリエラは声を落とし、レフレンシアにだけ聞こえるような小さな声で作戦の狙いと行動計画の説明を始めた。

　つまり、あれか？　わたしが獲物か？

　微苦笑を浮かべつつ、レフレンシアはガブリエラの説明に聞き入った。

　説明が進むに連れてレフレンシアの顔から表情が消えていく。

　顔色も失せ。

　眉を顰ひそめ。

　目を細め。

　口を真ま一いち文もん字じに結び。

　だが瞳の輝きだけは異様なほどに増し。

　レフレンシアの形ぎよう相そうこそ魔界の魔王に相応ふさわしいのではないかと思えるものだった。

　団長代理の様子に気づいたジュナスやアルデリィナが、ぎくりと身を強こわばらせた。

「…………ということなのです。わたしたちの置かれた状況の中で、これができうる最大限のことだと判断しました。ですが、レフレンシア様に却下されれば実行を断念いたします。ご裁可を」

　レフレンシアは何もいわずに、じっとガブリエラの顔を見つめている。

「あ、あの……」

　ガブリエラは、もじもじと身を捩よじった。

　彼女の後ろに控えているジアンとセリノスも緊張に身を固くしているのが判る。

「やはり……駄目で……しょうか？」

　レフレンシアがいきなり笑った。口の端を吊りあげて笑うその様は、どちらが魔界の大魔王か判らない。

「ガブリエラ」

　と呼ぶレフレンシアの声は、低く抑えが聞いていて、聞きようによっては優しいとさえ思えるものだった。

「ははは、はい」

「わたしが悪かった」

「はい？」

「魔界の大魔王という称号さえ役不足だったようだね。君はそんなものより遙かに恐ろしく、とてつもなく強大で、呆れるほどに狂きよう大だいで、凄まじいばかりに凶きよう大だいだ」

「あの……」

「いずれ君に相応しい立派な称号をわたしは考えておくつもりだよ。だが、今日のところは魔界の大魔王というちんけな称号で勘弁してくれないか」

「あのですね、勘弁どころか、そんなふうには呼ばれたくはないのですけれど。これっぽっちも呼ばれたくはないのですけれど」

　レフレンシア様のガブリエラ弄いじりが始まった～～。

　少し離れたところでレオノーラが密ひそやかに笑っている。

　レフレンシアのあの態度は機嫌がいい証拠だ。ガブリエラがいったい何を話したのかレオノーラは断片的にしか聞きとれなかったが、それはレフレンシアを驚かし、そして上機嫌にさせるほどの奇策だったのに違いない。

「ガブリエラ」

「は、はい！」

「君の策は面白い。それで行こう」

　ガブリエラは安堵の息を吐はき、そして姿勢を正した。

「ありがとうございます」

　ジアンとセリノスも、思わず肩の力を抜いていた。

「相手の出方次第ではあるけれど、正直な話、コリントゥスを捨てることになっても仕方ないと思っていたんだ。だが君の案なら、一時的に捨てることになっても、やがて取り戻せそうだ。その間の時間を有効に使えば将来的にも捨てなくて済むかもしれない」

「成功すれば……ですが」

「成功しなくても将来の布ふ石せきにはなる。それも、かなり大きな一手だ」

　さすがにレフレンシア様、判っていらっしゃる。

　と感心するガブリエラだが、しかし、ここで釘を刺しておく必要があった。矢や面おもてに立つ者の危険が大きすぎる。レフレンシアには表に出てきて欲しくない。

「レフレンシア様、一つだけお願いがあります」

「なんだい？」

「最初は表に出てこないでいただきたいのです」

「おやおや、いいところは遊撃小隊が総取りかい？」

「そうではなく……」

　ガブリエラが憤然として説得しようとすると、レフレンシアは右手を挙げて笑った。

「ああ、判っているよ、ガブリエラ。君の配慮は充分に」

　それでガブリエラは、またもや大きく安堵の息を吐はいた。

「もしも相手が強硬手段に出たら……と考えれば、相手の非道を世間に知らしめる者が絶対に必要です。それはレフレンシア様にしかできませんから」

「わたしにしかできないことはないと思うけど、わたしなら、より効果的にできるのは間違いないな。残念だが檜ひのき舞ぶ台たいは君たちに譲るか」

「ありがとうございます」

「礼を言うのはお門かど違いだろう。檜舞台ということは、それだけ危険度が高いってことなんだからな」

「それでも」

　ガブリエラはもう一度、深々と頭を下げた。こんな非常識であり得ない作戦を認めてくれた団長代理に限りない敬意と感謝の念を込めて。

「ありがとうございます」

「気にするな、ガブリエラ」

　と応えておいて、レフレンシアは振り返った。

「よし、全員集合っ。これから新たな作戦行動に移る。立案者は、こちらにおわす暗黒大魔王様だ」

「レフレンシア様、最低っ」

　近くに控えていたアスカを先頭に、新雛小隊員――シェーナ、ラツィーナ、リンデル、フェレッラ、ハイミオ――が駆け寄ってきた。

　別方向からはレオノーラ、ジュナス、アルデリィナが。

「はい、整列～～」

　レオノーラの緩いかけ声と共に、全員がレフレンシアの前に横隊で並んだ。

　右にレオノーラ、背後にガブリエラ、ジアン、セリノスを従えたレフレンシアが一歩、進みでる。

「では、作戦の説明と命令を下すから聞き逃さないように」

「はい！」

　それからレフレンシアによる状況説明と作戦行動の下げ知ちが続いたのだが、その途中で、度ど肝ぎもを抜かれた挙げ句、腰まで抜かす者が続出したため――主に新雛小隊員だが――説明は何度も中断した。

「……以上である」

　ようやく説明と命令を終えたレフレンシアが、居並ぶ団員をゆっくりと見渡した。

　ガブリエラの奇想天外な策には慣れているはずのジュナスやアルデリィナまでもが口あんぐりの体ていたらくだ。新雛小隊の六人が受けた衝撃の大きさはいうまでもなかった。

　とんでもない奴だな、あいつ。団長殺しの異い名みように相応しい、なんというか、とんでもない大馬鹿だ。いやいや、これだけ馬鹿なことを思いつけるというのは、それはそれで一つの才能なんだろうけど。

　アスカは、ちらっとガブリエラに視線を送り、すぐに逸らせた。

　盆地の魔女がお気に入りの理由がなんとなく判ったよ。

「今回の作戦名を、そうだな『溺おぼれる者は藁わらをも摑つかむ』とでもしておこうか」

「意味が……よく判りませんが～～」

　とレオノーラから声が上がった。他たの団員も怪訝そうな顔をしている中、一人、ガブリエラだけは納得の表情だ。

「いいんだよ。作戦名に大した意味なんかないんだ。それでも今回の藁は意外と浮力が大きいかもしれないぞ」

「やっぱり意味が判りません～～」

　というレオノーラの抗議に、くすっと笑ったレフレンシアは、しかし何も応えずにアルデリィナに向き直った。

「アルデは雛小隊を使って現地の準備を始めてくれ」

「はい！」

　無視ですか～～。

　レオノーラが不服そうに頰を膨らますがレフレンシアは知らん顔で命令を続けた。

「時間の許す限りでかまわない。作戦の決行開始は日付が変わった後。従って、勝負は明朝、遅くとも昼前にはつくだろう。総員の奮闘を期待する」

「了解ですっっ！」

　全員が団長代理に対して白はく兎と騎き士し団だん式しきの敬礼を送った。
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　夕闇に紛れて街に戻ったガブリエラとセリノス、ジアンは、今や遅しと帰りを待っていた仲間とダルタニゥスに、レフレンシアから作戦の承諾を受けたことを告げ、同時にいくつか細かい変更点が出たことも伝えた。

　ダルタニゥスからは国王の脱出準備が滞とどこおりなく進んでいることを伝えられた。

「よかったです」

　ガブリエラは胸を撫でおろしたが。

「しかし、王の家族、親族も一緒だぞ。それだけではない。重臣の一家も行動を共にすることになるかもしれない。大丈夫かな？　重臣に関しては事後承諾になるから、来なければ置いていくだけだが」

「当初はそこが最大の難点かと思いました。でも、東側の見張りは元々が少ないですし、その数少ない見張りもレフレンシア様のほうで掃そう除じしてくださるそうですから、問題はないかと」

「そうか。ならば大丈夫だな。連合軍との交渉に際しては、国王が街を明け渡して退去する方向で検討することをさんざん匂わせてきたから、今は連中もこちらの様子をじっと見守っているところだろうし。では、僕は引き続き準備に当たる」

　と言ってダルタニゥスは王のところへ戻っていった。

　遊撃小隊は軽く夕食を摂とり、夜中の作戦開始に備えた。
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　夜になって、レオチェルリとマルチミリエ、アフレアとジアン、デイレィとウェルネシアの三組が見回りに出た後、残った四人――ドゥイエンヌにガブリエラ、セリノスとノエルノードだ――の下もとへダルタニゥスがやって来た。

「街の有力者にも話を通すことができた。脱出に手を貸してくれるはずだ。もちろん、その後も」

「国王様の今までの善政が、危機に際してものを言いましたね」

　とガブリエラが言うと、ダルタニゥスは大真面目な顔で応えた。

「確かこんな諺ことわざが東方にあったと思うのだが……『情けは他ひ人とのためならず』という諺が。まさに、情けが巡り巡って自分に戻ってきたというわけだ。善よいことはしておくものだね」

　他ひ人とのためではなく自分のため……本当にそのとおりだとガブリエラは思った。

「国王を連れて走るのは君たち白はく兎と騎き士し団だん遊撃小隊なんだから、よろしく頼むよ。家族がいるから全力では走れないかもしれないけどね」

　そう言って片目を瞑ってみせたダルタニゥスだが、頰はこけ、目に隈くまなんかもできている。彼は彼で、連合国との交渉に続き、国王やその家族との打ち合わせやら街の有力者との調整やら衛兵隊の隊長との情報交換やらで、休む間もなく働いていたのだ。

　妹を猫可愛がりする変人であっても、交渉や調整の実力は本物ですね。マクシミリエヌス家の家名だけでのし上がってきたわけではないということですか。

　ガブリエラはダルタニゥスのことを少し見直そうと思った。

「国王は十一刻時半頃に王宮を出る手筈になっている」

　十一刻時半は、今でいう午後十一時頃のことだ。

「それまでに全員集合して決行に備えてくれたまえ。街からの脱出決行は、翌零ぜろ刻こく時じを回った直後だ。くれぐれも遅れないように」

「了解していますわ、兄上」

「では、国王と皆の無事を祈っている」

「兄上こそ、どうかご無事で」

　ドゥイエンヌは心配そうな顔を隠さない。

　というのも、ダルタニゥスはこの街に残ることになっているからだ。

「なに、イリアスタの連中も、すぐに僕をどうこうしようとはするまいよ。というか、できはしないさ。ベティス外務卿補として、国王がすべてを正式に譲渡する件について、きちんと交渉して最後まで見届けてくるから。すべて正式に、ね。なに、国王は本当に脱出するのだから、僕は噓は言っていないわけだ。なんの問題もない。まぁ、脱出する場所については僕も少し勘違いしているかもしれないけどね」

　そう言ってダルタニゥスは、にやりと笑った。

「では、また会おう、我が妹よ。それが三日後になるか十日後になるか一月後になるかは判らないけれど」

　ドゥイエンヌに手を振って、ダルタニゥスが部屋から出ていった。

　準備は終わった。

　後は作戦開始の時間を待つだけ。

　作戦の序盤には大きな問題はない。

　相手に見つからないように王とその家族――作戦に賛同してくれれば重臣やその家族も――を上う手まく脱出させられるかどうかが懸念材料だったのだが、レフレンシア率いる物見遊山隊の出現で、その危険は大きく低減されたといっていい。

　問題はその後だ。

　相手がどう出るか。

　そこまではガブリエラにも読み切れない。

　最悪の場合は、王たちを逃がすために数倍、いや十数倍の兵と闘う場面が出るかもしれない。もしも万が一そうなれば、全員揃って本城へ生還できる可能性は限りなく低くなる。

　そうならないとガブリエラは思っている。そうならないために幾いくつも手を打ってきた。

　それでも。

　狙い通りに事が運ばない可能性はいつだってある。

　読み通りに事態が推移しない可能性はいつだってある。

　それを知っているだけに、作戦開始前となると、ガブリエラは毎回胸を締めつけられるような緊張感に襲われる。

　奇天烈で奇想天外な作戦を考えついても、ガブリエラの神経の太さは人並みなのだ。いや、繊細といってもいい。

　だからガブリエラは自分に言い聞かせる。

　必死になって言い聞かせる。

　大丈夫。上手くいく。きっと成功する。国王様は街に還かえれる。わたしたちは本城へ還れる。全員揃って。笑いながら。そのためなら自分はどんなに非難されてもいい。どれほど揶や揄ゆされても笑われてもいい。だから。

　ガブリエラは顔を上げ天を仰いだ。

　わたしたちをお護りください、アルアラネ様。

　決行の時間は刻一刻と迫っていた。
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　その夜、幸いにも空は雲に覆おおわれ、月明かりも星明かりもなかった。一歩街を出れば漆しつ黒こくの闇が広がっているだけである。秋も深まりつつあるので、外は肌寒い。

　闇の中にぽつりぽつりと輝いているのは包囲軍の陣営で焚たかれている篝かがり火びだ。しかし、圧倒的な夜の暗さに比べれば、篝火の明かりが質も量も足りていないのは明白だった。

　包囲軍の本隊は緩やかな起伏のある平原の高みに陣を敷いていた。街の周囲には、それほどの兵数を置いていない。

　街への人の出入りを逐ちく一いち見張らなければならないような状況でもなく、むしろ、逃げだす者は勝手に逃げだしてくれ、そのほうがありがたい、というのが包囲軍の本音だ。それが街の住民であろうと兵士であろうと国王であろうと。

　兵が逃げてくれれば守りがさらに手薄になるから、攻城兵器など持っていなくても簡単に陥おとせるだろうし、もしも王が逃げだしてくれれば、攻撃などしなくても街を手に入れられる。

　ダルタニゥスを仲介者にした交渉の過程で、猶予期間が終われば王が街を明け渡すという手応えを得ているから、今は黙って推移を見守ろうという姿勢だった。

　包囲軍にとって歓迎すべき展開は、王が街から脱出して主あるじのいなくなった街に堂々と入城するというものだから、明け渡し交渉がまとまるのなら不満はない。

　逃げる途中の王を捕ほ縛ばくできればいうことはないが、たとえ捕縛できなくても街を出てくれればそれでいいという判断が働いている。従って連合軍の包囲は、かなり緩やかなものだった。

　むろん、動員した兵数の関係で完璧な包囲網など敷きたくても敷けないという事情もあったのだが。
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　いま、夜や陰いんに紛まぎれて走る幾いくつもの人影があった。

　街の東側、例の森へと続く辺りだ。

　包囲軍は街の南側と北側にはそれなりの兵数を配していたが、こちら側と西側は敢えて見張りの数を少なくしている場所だった。兵士や貴族、あわよくば王の脱出、逃走を誘引したいという思惑があるのは前述したとおりだ。だから見張りの兵は申し訳程度に配置しただけである。

　見張りが多ければレオノーラの出番だったのだが、彼女が真価を発揮する場面は訪れなかった。数少ない見張りは、先行して街から抜けだしたジアンとデイレィ、そして森からひっそりと近づいてきたアスカやハイミオたちによって、悉ことごとく打ち倒されていた。今では森の入り口手前一帯は無人の野に近い状態と言ってもいい。

　おぼつかない足取りで走る国王一家につき従っているのは遊撃小隊。辺りを制圧したジアンとデイレィは、その場に留とどまってガブリエラたちと合流している。

　彼女たちは、一家を励まし手を貸しながら森を目指して走った。

　そこにいるのは国王一家だけではない。内務大臣エリケントゥスと外務大臣のウェレイア、それに二人の家族と、軍務大臣カイゼルの家族も付き従っている。

　決行直前に打ち明けることになって、三人の重臣は仰ぎよう天てんしたり怒ったり戸惑ったりしたものだが、しかし、今はそんなことをしている場合ではないことにすぐに気がついた。彼らが応じようと応じまいと作戦は決行されるのだから。

　三人は大慌てで家族を呼び、王と共に街を脱出するように命じた。時間がなくて何も持ちだせないが、それにもかまっていられなかった。

　エリケントゥスとウェレイアは共に脱出することにしたが、軍務大臣のカイゼルは、衛兵隊の指揮のために街に居残ることにした。たとえイリアスタ連合軍に身柄を押さえられても致し方なし、という立派な覚悟である。

　今回のような危機に際して、なおも王に忠誠を尽くそうという重臣の存在は、王の政治力や人望が傍はたで見るよりしっかりしているという裏付けになった。この王を支えていけば、コリントゥスの街はベティスの友邦として末永く機能するのではないかとダルタニゥスは考えた。

　なんとしてもこの街をベティス側に留とどめておく。そのためにはガブリエラ君の奇策を成功させなくてはいけない。

　ダルタニゥスは改めてその思いを強くするのだった。

　そのダルタニゥスも、カイゼルと共に街に居残っている。街の受け渡しの見届け人を務めるためだ。

　国王、エリケントゥス、ウェレイア、およびその家族、そしてカイゼルの家族。総勢三十人にも及ぶ大集団だが、相手の見張りがいないおかげで、誰にも見み咎とがめられることなく森に走り込めた。
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　森の端には別働隊が待っていた。

　新しん雛ひよこ小隊の六人である。

　六人と合流した遊撃小隊は、慣れぬ夜道に怯おびえたり戸惑ったりしている一団を引き連れて、ひたすら森の奥を目指す。

　森の中に入ってしまえば相手の陣地から見える虞おそれはなくなる。一行はようやく明かりを点つけることができた。

　アフレアが魔術で蠟ろう燭そくに火を点ともし、燃える蠟燭を金属製の強がん盗どう提ぢよう灯ちんに立てた。

　このような闇夜では、蠟燭の弱々しい炎でもあるのとないのとは大違いだ。ぼんやりとした明かりに照らされた凸でこ凹ぼこ道を、足あし下もとに注意しながら一行は駆けに駆けた。

　目的地は、そう、あの温泉場である。

　王族、貴族の一家とはいえ、全員が街の人間で、今までに何回か温泉場まで来た経験があったことが幸いした。ガブリエラたちはもっと苦労するかと危あやぶんでいたのだが、意外に速く走れている。この調子なら予定の時間よりも早く着けそうだった。

　やがて温泉場の周囲にある遺跡の建物が暗がりの中に浮かびあがってきた。

　手前では篝火が焚かれ、四人の白はく兎と騎き士し団だん員いんが待ち受けていた。

「ようこそ、皆様」

　進みでた騎士団員が声をかけた。

　白しろ銀がねの鎧に身を包む人物は、もちろんレフレンシア・レブローニュ・スキピアノスである。

　彼女に応えるように、恰かつ幅ぷくのいい人物が前に出た。

「おお、あなたが鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ団長代理、レフレンシア・レブローニュ殿か」

「さようでございます。コリントゥス国王様でございますね」

「いかにも儂わしが、コリントゥス王コリンティアンスである」

「ご無事で何よりでございます。そして、皆様方も」

「ご苦労様です」

「ご尽力を感謝いたします」

　エリケントゥスとウェレイアがレフレンシアに対して礼を言うと、彼らの家族も口々に讃辞や謝辞を述べた。

「どうかお気になさらずに」

「レフレンシア殿、今回の働き、まことに忝かたじけない」

「いえいえ、国王様、礼ならすべてが片づいてからでかまいません。まだ失敗に終わる可能性もあるわけですから」

「ああ、いや、しかし……」

「それより、お子様や奥方様がお疲れでしょう。皆様も、こちらへどうぞ。行かり宮みやを造りましたので。といっても、天幕を張っただけの急拵ごしらえ、かつ貧弱な物で申し訳ないのですが」

「いやいや、夜よ露つゆをしのげるだけで充分。まことにありがたい。お心遣い、感謝いたしますぞ、レフレンシア殿」

「レオノーラ」

「はぁい～～」

　夜風に揺れるように、もう一人が進みでてきた。

「皆様方をご案内して」

「こちらです～～、どうぞ～～」

　どうにも白はく兎と騎き士し団だん員いんに相応ふさわしくないレオノーラの態度に面食らいながらも、国王や重臣とその家族は、彼女に先導されて温泉場のあるほうへと歩み去っていった。

　一行を守るべく、新雛小隊の六人が続く。

「ドゥイエンヌ、ガブリエラ」

　鋭い声でレフレンシアが呼んだ。

　二人はすぐさま団長代理の下もとへと駆け寄ってきた。

「いちおう、ここへ至る道筋に強力な魔術を収めた魔具を埋まい伏ぶくさせておいた。もしも万が一、敵兵が強硬な手段に訴えようとすれば発動させるつもりだ。それで多少の時間は稼げるだろう」

「ご苦労様です」

「温泉場の周囲にもいくつか仕掛けてあるし、それなりに罠わなも張ってあるが、しょせん時間稼ぎにしかならない。稼げる時間も相手の兵力次第だ。なので、あまり粘るなよ。無理だと思えば一目散に逃げだせ」

「ですがレフレンシア様、それでは国王様や重臣方のご一家が……」

　とドゥイエンヌが言いかけたのを遮さえぎって、レフレンシアが二人に顔を寄せた。

「いざとなれば、どちらを選ぶかという二者択一だ。国王も大事だが、わたしには君たちのほうがもっと大事なんだよ。たとえ国王を失うことになろうとも、君たちは絶対に失いたくはない。街の一つや二つ、後から取り返せばいいし、それが無理なら別のところに代償を求めればいい。けれど君たちは取り返せない。君たちに代わる者はいない。そういうことだ。判るね？」

　二人は雷に打たれたように小さく跳びあがり、思わず背筋を伸ばした。

「あ、ありがとうございます！」

　レフレンシアのこの判断を、部下に対する優しさと見るか、いざとなれば味方も斬り捨てる非情さと見るか、人によって見解が分かれるところだろう。

　だが、少なくともガブリエラとドゥイエンヌにとって、レフレンシアの言葉は甘美な響きを持って耳に届いたのは確かだった。

「では、ウェルネシアを借りてくぞ。代わりにアルデリィナを残すから」

「はい。ですが、ウェルネシアを何にお使いになるつもりなのです？」

　ウェルネシアを連れていくという話は聞いていたが、結局、なんのためにという話は聞かされず終じまいだったから、ドゥイエンヌは首を傾げている。

「最後の最後に美お味いしいところを攫さらっていくためだよ」

「え!?　そ、それは一体どういうことでしょうか!?」

「わたしは切り札を持っているからな」

　ドゥイエンヌとガブリエラが、きょとんとした顔を向けるが、レフレンシアは笑ったまま応えない。

　アフレアが進みでてきた。

「レフレンシア様」

「なんだ、アフレア？」

「先ほどの埋伏魔術の件ですけど」

「うん？」

「詳しいことを教えていただけます？　埋めた場所とか内容とか」

「ああ、それはだね……」

　アフレアとレフレンシアは顔を寄せて何やらひそひそと話し込んでいたが、それもすぐに終わった。

　アフレアが離れていくと、レフレンシアは控えていた二人に向き直る。

「ジュナス、ウェル、行くぞ」

「あ、はい」

「では、みんな、気をつけてな。武運を祈っている」

　二人を伴って夜の闇の中へと消えていくレフレンシアの背中に一礼した遊撃小隊員とアルデリィナは、やがて顔を上げた。

　ドゥイエンヌとガブリエラが、互いに顔を見合わせる。

「どういうことですかしら、レフレンシア様の先ほどのお言葉は。アルデさん、何かお聞き及びですかしら？」

　アルデリィナは首を左右に振った。

「いや、僕も詳しいことは」

「レフレンシア様たち、温泉場のほうには向かわず森の外れへ向かったようですけれど……どこへ行かれるのでしょうか」

　ガブリエラも頻しきりに首を捻る。

　そんな三人の下もとへ遊撃小隊員が集まってきた。全員の顔に爽さわやかな覚悟と漲みなぎる決意が浮かんでいる。

「こっちも最後の準備にかかろうよ」

　とジアンが呼びかけた。

「そうですわね」

「あたしもいくつか魔術を埋めておこうか」

　アフレアが申しでると、ドゥイエンヌは、

「レフレンシア様の埋伏魔術を邪魔したりはしないのかしら？」

　と訊いた。

「それは大丈夫。さっき、レフレンシア様から詳細を聞いておいたから、邪魔にならないようなものと場所を選ぶわ」

「では、アフレアにはそちらの作業を優先してもらいましょうか。他の者は森に散って、敵兵の侵入を探ることにいたしましょう。早ければ夜明け直後、遅くても昼前には森に侵は入いってくるはずですわよ。見つけた者は直ちに報しらせに走ること。よいわね？」

「了解」

「たぶん、相手は道を使って来るでしょうから、わたくしとガブリエラは、予定通り、森の道の中ほどで待つつもりです。アフレア、そこでいいかしら？」

「うん、大丈夫。レフレンシア様の奴は、その多くが入り口から中ほどに至る辺りに埋めてあるらしいから。あたしのはそこからこちら側に仕掛けておくわ」

　大きく頷いたドゥイエンヌは、隊員の顔を見渡した。

「可能性は低いですが、もしも主力が道を外れて近づいてきたら配置を修正する必要が出ますから、一刻も早く連絡を。よろしいですわね？」

「それも了解」

「では『溺おぼれる者は藁わらをも摑つかむ』作戦の成功を祈って」

「成功を祈って！」

　互いに敬礼を送った十人はその場にガブリエラとドゥイエンヌを残し、森の中に散っていった。

　夜明けまで、あと二刻ほどである。
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　最初に異変に気づいたのは、見張り交代のため夜明け前に陣を出た三人の兵士だった。

　持ち場となる場所まで来てみれば、交代するべき相手が倒れ伏しているではないか。

　驚いた兵は直ちに仲間の一人を本陣まで走らせた。

　報告を受けた本陣は俄にわかに騒がしくなった。

「まさか敵襲ではないだろうな」

「いや、それはないだろう」

「城内から打って出たとでも!?」

「兵たちが仲間内で喧けん嘩かしただけだろう」

　詳しい様子が判らないため、いろいろな推測が次から次へと出され、意見がまとまらない。とりあえず新たな物見を出して、その報告を待つことにした。

　しばらくして物見の兵から次々に報告が入ってきた。夜明けを迎え、辺りが視認できるようになったのが大きかった。

「周囲に敵兵はただの一人も見当たらず」

「街は静まり返っており、なんら動きは見えない」

「倒れていた兵には殴られた痕があり、本人も突然誰かに襲われたと証言している」

「森の中へと向かったらしき大勢の足跡を発見」

「森へと至る道筋に高価そうな遺留品が落ちていた」

　等々である。

「遺留品」は遊撃小隊がわざと残しておいた物で、足跡も敢えて消さなかった。だが、相手にそんなことは判らない。

　これらの断片的な情報を寄せ集め、検討した包囲軍首脳は、次のように結論づけた。

「国王とその一家が街から脱出したのではないか」

　ただの住民であれば、見張りの兵を殴り倒すような芸当はできないはずで、王宮の衛兵が従っているからこそできたことだと、そう推理したのである。

　ちょうどこの頃に、街からの使者が本陣に到着した。

「なんだと？　ベティスのダルタニゥス外務卿補？」

「王の退去と街の明け渡し交渉に当たっていた人物だな」

「ベティスの外務卿補なら、とりあえず信用はおけるが」

「本人ならな。しかし、油断は禁物だぞ」

「何かしようにも従者は二人だけだというし、問題はあるまい」

「どうしてベティスの重臣がこんなところにいたのかは相変わらず謎だがな」

　首脳陣はダルタニゥスと見まみえることに決めた。

　本陣の奥へ連れてこられたダルタニゥスは、堂々とした態度で挨拶を寄越した。

「やあ、これは皆さん、お揃そろいで。朝早くからご苦労様なことですね」

　その人を食った態度に首脳はしらけた顔になった。

　コリントゥス解放軍という名のイリアスタ連合軍を実質的に率いている指揮官、セレンティウスがダルタニゥスを引見した。

　床しよう几ぎに腰を下ろして向かい合った二人は、互いに探るような視線を相手に向けている。その周囲には軍の幕ばく僚りようやらイリアスタ国王が付けて寄越した軍監やら、コリントゥスの街から逃げだした有力者などが居並んでいたが、ダルタニゥスはそんな視線の圧力など何も感じていないかのように平然としている。その態度からは少なくとも噓を吐ついている様子はない。

　セレンティウスはダルタニゥスを見たことがないから、目の前にいる男が本人かどうかは断定できない。持っていた身分証は確かにベティス発行の本物のように見えるが、それとて偽造しようとすればできないことはない。

　とはいえ、「ベティス大公国外務卿補」は騙かたるには大物過ぎる。大物過ぎるが故ゆえに、騙ったところで相手を騙だまし果おおせるものではない。何しろ国を治めるベティス大公の代理として外交文書などに調印できる権限を有するのだ。

　ダルタニゥスを観察していたセレンティウスは、とりあえず相手を本物だと考えることにした。

「交渉にご尽力いただいたようで、まずはお礼を言わせていただきましょう。しかし、ベティスの外務卿補ともあろうお方が、こんな辺へん鄙ぴな田舎街でいったい何をしておいでだったのですかな」

「なに、ちょっとした湯とう治じですよ。郊外にある温泉の評判を聞きつけましてね。それで遙々と訪れたのですよ。そうしたら、ちょうど皆さん方が攻めてきたので、これはわたしが間あいだに立つしかないだろうと思い立った次第」

　なんて白しら々じらしい。

　セレンティウスは呆れるやら感心するやら。

　なるほど、外交交渉に長たけている人物なのは確かだな。

　と思いつつ、わざわざ自軍を訪れた彼の真意を探ろうとする。

「まあ、それはいいでしょう。それよりも、わざわざこちらまでお越しいただくとは、いったい何事ですかな？」

「コリントゥスの街の明け渡しについて見届けたいと思いましてね」

　というダルタニゥスの一言に首脳陣が色めき立った。

　決断の期限は今日の夕刻ということになっていた。もし国王が街を出たのなら、半日以上早い決断であり実行だ。首脳陣が騒ぐのも無理はない。

「まことか!?」

「では、国王は街を退去したのだな!?」

「無血開城と受け取ってよろしいか!?」

「王はどこに行った!?」

　などと口々に喚わめいている。

「まあまあ、落ち着いて。そんなに一度に訊かれても答えられませんよ」

　とダルタニゥスが応えると、セレンティウスは騒ぐ首脳たちを抑えた後、

「詳しい説明を願いたいものだな」

　と彼に迫った。

「かまいませんが、その前に一つだけ。あなたはどこのどなたなんです？　僕もコリントゥス王から仕事を任されたわけですから、それなりの立場の方でないとお話もできかねますが」

「ああ、いや、わたしは」

　一瞬だけ言葉に詰まったセレンティウスは、しかし、すぐに言葉を継いで、

「そこにいらっしゃるヴェルガナ殿の義挙に応じて馳はせ参じたセレンティウスと申す者です。いちおう、この義勇軍の指揮権をヴェルガナ殿から委任されております」

　などと、もっともらしいことを言った。

　内心の苦笑を押し隠しながら、ダルタニゥスも相手に応じた。

「なるほど。では貴殿が今回の戦いくさの責任者であると思ってよろしいのですね？」

「我々はことさら戦をしようとは思っていませんが、まぁ、それでかまいません」

「では、コリントゥス王のお言葉をお伝えしましょう」

　居並んだ首脳陣が思わず身を乗りだす中、ダルタニゥスは芝居がかった口調で口上を述べた。

「現コリントゥス王コリティアンスは、コリントゥス王を退位し、包囲軍に街を明け渡して退去するものである。コリントゥス王家が有するコリントゥスに於ける権限、資産その他すべてを包囲軍の司令官、あるいは司令官が指名する者に譲り渡すものとし、この決定を正式な文書としてここに記しるすものである。双方が文書に調印したときをもって、この決定が正式に効力を発揮するものとする。なお、当方は代理人としてベティス大公国外務卿補ダルタニゥス・ダンディ殿にすべてを委ねるものである」

　顔を上げたダルタニゥスが、王から預かったという文書を掲げ、

「つまり要するに、僕が代理人ということです。なお、国王はすでに退位手続きを取られて街から退去されました。あなた方はいつでも好きなときに街に入れますよ」

　と言うと、おお！　という歓声がその場にいた者たちから上がった。

　見張りの数を敢えて減らして誘いをかけた効果があったと皆は考えたのだ。

　確かに三日が過ぎれば王は降伏したかもしれないが、一日でも早く街が手に入るのならそれに越したことはない。兵糧が節約できるのが大きいし、自や棄けになった王が無謀な抵抗を決意するという虞おそれもなくなったのだから。

　あの文書があれば堂々と街に乗り込めるというものだ。前国王から正式に指名されたわけだから誰からも文句は出ない。街の住民も。コリントゥスの友好国も。ベティスであっても異議を唱えることはできないのだ。

　何しろベティスの外務卿補殿が間に立っているんだからな。文句を言えるはずがない。

　セレンティウスも満足げに頷いた。

　最悪の場合、力尽くで街を攻め陥とさなければならなかった。それが、ただの一いつ兵ぺいも犠牲を出すことなく街を奪とれたのだから、笑いが止まらないくらいだ。

　しかし。

　すでにこのとき、セレンティウスはダルタニゥスの仕掛けた陥かん穽せいに嵌はまっていた。ダルタニゥスが仕掛けた陥穽というか、ガブリエラが仕掛けた陥穽というか。

　狙ったとおりの展開になって浮かれてしまったセレンティウス以下の首脳陣に、そこに気付けというのは無理な相談なのかもしれない。

　陥穽、それは。

　ダルタニゥスは「調印をもって決定が効力を発揮する」と公言した。王の文書にも、はっきりそう書かれている。つまり、調印の儀が終わらない限り公的には効力を発揮しないのである。

　ダルタニゥスの言葉の真の意図に気づいた者は誰一人としていなかった。

　自分が危あやうい間違いを犯していることになどまったく気づかぬまま、セレンティウスは湧きあがる笑いを必死で抑えつつ床しよう几ぎから立ちあがり手を差しだした。

「お遣い、ご苦労様でした、ダルタニゥス殿」

「いえいえ、たまたま居合わせただけとはいえ、このような事態に臨のぞめば当然のことですので。まぁ、自分の立場を考えると複雑な心境ですがね」

　確かにな。ベティス側の都市をイリアスタに譲り渡すための見届け人にならざるを得ないこいつの心境、察するに余りあるわ。本国に戻れば首う脳えから怒鳴りつけられるのではないか。

　貧乏籤くじを引いてしまったベティス大公国外務卿補に、少しだけ同情してしまうセレンティウスである。

　ダルタニゥスも立ちあがって、セレンティウスの手を握った。

「では、僕は街に戻って正式文書調印の儀を調ととのえておきますよ。街には、いつお入りになりますか？」

　ダルタニゥスから手を離したセレンティウスは少し考える素振りを見せた。

「陣を引き払う支度もあります。そうですな、今日の昼頃。それで如何いかがですかな？」

「よろしいと思います。ああ、それと」

「なんですかな？」

「街に残っている衛兵のうち、前国王に従いたいという者の退去を認めていただきたいのですが」

「おやすいご用だ」

「ご配慮、感謝いたします」

　踵きびすを返したダルタニゥスが一歩、二歩と歩きだした直後、何気ない振りを装ってセレンティウスが訊いた。

「ああ、そうだ、ダルタニゥス外務卿補殿」

「なんですか、セレンティウス殿？」

「前国王は、どちらへ？」

「前国王は街の東に広がる森の中にある温泉場に向かいましたよ。今までの激務で溜まった疲れを温泉で洗い落とした後に、マナティウスに向かわれるようなことを仰っていましたね」

「……そうですか」

「では、僕はこれにて失礼」

「ご苦労様でした。また後ほど」

　悦よろこびの顔で自分を見送る連合軍首脳陣の前を歩きながら、ダルタニゥスは内心に湧きあがる笑いを抑えるのに必死だった。

　そのまま彼は、素知らぬ顔でイリアスタ連合軍の本陣を後にして街に引き返した。
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　ダルタニゥスが戻っていくのを見届けると、セレンティウスは傍らに控えている副官を呼び寄せた。

「念のため、森の奥にあるという温泉場に兵を差し向けろ」

「あの男の言葉を信じるのですか？」

「だから、念のためだ。普通に考えれば、我々を攪かく乱らんするために噓を吐ついたのだろう。王を逃がすためにな。だが、実際、森の近くにいた見張りの兵が倒されていた。ひょっとしたら、ということもある。いないのならいないでかまわないし、もしも王が見つかれば儲もうけものだ」

「判りました。如い何かほど差し向けますか？」

「王宮の衛兵が付き従っているのだろうが、今ではその数は最大で百人程度だという。城門が開いた気配はないから、せいぜい二、三十人といったところだろう。足跡から推測される人数ともおおよそ合致する。二百もあれば充分だな。おまえが二百を率いて森へ向かえ」

「了解であります。ところで」

　副官は顔を寄せ、声を抑えて訊いた。

「王を見つけたら如何いたします？　身柄を確保して引き連れてきますか？」

　セレンティウスも同様に、声を落として答えた。

「見つけたとしても、見つからなかったことにしろ。言ってることは判るな？　捕らえたとしてもそう簡単に処刑はできんし、後でベティスから身柄の引き渡しを要求されるかもしれない。だから……」

　セレンティウスは、さらに声を潜め、囁くように言った。

「王はどこにもいなかった。街を逃げだしたまま行方ゆくえ知れずになった。そういうことだ。街を逃げだしたとしても、王位を放りだしたとしても、本人が生きていたら、後々、面倒なことになるかもしれぬ」

　指揮官は、王を見つけたら謀殺してしまえと言っているのだ。

「了解……しました」

「王の一家もだぞ。全員、揃って消えてもらえ」

　厳しい顔の指揮官に見つめられ、表情を強こわばらせた副官は無言で頷いた。

「まぁ、森に逃げ込んだのだとしても、ダルタニゥスの言うように、のんびりと風呂に浸つかっているとは思えんがな。よし、行け」

　強ばった顔のまま、副官が本陣から立ち去っていった。

「さて、ヴェルガナ殿」

　セレンティウスは何事もなかったかのような穏やかな表情に戻り、反乱の首謀者に呼びかけた。

「あなたの街を受け取りに行く準備にかかりましょうか」

　齢よわい四十前後の小太りの男が満面に笑みを湛たたえて頷いた。




　　　　　６




　昼前になって、街に入っていくイリアスタ連合軍の主力とは別に二百ほどの部隊が森に近づいてくるのに、森の外周部で見張っていたデイレィとノエルノードは気づいた。ノエルノードが直ちに仲間のところへ報せに走り、デイレィが見張りを続行する。

　妨害などあるはずがないと信じ切っている部隊は、予想通り森の奥に通じる小こ径みちへと向かい、縦列になって近づいてくる。

　遊撃小隊はかねての手筈どおり、ドゥイエンヌとガブリエラがいる場所に集合した。

　待つこと半はん刻こくほどで部隊が姿を現した。

　自分たちの前方に立ち塞ふさがるようにして並んでいる鎧姿の十人を見つけた最前列の兵が部隊の進軍を止め、大慌てで後方にいる部隊長に遣いを走らせた。

　セレンティウスの副官で、この部隊の指揮を執とる男、カニサレスがすっ飛んできた。

　森の中に開けた小さな空き地に、遊撃小隊九人とアルデリィナが通せんぼをするように一列横隊に並んでいる。

　カニサレスも、直属の部下三十人を引き連れて進みでた。

　相手が何者かは、問うまでもない。その特徴的な兜かぶとを見れば一目瞭然だ。こんな形状の兜を被っている者など――しかも全員が女だ――アグァローネ地方広しと雖いえども他ほかにはいない。

　だが。

　そうは思っても、カニサレスは自分の目が信じられなかった。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ……どうしてこんなところにいる!?　まさか、ベティスが送り込んできたとでもいうのか!?

　カニサレスが目を見開いて横一列に並んだ十人を見つめていると、その中から大柄な赤毛の女と華きや奢しやな金髪の女が二人、進みでた。

「あなた方は、どこの何者です？　名と所属を名乗りなさい」

　それでカニサレスも我に返る。

　相手が白兎騎士団しろうさぎだとしても、いつまでも圧おされっぱなしではいられない。

　彼は虚勢を張るように胸を反そらせて進みでた。

「我々はコリントゥス解放軍に属する義勇兵だ。貴様らこそ何者だ!?」

　と大声を張りあげるが、答えは聞くまでもない。

「わたくしたちは鋼こう鉄てつの白はく兎と騎き士し団だん所属の遊撃小隊ですわよ。わたくしは小隊長のドゥイエンヌ・ドゥノ・マクシミリエヌス。横にいるのが副隊長のガブリエラ・リビエラ・スンナ」

　相手の名乗りを聞いたカニサレスは、嫌な汗が額ひたいに浮かぶのを感じた。

　マクシミリエヌスとは……まさか、ベティスのマクシミリエヌス家の者か？

　白はく兎と騎き士し団だん員いんがここにいることだけでも理解不能の上に、その部隊長が、よりにもよってベティスの名門、マクシミリエヌス家とは。

　カニサレスの思考は大いに混乱した。

「では、カニサレス殿にお尋ねいたしましょう。なんのためにここに、この森に兵を入れましたか!?　誰に許しを得て兵を入れましたか!?」

　相手の高圧的な物言いに、カニサレスはかちんときた。

　貴様らが白兎騎士団しろうさぎだとしても、そんなことを言われる筋合いはない！

　という思いから、彼も怒ど声せいに近い調子で言い返した。

「ここに兵を入れたのは、元コリントゥス国王が、この奥の温泉場にいるという情報を得たからだ。そして、この森に兵を入れるに当たって、誰かに許しを得る必要もない。すでにコリントゥス王は退位し、街の支配権を解放軍に譲渡している。従って、この森と温泉場の支配権は今や解放軍にあるのだからな」

「はっっっ」

　赤毛の女は鼻で笑った。見ている者をむかつかせるに足る態度だった。

「許しを得る必要がないですって!?　馬鹿も休み休みお言いなさい、この愚おろか者共が」

　聞いている者の頭に血を上らせるに足る物言いだった。

　ガブリエラなど、もう少し言いようがあるのでは……と、少しはらはらしてしまうのだが、ドゥイエンヌ本人は蚊かに刺されたほども気にしていないようで、さらに一歩、足を踏みだすと、両手を大きく広げ、なおも相手に刺激的な言葉を叩きつけるのだった。

「この森と温泉場は、我が鋼こう鉄てつの白はく兎と騎き士し団だんがコリントゥス国王様から正式に頂ちよう戴だいしたのですわ。従って、今ここは、正式に！　公式に！　我が白兎騎士団領でしてよ。あなた方、断りもなく他国の領地に踏み入っているのを承知の上でそんな世よ迷まい言ごとを言っているのかしら!?」

　それが本当なら……。

　カニサレスは大きく息を呑んだが、すぐに思い直した。

　本当であるはずがない。コリントゥス国王がそんなことをするはずがない。

「よっ、世迷い言を言っているのはおまえのほうだ。ここが国王から譲渡されただと!?　そんな大噓、信じられるか！」

「信じられないのなら、コリントゥスの街に戻って、王宮の公文書館を調べてみなさい。そこには王の正式な命令書が保管されているのですからね」

「ばっ、馬鹿な……」

「ほら、ガブリエラも言っておやりなさい」

　とドゥイエンヌが促うながした。どうやらガブリエラにも口を開く機会を与えてくれるつもりのようだ。

　昔に比べたら随分と寛大になったものだわ、ドゥイエンヌさん。

　などと思いながら、ガブリエラも一歩前に出て、ドゥイエンヌの横に立った。

「それだけではありません。王様がここをわたしたちに譲渡されたことを告知する文書を持って、コリントゥスの正式な使者が各地に派遣されています。あなたがどこの国の方なのかは存じませんが、お疑いなら自国に戻って確認してみるとよいと思います」

　あまりにも堂々とした二人の態度に、物言いに、とうとうカニサレスは黙り込んでしまった。

　ドゥイエンヌが今度は右手を水平に挙げて、カニサレスの背後を指さした。

「お判りになったら、さっさと白はく兎と騎き士し団だん領りようから出てお行きなさい。あなた方がここにいるということは、我が騎士団の領地を侵犯しているのですわよ」

　ここが運命の分かれ道だと、ドゥイエンヌもガブリエラも、そして小隊の仲間もアルデリィナも判っている。

　相手が有無を言わさず実力行使に出るのか、それとも正論に圧おされて手出しを諦め、真しん偽ぎを確かめようとするのか。

　有無を言わさず実力行使に出てくれば、ガブリエラの策は水泡に帰す。

　けれど、大丈夫だろうとガブリエラは思う。

　事が大きすぎるのだ。たかだか二百程度の部隊を率いる男に決断できるような事案ではない。いや、解放軍の指揮官にだって決められないだろう。どうしたって本国に確認を取り、本国の指示を仰がなくてはならない。それほどの重大事だ。

　本国に確認の使者を走らせ、指示を仰げばどうなるか。

　時間が稼げる。ガブリエラたちにとって実に貴重な時間が稼げるのだ。

　時間的な猶予ができれば、ベティスの騎馬中隊が追いついてくるだろう。それだけでガブリエラたちの戦力は大きく高まる。

　稼いだ時間の間に後続の本隊も距離を縮められる。上手くすれば解放軍の自由な作戦行動を制限するくらいにまで近づけるだろう。

　そうして、相手の身動きを封じてしまうのがガブリエラの作戦の第一段階なのだ。

　そう、まだ第一段階。

　だからここが運命の分かれ道であり正念場である。

　相手は考えています。考えているということは問答無用の行動は採らないということ。

　ガブリエラはそう見切った。

　事実、カニサレスは決断できないでいた。

　口から出任せを言っているのだとは思うが、仮にもしも万が一、この女の言うことが本当だったら大事だ。これ以上進むことは外交問題にも発展しかねない。

　それは、自分には荷が重すぎる、そんな責任重大な決断はしたくないと思う。もしも下へ手たな行動を採れば、そしてそれが悪い結果をもたらせば、今の地位を失うだけでは済まないのは確実だ。彼らの常識では、余計なことをしないのがよい軍人なのだ。

「……おい」

　カニサレスは傍らの部下を呼んだ。

「はっ」

「馬を走らせろ。すぐに街に戻って、この件をセレンティウス様にお報せするのだ」

　勝った！

　ガブリエラは密かに右拳を握りしめていた。

　これで相手は、この森を諦めコリントゥスの街を正式に受け取らざるを得ません。正式に受け取らない限り、コリントゥス国王は退位したことになりませんからね。そして、コリントゥス国王は、今でもここにいらっしゃる。この森の奥にいらっしゃる。それが何を意味するかといえば……。

「急げ！」

「ははっ」

　部下は飛ぶようにその場から走り去っていった。

　ドゥイエンヌが相手を叱しかりつけるように怒鳴った。

「どうしました!?　さっさと退去なさい！」

「き……貴様らの言うことが本当だと確認が取れるまで、ここで見張っている」

　ドゥイエンヌは肩をすくめてみせる。

「ご自由に」

「もしも噓だったら、ただでは済まんぞ！」

「わたくしの言葉に噓偽りがあれば、鎧も服も全部脱いで、十人揃ってここで裸踊りを見せて差しあげますわね」

「ほ、本当だな!?」

「本当ですわよ」

　また小隊長、そんな言わなくてもいい約束を～～。

　と他たの隊員は苦り切った顔で密かに突っ込んだ。

「その代わり、わたくしの言ったことが本当でしたら、あなた方に裸踊りを踊っていただきましょうか」

　そんなもの見たくないし～～。

　ドゥイエンヌの要求に、カニサレスはなんの返事もしなかった。

　こうして、イリアスタ連合軍の温泉場探索部隊二百と遊撃小隊の睨み合いが始まった。




　　　　　７




　ダルタニゥスとカイゼルを相手に、街の支配権譲渡の調印式に臨のぞんでいたセレンティウス宛あてに早馬が駆け込んできた。

　このとき、すでにコリントゥス解放軍という名のイリアスタ連合軍は半数ほどが街の中に進出していた。残りは街の周辺に陣を敷いて警戒を続けている。

　街に入った部隊の一部は、セレンティウスに率いられて王宮内に乗り込んだ。

　残っていた衛兵もその大半が姿を消しており、すでに王宮は蛻もぬけの殻からだった。

　セレンティウスは各所に兵を配置した後、幕僚を引き連れてダルタニゥスとカイゼル相手の交渉及び調印の儀に臨んだのだった。

　二人が待ち受けていたのは謁えつ見けんの間まである。

　各国からの使者や使節を引見するための豪ごう奢しやな作りの部屋の中央に鎮座している黒こく檀たんの大きな長卓。それを挟んで、片方にダルタニゥスとカイゼルが座り、反対側にセレンティウスと彼の幕僚やヴェルガナが並んでいて、今しも最終的な交渉の真っ最中だった。

　実務的な打ち合わせも済んで、いよいよ調印に移ろうかというとき、セレンティウスの部下が急使の到着を報せてきた。

　本来、このような大事な席に報告することではないのだが、とにかく使者は、

「大事件が持ちあがりました。一刻も早くセレンティウス様に取り次ぎを！」

　と喚くばかりで、内容を言おうとしない。そのただならない様子を怪しんだ部下は、交渉が中断することになってもいいから、セレンティウスに報告を上げようと思ったのである。

　今さら大事件とは何事だ？　と訝いぶかしみながらも、セレンティウスはとにかく使者に会ってみることにした。

「ちょっと失礼しますぞ、ダルタニゥス殿」

「ええ、かまいませんよ」

　無ぶ礼れいを承知でセレンティウスは部屋を抜けだした。

　ダルタニゥスとしては、この使者が来るのは調印の儀が終わる前でも後でもどちらでもよかったのだが、終わる前にやって来たのならそれはそれで重ちよう畳じようとほくそ笑んだ。

　用意されている控えの間で使者を引見したセレンティウスは、予想外の報告に度肝を抜かれ、しばし言葉を失い、呆ぼう然ぜんと天井を見上げた。

「そんなことが……」

　ようやくのことで顔を戻したセレンティウスは、ふらりと立ちあがった。

　とにかく、まずはダルタニゥスに確認しなくては。奴はこのことを知っていたのだろうか。いや、知っていたに違いない。知っていながら知らん顔で交渉の席に着いたのだ。くそっ、さすがにベティスの外務卿補、食えない奴だ。

　王宮内の廊下を駆けるように足早に歩き、謁見の間へと戻ってきたセレンティウスは、部屋に入るなり叫んだ。

「ダルタニゥス殿！」

「どうかされましたか？」

「どうしたもこうしたもない。前王は森の温泉場にいるようだが」

　立ったまま自分を睨みつけるセレンティウスの視線を平然と受け流し、ダルタニゥスは首を縦に振った。

「ええ、そうですよ。僕はそう言ったでしょう」

「あの森と温泉場が鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに譲渡されたというのは、どういうことか!?」

「どういうこともこういうことも、コリントゥス王だったコリンティアンス様が、謀反鎮圧に功績のあった白はく兎と騎き士し団だん遊撃小隊の活躍を記念すると同時に、感謝の念を込めて贈与されたと、そういうことですよ」

　交渉の席に同席していたヴェルガナが悔しそうな顔を見せたが、それを無視してダルタニゥスは言葉を継いだ。

「元々、あの森はコリントゥスの街が支配していたわけで、他の国もそれは認めていたのですから、コリントゥス王が誰に譲ろうと国王の自由。そうではありませんか？」

「そんな馬鹿な話を認められるかっ！」

「馬鹿な話ではないでしょう。王が正式に譲渡の手続きを取ったのですから。公文書館にも命令書の控えがありますよ」

　セレンティウスは、酸欠に陥った魚か何かのように口をぱくぱくさせた。

「それだけではありません。王から白はく兎と騎き士し団だんへの森の譲渡を報せる正式な文書を持った使者が各都市に派遣されていますからね。きっとあなたの都市にも使者は行っていると思いますが？　もはや譲渡は既成の事実なのですよ。これが何を意味するかはお判りですね？」

　何を意味するかは、武人であるセレンティウスにも判る。公式文書が存在し、その事実が各国に告知されているのなら、譲渡は成立しているということだ。国内的にも国際的にも。

「お疑いであれば、問い合わせの使者を本国に送ってみればよろしいではありませんか。あなたの都市がどこか僕は知りませんが」

　ダルタニゥスは皮肉たっぷりにそう言った。セレンティウスがイリアスタの人間であることは間違いないのだ。

「よ……よいだろう。確認のための使者を送る。確認が取れるまで交渉は中断だ」

　やっとのことでセレンティウスはそう応えた。そんな彼に、ダルタニゥスは大げさに肩をすくめて見せる。

「はい、僕はかまいませんよ。でも、そうするとコリンティアンス様は、まだコリントゥス国王のままということになりますね。何しろ文書に調印しないと文書の文もん言ごんは効力を発揮しませんから」

　ダルタニゥスの指摘に、セレンティウスは、うっ、と小さく呻うめいて黙り込んだ。

「つまり、前王は未だにこの街の支配者であることになりますが？」

　ダルタニゥスは、コリントゥス王が用意しておいた文書を手に取り、ひらひらと振ってみせた。

「そ……それは……」

「まぁ、調印さえ済めば、約束どおり。この街はあなた方のものですから、ご安心ください」

　セレンティウスの額に脂汗が浮かんだ。

　どうする？　さっさと調印するか？　いや、しかし、それは……それは拙まずい。ここで調印してしまえば、前王の事績をすべて認めることになる。ということは、森の譲渡も有効ということに……しかし、調印しなければ、奴はまだ国王のままで、やはり森の譲渡は有効ということに……。

　どちらを選んでも森の譲渡は有効。であれば、前王が今あそこに――白はく兎と騎き士し団だん領りように滞在していても文句を言う権利はセレンティウスにはない。誰にもない。できることは、せいぜい身柄の引き渡しを求めて森を包囲することくらいか。

　嵌はめられた……。

　セレンティウスはようやくにして悟った。自分たちが罠わなに嵌められたことに。

　立ち往生してしまったセレンティウスの下へヴェルガナが駆け寄ってきた。

「細かいことは後回しでもよいではござらんか。まずは文書に調印してしまい、儂がこの街の支配者として正式に認められれば、後のことなど、どうとでもなるでしょう」

　馬鹿が。そんな簡単な話ではないわ。

　欲に目が眩くらんだヴェルガナは、今の話が孕はらんでいる危険に気づいていない。

「とにかく交渉は一時中断だ。こちらはこの事態への対応策を練る必要があるからな」

　すでに事態はセレンティウスの手に余る段階に進んでいる。だが、このまま正直に本国に指示を仰ぐことも躊躇ためらわれる。事態をここまでややこしくしておいて、助けてくれと手を挙げるのは、自分の間抜けさ加減を報告するに等しいことだからだ。

　上う手まい対策を練らなくては。この危難を切り抜ける手立てを考える時間が必要だ。

　セレンティウスは弾はじかれたように立ちあがった。

「いったん戻ります。ヴェルガナ殿はここでお待ちを！」

　そう言い捨てたセレンティウスは、足音も荒々しく部屋から退出していった。ヴェルガナや幕僚たちは呆気に取られて互いの顔を見やるだけだった。

　セレンティウスの後ろ姿を見ながら、ダルタニゥスは思った。

　さて、いよいよここからが本番だ。あの男、馬鹿ではないようだから、本国に確認も取らずに実力行使に出ることはないだろうが……どうだろうか。

　彼は、やはり森にいるドゥイエンヌのことが心配になる。

　もしもセレンティウスが暴挙に出たら、可愛い妹が危険な目に遭うのだ。

　ダルタニゥスの思考は、この作戦が成功するか否いなかよりも、妹がこのままガブリエラと共にあると、この先もっと危険な目に遭うのではないかと、どうしてもそちらの方向へ向かってしまう。

　これは……真剣に考えなければならないかな。




　　　　　８




　セレンティウスは、謁見の間を出ると、自分のために用意した部屋に向かった。

　どうする？　今から強襲すれば森にいる白兎騎士団しろうさぎもろとも、王の一族を討ち取れるが……しかし、もしもそのことが外部に漏れたら言い訳できん。すべての責任は俺が被ることに……そんなことは……。

　考え事に熱中していたセレンティウスは、見張りの兵が回廊に見当たらなかったことに気づくのが遅れた。

　なんだ？　どうして見張りが立っていない？　ここの警備の責任者は誰だ!?　たるんでいるにも程があるな、まったく。

「……っ……っ」

　誰か近くにいる者を呼ぼうとしたセレンティウスだが、上手く声が出なかった。

　な…なぜ声が出ない……というか、この体の重さは……。

　セレンティウスが足をよろめかせると、傍らから誰かが彼の体を支えた。

　だ……れだ……？

　すでに閉じる寸前だった彼の瞼まぶたの間から見えたのは黒い裳も裾すそで。

　……女給……？

　と思ったのも束の間、セレンティウスの意識はそこで途切れた。




　　　　　９




　ここは……どこだ？

　セレンティウスは、ぼんやりとした頭を振った。

　俺は……どうしたのだ……。

　重い瞼まぶたを必死で開けた。

　前国王の執務室……か？

　彼が目を覚ましたのは前王が執務室として使っていた部屋だった。占領軍の司令官に相応しく、王宮に入ったセレンティウスは、この街の主あるじの部屋を占拠していた。

　主が使っていた黒檀の大きな執務机。

　その横には秘書が使っていたのだろう小振りな書き物机。

　壁際に並ぶ書棚や文書棚。

　壁にはコリントゥス王家の紋章入りの旗。

　床には厚手の絨じゆう毯たん。

　壁には色鮮やかな織しよく布ふ。

　天井にあるのは豪華な作りの吊り照明。

　大きく取られた観音開きの窓には透明な硝子グラウスが嵌はめられ、柔らかな秋の日差しが部屋に差し込んでいる。

　小さな都市国家とはいえ、その部屋は王に相応しい作りだった。

　間違いない……ここは前王の部屋だ。

　セレンティウスは、そこの執務机の手前に置かれている大きな革張りの椅子に深々と腰を沈めていた。

　彼がこの部屋にいることには、なんの不審もない。元々、彼はこの部屋に戻って考え事をしようとしていたのだ。

　しかし。

　この部屋に入った記憶がないが……というか、あの回廊で気が遠くなって、それ以降の記憶が……。

　突然、セレンティウスは違和感に囚とらわれた。

　いや、違和感というより恐怖感といったほうがいいだろうか。

　とてつもなく獰どう猛もうな恐るべき未知の野獣がすぐ傍にいる。そんな恐怖に。

　彼は慌てて椅子から腰を浮かし、怯えた目つきで部屋の中を見回した。

　どこにも異状はなかった。

　部屋には何もいなかった。

　部屋には彼以外、誰もいなかった。

　気の……気のせいか。

　長い安堵の息を吐はいたセレンティウスは、ゆっくりと腰を下ろし、再び背もたれつきの革製の椅子に腰掛けた。

　驚いて立ちあがったためだろうか、完全に目が覚めた気分だ。

　両肘を机の上に置いたセレンティウスは、改めて部屋の中を見渡した。

　コリントゥス王の部屋。

　しかし、今は解放軍司令官セレンティウスの部屋。

　俺はこの部屋の主あるじの追い落としに成功したのだ。この街の無血開城に成功したのだ。後はヴェルガナの阿あ呆ほうを傀かい儡らいに据えれば、俺の仕事は完成する。名目上はヴェルガナがこの街の国こく主しゆになるが、実質的には後見人である俺がこの街の支配者になるのだ。

　そう、セレンティウスは、ヴェルガナたちの謀反が成功すれば、彼らの後見人としてこの街に乗り込み、実質的な支配者として差配を振るうことになっていたのだ。

　失敗に終わりかけた謀反も、セレンティウスの機転で、こうして街を奪い取ることができた。

「くそっ、それなのに！」

　声を荒げたセレンティウスが机を足蹴にすると。

「おやおや、ご機嫌斜めだね、セレンティウス殿」

　誰もいないはずの部屋のどこからか声が聞こえてきて、セレンティウスは凍りつく。

　明るかった部屋が急に昏くらくなったように思えた。

　冷たい手で直じかに心臓を摑つかまれたような恐怖に体が粟あわ立だつ。

　死の翳かげが彼を覆い尽くそうとしている。

　壊れた魔術人形のようなぎこちなさでセレンティウスが首を巡らせると。

　誰もいなかった傍らの書き物机の椅子に、女が一人、腰をかけていた。

　白い内うち着ぎに黒っぽい短めの裳も裾すそ、足には長めの革靴、頭には小さな女給帽。その恰好だけを見れば、王宮で働いている女給にしか見えない。













　まさか、こいつ、さっき回廊で俺を……!?

　セレンティウスは、回廊で意識が薄れていくときに見た女給服のことを思いだした。

　この女給が俺をここまで!?　いや。

　セレンティウスは、すぐに自分が思い違いをしていることに気づいた。

　その女が女給であるはずがない。

　何な故ぜなら。

　女の目はその出で立ちにまったく似合わぬほどに強きよう靭じんで。

　凶きよう刃じんのように禍まが々まがしく。

　狂人のように狂おしく。

　見る者を射すくめるほど圧倒的な光を湛たたえたその瞳は、魔女か、それとも死を司つかさどる守護天の物か。

　セレンティウスは悟った。

　いま自分の命は自分の物ではなくなっていることを。

　この女に生せい殺さつ与よ奪だつの権利を握られていることを。

　先ほど感じた異様な気配はこいつの！　な……何者だ、いったい？　まさかベティスが送って寄越した刺し客かくでは……。それにこいつ、いつからこの部屋にいたんだ!?　ついさっき、部屋の中を見回して異状がないことを確認したのに。どうして俺はこいつに気づけなかった!?

　その思いが、

「どうして……」

　という呟つぶやきとして漏もれた。

「どうして見えなかった？　それとも、どうしてここに潜り込めた？　前者の答えは、わたしが魔術士だからだよ。穏おん形ぎようの魔術で部屋に潜んでいた。だからあなたは気づけなかった」

　女給服に身を包んだ女は、ゆっくりと椅子から立った。

「最近は滅めつ多たに使わないけどね。わたしも若い頃は、いろいろやんちゃをしたものさ」

　立ってセレンティウスに顔を向けた女が、にやりと笑った。凄絶で凄惨な笑顔だった。もしも飛竜が笑えるのなら、獲物を前にした飛竜はきっとこんな顔で笑うに違いない。

「後者の答えは、ここの警備がなっていなかったからだよ、セレンティウス殿。いくら入城したばかりだとはいえ、もう少しまともな配置をしておかないと、誰だって忍び込めるよ？」

　俺は……やはり俺は、こいつによってこの部屋まで運ばれたのか!?

　滝のような冷や汗を流しながら、セレンティウスは身動きもできぬまま女を見つめた。というより、女から視線を外せなかったのだ。まるで魔力か何かで視線を吸引されているかのように。

　つまりそれは、この女がいつでも俺を殺せたということだ。いったい何者だ、この女。やはりベティスの刺客なのか……？

　セレンティウスは気力を振り絞って掠かすれる声を上げた。

「だ……誰だ……貴様はいったい……誰なんだ!?」

「わたしを誰かと問うのかい？　いいだろう、自己紹介をしておこう」

　女は腰を曲げ、椅子に座るセレンティウスの顔を覗き込むように上体を近づけてきた。

　セレンティウスには抵抗する気力もない。抵抗しても無駄だと判っている。何をしたところで、この女の魔手から逃れることはできない。

「わたしは鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長代理、レフレンシア・レブローニュ・スキピアノスだよ」

「！！！！！」

　セレンティウスは声にならない叫びを上げた。もしかすると、悲鳴だったのかもしれない。どちらにせよ、声が出ていないから誰にも聞こえはしない。

　馬鹿な。そんな馬鹿な。そんな馬鹿なことがあるはずが。どうして鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長代理がこんな場所に!?　どうしてこの時機に!?　どうしてどうしてどうしてどうして!?

　脳から溢れでる疑問、疑念で、セレンティウスの体は破裂しそうだった。

「ところでセレンティウス殿、叔お父じ上うえはお元気かな？」

「…………は？」

「なに、わたしは君の叔父上をちょっとだけ存じあげているのだよ。今回のイリアスタ連合軍……ああ、君たちはコリントゥス解放軍と呼んでいるのだっけ？　まぁ、どちらにせよ実態は同じことだ。その軍を指揮するのが彼の甥おいっ子だと聞いて、こうして挨拶に来たのだけどね。さすがにイリアスタで将軍を務める男の甥だけのことはある。なかなか鮮やかなお手並みだったじゃないか」

　レフレンシアは、にやにや笑いながら言った。表面上は誉めているのに、馬鹿にされているとしか思えない。

　そう、これが彼女の切り札。

　レフレンシアがマナティウスにいるとき、ベティスがイリアスタに潜り込ませている間かん諜ちようからコリントゥスへ向かった部隊の指揮官についての報告があったのだ。レフレンシアは指揮官の名を知っていた。正確には、その名を持つ男の叔父の名を知っていた。

　これは何かに使えるかもしれないと思ったレフレンシアは、ずっと手元で温めていた。そして思惑どおり、こうして使うときが来た。

「わたしが言いたかったことはそれだけさ。では、叔父上によろしく伝えてくれ。鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ副団長の……いや、今は団長代理だけどね、そのレフレンシアが、一度くらい会って話をしてみたいものだと思っていると」

　言うだけ言うと、レフレンシアはセレンティウスの肩を二度、三度と軽く叩いてから、くるりと踵きびすを返した。

　そのまま彼女は振り返ることもなく扉を開け、外の様子を窺うかがうでもなく堂々と部屋から出ていってしまった。

　凍りついていた体がようやく溶けた、そんな気分だ。

　ゆっくりと手の指を動かしてみる。腕を動かしてみる。

　自分の意志で動くのを確認して、セレンティウスは長い長い安堵の息を吐はいた。

　奴が俺を殺そうと思えば、いつでも簡単に殺せていた。

　今さらながらにそのことを実感して手足が震えた。顔がひきつった。

　殺さなかったのは、その必要がないと思ったのか。それとも、本当に叔お父じ貴きのことを知っていて、俺が身内だから遠慮したのか。

　だが、いずれにしても。

　万策は尽きた。俺にはこれ以上、打つ手はない。それこそ下へ手たなことをすれば、今度は確実に命を殺とられるだろう。

　イリアスタの街にいればその心配はないが、コリントゥスに駐留していれば、つねにその可能性を恐れなければならない。

　セレンティウスはがっくりと肩を落とした。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長代理がこんなところにいるということは、コリントゥスの前王があの森を白兎騎士団やつらに与えたというのは間違いのない事実と見ていい。であれば、前王があの森に居座ることを阻止する手立てはない。念のため本国に確認を取る必要はあるが……。

　手勢を率いて強襲するという選択肢は消えた。白兎騎士団しろうさぎの団長代理という大物が動いているのなら、ベティスも周囲の友好国も承知の上。今さら密かに事を為すのは不可能だとセレンティウスは断じた。

　レフレンシアがこの場にいてコリントゥス国王のために動いていることは、ベティス本国が承知しているわけでも承認しているわけでもなかったが、彼がそう思うのも無理からぬことだった。

　仕方がない。とりあえずこの街を受け取って、ヴェルガナを国こく主しゆに据え、街の支配を固めるとするか。前国王に手出しはできないが、コリントゥスの街を奪とれたのだからよしとするしかない。しかし、前国王が目と鼻の先にいるというのは、街の支配を固めるためには大いに邪魔だが……それも仕方がない。まずはカニサレスを呼び戻して。後は早急に本国へ使者を送り、現状を報告し、今後の方策について指示を仰がなくては。

　ふらふらと立ちあがったセレンティウスは大声で部下を呼んだ。しかし、呼ぼうが叫ぼうが誰もやってこなかった。

「くそ、やはりあの女、何かしやがったんだな」

　セレンティウスは悪態を吐ついて部屋の外に足を踏みだした。
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　王宮の回廊を、レフレンシアは颯さつ爽そうと歩いていた。イリアスタ連合軍の兵士に見つかることなど、これっぽっちも気にしていない足取りだ。

　彼女が言った「魔術による穏おん形ぎよう」が利きいているせいか。いや、そうではない。「穏形」の魔術は隠れ潜んでいる限りにおいては有効だが、こうして術者が堂々と歩き回っていては効果が消えてしまう。

　では、どうしてレフレンシアはこうも堂々と王宮内を歩いているのか。

　その答えは。

　答えは王宮の出口にいた。そこでレフレンシアを待っていた。

「ご苦労だった、ジュナス」

「レフレンシア様こそ、お疲れ様です」

「問題はなかったようだな」

「王宮内の警備はかなり緩かったですし、警備の兵は緊張感を欠いていましたし、まったく問題はなかったですね」

　と応えるジュナスは、レフレンシア同様、黒っぽい短めの裳裾を着て小さな女給帽を被っていた。

「この恰好で歩いていれば、誰にも見み咎とがめられませんでしたから」

「こちらも同様だけどね。国王だけでなく重臣までも逃げだして王宮は蛻もぬけの殻から状態だったから、厳しい警備など必要ないと連中が思っても無理はない。王こ宮こが自分たちの物になったと浮かれてもしかたがない。もっとも、それがこちらの狙いでもあったわけだが。それにしても」

　レフレンシアは歩いてきた回廊を振り返った。

「見事に全員寝たものだな」

「空気中に撒まけばすぐに効果が現れる薬ですから。閉ざされた空間……このような建物の中なら、効き目抜群、効果確実です」

「そして、予あらかじめ中和薬を飲んでいれば眠らないで済む、と」

「さすがにファンフェッダさん特性の眠り薬だけのことはありますよ」

「あいつは毒や眠り薬の開発に余念がないからな。騎士団が黒猫アトラダ・フエレスのような暗殺組織を作るときは、いの一番に呼ばれるだろう」

　ジュナスは声を抑えて笑っている。

「そういえば、ダルタニゥス卿はどうした？」

「カイゼル様と一緒に眠ってらっしゃいました」

「放置か？」

「まさか。ちゃんと気付け薬を嗅かがせて中和薬を差しあげて、イリアスタの連中が寝ている間に逃げてくださいとお二人には伝えてきました」

「おいおい、じゃあ、すぐにここにやって来そうじゃないか。ウェルの奴、早く来ないかな。ダルタニゥス卿に捕まらないうちにこの街を出ないと」

　レフレンシアがもう一度振り返ると、こちらに向かって駆けてくるウェルネシアの姿が目に飛び込んできた。

「おお、来た来た」

　駆け寄ってくるウェルネシアも、レフレンシアやジュナスと同様、女給服姿だった。そして、その恰好だと彼女の胸はとてもよく弾む。

「遅れて申し訳ありません。少し予定より手間取りまして」

「ご苦労さん。わたしもいま来たところだけどね。それにしても」

　レフレンシアがウェルネシアの胸元に目を留とめた。

「え？　何か？」

「この手の衣装だと、君の胸は見事に揺れるなぁ」

「なっ、何を見ているんですかっ！」

　ウェルネシアは胸元を手で隠して叫んだ。

「いや何をって、それだけ見事に大きく激しく揺れれば自然と目が行くだろう？　なぁ、ジュナス？」

「え……ええ、まぁ」

　ジュナスが苦笑している。

「そんなことよりですね！」

　ウェルネシアはなんとかレフレンシアの目を逸らそうとして話題の転換を図る。

「首尾は如何だったのですか、レフレンシア様？」

　レフレンシアは、にやりと口の端を吊りあげた。

「まぁまぁかな。とりあえずの抑止力にはなったはずだよ」

「じゃあ、後はガブリエラの策が真価を発揮するのを待てばいいわけですよね」

「そうだな。ここまでが仕込みだからな。ここからが本番だ。相変わらず手が込んでいるというか小細工が過ぎるというか。おかげで今回は誰の血も流さずに済みそうなんだけどね」

　そこで言葉を切ったレフレンシアは小さく肩をすくめてみせた。

「ファンフェッダが毒や眠り薬の開発が大好きなのと同様、魔界の大魔王様は、人を誑たぶらかしたり弄もてあそんだりするのが大好きだからな」

　ウェルネシアとジュナスは、我慢できずに声を上げて笑ってしまった。

「では、ダルタニゥス卿がやってこないうちにとっとと引き揚げようか」

　とレフレンシアが声をかけると、笑い止やんだ二人は少し心配そうな顔になった。

「遊撃小隊、敵の部隊に襲われていませんかね」

「大丈夫だろ。部隊長にそこまでの度胸はないとわたしは見たよ。それに、今に至るまで埋伏魔術が発動した気配はないからね」

　二人は、ああ、と言って肩の力を抜いた。

「そうでしたね」

「まぁ、今も睨めっこくらいはしているかもしれないが」

　仲間のことが気にかかるウェルネシアは、

「早く戻って、みんなを睨めっこから解放してあげましょう」

　と迫った。

「わたしたちがしなくても、セレンティウスが部隊を呼び戻すだろうさ。敵の部隊が引き揚げていったら、温泉を堪能させてもらおうかな。ここまで大急ぎで駆けてきた疲れを癒いやしたいものだよ」

「王や重臣の家族がいますよ」

「湯船は幾つもあったから、一つくらいわたしたちが使ったって平気だろ」

「そうですね」

「よし、戻ろうか。我が鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの領地となったあの森へ」
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　それまでずっと遊撃小隊と睨み合っていたカニサレス率いる二百は、セレンティウスからの急使によって、すごすごと街に戻っていった。

　彼らが立ち去ったのを見届けると、ガブリエラたちは肩の力を抜いて、ほっと安堵の息を吐はいた。

　さすがに二十倍もの相手の前に立ちはだかるのは緊張する。それが一刻以上も続いたのだから、全員が気疲れしていても無理はなかった。

「やれやれ。どうにか策は実ったようだね」

　アルデリィナが大きく伸びをした。

「でも、これからが本番ですよ」

　とガブリエラが応える。

「そうだろうけどさ。でも、とりあえず、ここで闘う危険はなくなったわけだ」

「ところで」

　とドゥイエンヌがアフレアに顔を向けた。

「レフレンシア様の埋伏魔術って、どんなものでしたの？」

「う～～ん、そうねぇ、あたしも実際に見たことないから判らないけど、ここから先、森の外周部くらいまで吹き飛んでいたかも？」

「ちょっと！　それではわたくしたちまで吹き飛んでいたのではなくって!?」

「まぁ、いざってときは、あたしが魔術結界を張ったし」

　ドゥイエンヌは疑い深そうな目だ。

「それで大丈夫だったんですの？」

「たぶん」

「なんですの、その無責任な物言いは！」

「あ、ドゥイエンヌ」

「なんですの!?」

「あんまり怒らないほうがいいと思うよ」

「どうしてです!?」

「レフレンシア様の埋伏魔術、大きな敵意とか相手に対する害意とか興奮とか、そういう感情に反応するらしいから」

「え!?」

「あんまり騒いでると、どかんっ！」

「ひっっ」

「……って爆発するかも」

「ななな、なんて危険な」

　ジアンが真ま面じ目めな顔で訊いてきた。

「それ、本当なの、アフレア」

「冗談だけど」

　だぁぁ～～っとドゥイエンヌがずっこけた。

「感情に反応するってのは事実そうみたい。でも、ドゥイエンヌ一人が喚わめいたり暴れたりしたくらいじゃ反応するわけないって」

「ああ、そうなの。ならばわたくしは、遠慮なく躊躇なくあなたの首を絞めることができるわけね」

「え？」

「というか、マルチなら感情など高ぶらせなくても、あなたの首を絞められるわね」

　じりっとアフレアが後あと退ずさる。

「やっておしまいなさい、マルチ」

「殺す」

「後は任せたわよ、シゥビーニュ」

　両手を挙げたマルチミリエが迫ると、アフレアは一目散に逃げだした。

「あたいダって、こンナ奴の相手なんカ、できルか！」

　シゥビーニュも、主人の後を追いかけて逃げだした。

　それを見て、ジアンを筆頭に残りの隊員が笑いだす。

「おいおい、賑やかだな」

「あ。レフレンシア様！」

　逃げだしたアフレアが急停止した。マルチミリエも足を止め、振りあげていた手を静かに下ろす。

　行く手にレフレンシア、ジュナス、ウェルネシアの三人が現れたのだ。













　アフレア（シゥビーニュつき）とマルチミリエが、こそこそと戻ってきた。

　十人は姿勢を正してレフレンシアを出迎えた。

「お疲れ様でございます」

　ドゥイエンヌの掛け声で、九人が唱和した。

「お疲れ様です！」

「みんなもご苦労さん」

「ところでレフレンシア様、そのお姿は、いったいなんですかしら？」

　三人は王宮を出たときの恰好のままだ。つまり、女給服姿だった。

「ああ、これか。似合うだろ？」

「ええ、意外と……」

　ドゥイエンヌは慌てて口を押さえたが。

　レフレンシアは眼を細めてドゥイエンヌを睨ねめつけるのだった。

「ほほぉ、意外とか。なるほどなるほど、意外なんだね、ドゥイエンヌには」

「い……いがい……胃がい……胃が痛……ちょっと悪い物を食べたようでして、先ほどから胃が痛くて、ですね」

　ドゥイエンヌは滝のような冷や汗を流しながら苦しい言い訳をした。

「ふぅん。ジュナス、あとでドゥイエンヌに胃薬をあげなさい。効きのいい、とびきり苦い奴をね」

「はい、レフレンシア様」

「あああ、どどど、どうもありがとうございます」

　しどろもどろで頭を下げるドゥイエンヌをレフレンシアやジュナス、アルデリィナが笑って見ている。

　レフレンシアはやがて笑みを消して、待っていた十人に呼びかけた。

「さて、では、温泉場へ戻ろうか。現状の報告と分析、それから今後の作戦に向けての確認もしなくてはいけないからな」

「あの、レフレンシア様、もしかしてコリントゥスの王宮で何かされてきましたか？」

「ん？　どうしてそう思うんだ、ガブリエラ？」

「そのお姿で。それに、わざわざウェルを連れていったのですから」

　ふふ、とレフレンシアは薄く笑った。

「まぁ、ちょっとした縁の下の力持ちだよ」

　ガブリエラは首を傾かしげている。

「どうしても知りたかったら、あとでウェルから聞きなさい」

　レフレンシアはそのガブリエラから視線を外し、並んでいる遊撃小隊員を見渡した。優しく温かい視線だった。

「ご苦労だった、みんな。よくやってくれた。君たちのおかげでダルタニゥス卿は無事だったし、国王一家も守られた。上う手まくすればコリントゥスの街も取り戻せるだろう。わたしは君たちの奮ふん励れい努力に感謝しているよ」

「ありがとうございます！」

「さあ、凱がい旋せんだ。新雛小隊とレオノーラが待っているぞ。国王一家もな」

「はい！」
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　結論から記きせば、この後、一月ほどでコリンティアンスはコリントゥスの街を取り戻すことができた。というより、イリアスタがコリントゥスを維持することを放棄したと言ったほうが正確かもしれない。

　イリアスタに見捨てられたヴェルガナはすぐに街で孤立し、単独では街を維持できなくなった。

　王宮にも街にも支持する者がいない状態では、都市連合の兵がいなくなった今、自分の身を守ることすら覚おぼ束つかない。ヴェルガナは再び街から逃げだすしかなかった。

　コリンティアンスは主あるじのいなくなったコリントゥスの街に易々やすやすと舞い戻ることができたのである。

　どうしてそのような展開になったのか。




　近郊の森――コリントゥスの住民たちには「マドルの森」と呼ばれていたので、以後、そう呼ぶことにする――を鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎが押さえてしまったことが最大の要因だと言えるだろう。

　前王をマドルの森に据えた白はく兎と騎士団は街を脱出してきた兵や官僚をみな受け容いれた。内務大臣、外務大臣、軍務大臣は王と共にマドルの森にいる。その上、官僚の多くが逃げだしてしまえば、王宮には実務面での仕事をする者がほとんどいない。当然、警備の兵もいない。

　警備に関しては、セレンティウスが連合軍を率いて街に居座っている限り問題はないのだが、他国の兵が大きな顔をして王宮や街の中を歩き回っていることは、街の住民にとって不愉快なことである。

　元々、ヴェルガナには人望がなかった。イリアスタの手勢の力を借りて起たちあがったにも拘かかわらず謀反に成功しなかったのも、彼の人望のなさが災いしている。

　王宮の役人にも兵にも、そして街の住民にも人気のないヴェルガナが、イリアスタの後ろ盾を得て国主の座に即つき、大きな顔でふんぞり返れば、人気は地に落ちるどころか、反感を買うだけだった。

　人気のことは抜きにしても、実務面を任せられる人材の大半が王宮からいなくなってしまったのは痛すぎた。

　王宮に残った者もいたが、なんらかの理由で――小さな子供がいるとか病弱な父母がいるとか――仕方なく残ったという者がほとんどで、ヴェルガナを積極的に支えようとする者は見当たらない。おかげで政務は滞とどこおりまくりだった。

　さらに、そういう居残り組は、マドルの森に逃げていったかつての仲間と連絡を取り合ったりするものだから、コリントゥス王宮の内情は前王の側に筒抜けだった。

　イリアスタ連合軍が本国からの指示を待っている間に、ベティスの騎馬中隊がやって来た。直ちにレフレンシアの下に集結した騎馬中隊のおかげで、マドルの森がセレンティウスから攻められる怖れはほとんどなくなった。

　ガブリエラの策――時間稼ぎは見事に功を奏したのである。

　やがて後続部隊の二大隊もマドルの森近郊に進出し、その本隊は森に入った。本隊と共に友好国が用意した輜し重ちよう兵へいが食糧を運び込んでくれたため、当面、食糧の不安はなくなった。

　本隊は直ちに陣地の構築を始め、マドルの森の防御力は飛躍的に高まった。

　陣地構築と同時に遺跡に掘っ立て小屋を幾つも建てて、兵や役人が寝泊まりできる場所を確保した。前王が政務を執る政庁舎――これも掘っ立て小屋に毛の生えたような物だが――も新築した。

　森に陣地を造っても、レフレンシアや前王にはコリントゥスの住民を拒否するつもりはまったくなかった。どころか、街に居残った兵や役人を通じて積極的に湯とう治じに誘った。

　街の人はこぞって湯治に訪れ、その都度、寄付を置いていった。

　街の住民だけではない。通りかかった商人や旅人も、コリントゥスの街には寄らず、マドルの森へ寄る者が増えてきた。

　そのうち、市いちまで立ち始めた。

　レフレンシアは、そこから上がる売上税の大半を王に回したので、ベティスの援助に頼らずとも、王や重臣の一家の生活費も工く面めんできるようになった。

　街の側では、これを阻止することができなかった。ここでもヴェルガナの不人気が響いている。今までできたことが禁止されれば街の住民は怒りだすだろう。反感の矛ほこ先さきは確実にヴェルガナに向かう。ヴェルガナもセレンティウスも、そんな事態だけは避けたかった。

　こうして、ひっきりなしに森を訪れる街の住民や商人、旅人のおかげでマドルの森は活況を呈ていしていた。今や半独立国家として機能していると言ってもいいくらいだった。

　逆に、街に入ったイリアスタ連合軍は当初から食糧の確保に悩むことになった。

　というのも、コリントゥスの街の食糧を当てにしてきたので、充分な兵糧を持ってきていないのだ。

　それなのに。

　王宮に入って食糧の貯蔵量を調べてみると、とんでもないことが判明した。倉庫の食糧の半分近くが黴かびやら薬やら虫やらで駄目になっていたのだ。これこそがウェルネシアによる細工の結果で、薬物に詳しく扱いに慣れているウェルネシアを、このためにレフレンシアは連れだしたのである。

　もちろんこれは「お兎うさぎ様さまの乱」でガブリエラが行ったあの作戦の模も倣ほうであるが、連合軍には大きな痛手になった。

　かといって、街の住民から強制徴用はできそうにない。やろうと思えばやれるのだが、ただでさえ人気のないヴェルガナがそんなことを強行すれば、たちまち怨えん嗟さの声が街に溢れるだろう。マドルの森からの刺客に怯えるだけでなく、街の住民の決起にも怯えなくてはならなくなる。

　仕方なく周辺の街から兵糧を運び込むわけだが、周辺の街だって余裕のあるところばかりではない。強要すればイリアスタへの反感が募りかねない。そんなことになれば、せっかく自陣営に引き込んだ今までの努力が無駄になる。

　かといってイリアスタから運ぶのは遠すぎる。ベティス大公国の二大隊がマドルの森とその近郊にいる上、ベティスの駐留軍が新たに中部の友好都市にまで進出してきているので、輜重部隊にはそれなりの警護の兵をつけなくてはならない。

　それに加え、セレンティウス率いる部隊は、自前の兵力を持たないヴェルガナのためにコリントゥス駐留を続ける必要があった。何しろ森には前王の部下がいる。白はく兎と騎き士し団だんの部隊がいる。ベティスの遠征軍までいる。セレンティウスが兵を引き揚げた途端、ヴェルガナが立ちゆかなくなるのは確実だ。

　このコリントゥス駐留部隊を維持する費用だって馬鹿にならない。

　イリアスタにとって、コリントゥスの街が大きな負担となってきた。

　一方、白兎騎士団はほとんど金銭的な負担を負っていない。コリントゥスの友好国が金や兵糧を寄進してくれるし、ベティスからの援助もある。しかもベティスは大国だ。友好国であるコリントゥスの前王を助けるためなら金も人もかける覚悟を決めていた。

　というか、大急ぎで本国に戻ったダルタニゥスが、上司と図ってその方向に舵かじ取りをしてくれていたのだ。

　コリントゥスは大して軍事的な圧力をかけられているわけでもないのに、今や風前の灯とも火しびといった状況に陥っていた。

　これこそがガブリエラの考えた作戦の究極の目標。

　つまり彼女は相手に渡したコリントゥスが立ち枯れすることを狙ったのである。そうすれば、軍を動かさず、人的な犠牲を払わず、コリントゥスを奪回できる。

　事態はガブリエラの狙いどおりに推移していった。




　レフレンシア曰いわく。

「将棋スカツシエでは、相手からの有効な手がないと見たときにわざと相手に手を渡すことがあるんだよ。対局相手が苦し紛れに局面を打開しようとすれば、却って形勢の悪化を招く。かといって何もしなければじり貧だ。これは大局観に優れた打ち手が冷静に的確に局面を分析して初めて使える手だけどね、今回のはそれに似ているな。ガブリエラの手渡しは名人級の一手だったと言ってもいい」




　さて、手を渡されたイリアスタ国主アスタロスも考えた。

　あらゆる角度から分析し、あらゆる状況を検討し、熟慮を重ねた結果、彼はコリントゥスを放棄することを選んだ。

　要するに投了したのだ。あっさりと。

　アスタロス曰く。

「投資に見合うだけの結実が得られない」

　かけた金に相応しい成果が期待できない以上、いつまでもかかずらっているのは金を溝どぶに捨てるようなもの。

　これ以上続けても挽ばん回かいの妙手はない。だったら指し続けるだけ無駄だろうと、つまりそういうことだ。

　アスタロスは、あくまでもどこまでも現実主義者だった。

　彼はセレンティウスに引き揚げを命じた。

「いま見捨てられたら、わたしはどうなるのです!?」

　と縋すがるヴェルガナにかまわず、セレンティウスは連合軍部隊を率いてコリントゥスの街から撤収していった。

　一族を引き連れたヴェルガナがコリントゥスの街から逃げだしたのは、翌日の夜のことだった。

　彼がイリアスタに庇護を求めたのか、それとも見捨てられたことに絶望して別の国へと向かったのか、知っている者は誰もいない。

　ともあれ。

　こうして。

　コリントゥスの街は前王の手に戻った。

　ガブリエラの狙いどおりに。

　ガブリエラの読みどおりに。

　ガブリエラの作戦どおりに。

　街は無事に取り返されたのだ。

　誰の血も流すことなく。

　このコリントゥスの街の奪還作戦＝「溺おぼれる者は藁わらをも摑つかむ」は、「ガブリエラが作戦立案に深く関わりながら、ただの一人も犠牲者を出さなかった希け有うな作戦」として、白兎騎士団しろうさぎの団員の間で長く語り伝えられたという。
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「噓です、噓です。そんなことはありませんよ」

















　　　　　１




　静かな池に小石を投げ込めば波紋は遠くまで達し、岸にぶつかって跳ね返る。

　微妙な均衡を保っている天てん秤びんを押せば大きく揺らぎ、揺らいだ反動が来る。

　歴史とはそのように動くことが多い。

　一つの事件がそこで完結することはなく。

　一つの事件が次の事件を生み。

　生まれた事件が、さらに別の事件を呼ぶ。

　そうして歴史の方向性が形作られ。

　人の思惑を超えたところで流れ始める。

　つまるところ、歴史とは偶然が寄り集まった必然なのだ。

　コリントゥスで起きた反乱騒ぎは、静かな水みな面もに投げ込まれた小石に過ぎなかった。しかし、その波紋は予想外に遠くまで伝わり、そして意外なほどの影響を与えた。新たに起きた事件が、コリントゥスの騒動に影響されなかったと誰が言えよう。

　ガブリエラの奇策によって、コリントゥスの街は流血の惨事を免まぬがれた。血を流すことなく明け渡された街は、再び血を流すことなく奪い返せた。睨み合いこそあったものの、軍事的な衝突はぎりぎりのところで回避された。

　だが。

　次なる事件を巡る混乱は、ついに軍事衝突に繋がったのだ。

　そこでは血が流されたのだ。

　その動乱に鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎが巻き込まれたのは偶然か、はたまた必然なのか。それとも逃れられない宿命だったのか。




　　　　　２




　動きだした歴史を止められる者はいない。

　歴史の流れの行き先を知っている者はいない。

　ただ一人、運命の糸車を回すという守護天シリーンを除いて。




　　　　　３




　大平原の街道を北に向かって進んでいる一団がいる。

　馬が十頭に馬車が一台という構成だ。そのうちの二頭は誰も乗っておらず、他の馬に引かれているだけだった。

　十人は、今け朝さ方がたコリントゥスの街を出てきた遊撃小隊である。

　マルチミリエとレオチェルリは馬車の御ぎよ者しや台だいに乗っているが――無人の馬はこの二人の物だ――それ以外の八人は乗馬用の裳も裾すそに短い筒つつ袴ばかまを穿いて馬に跨またがっていた。

　マドルの森の管理担当者にアルデリィナを指名したレフレンシアは、レオノーラや雛小隊やらを引き連れて、一足早くセビリィノへ向けての帰還の途に着いた。

　温泉場の実際の維持管理は、居残ることになったベティスの駐留軍に任せてあるが、レフレンシアは彼らとの調整役としてアルデリィナを残したのだった。

「近々、交代要員を送るから、それまで我慢してくれ」

　レフレンシアはそう言って、森から去っていった。

　しかしながら、遊撃小隊はレフレンシアに同道しなかった。

　なぜ十人だけが別行動を取っているのかというと。
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「いや～～、レフレンシア様、太っ腹だよね」

　ジアンが嬉しそうな声を上げ、ドゥイエンヌが大きく頷いた。

「ほんとうですわね。まさか休暇をいただけるとは」

「しかも二は十つ日か間だよ。二旬じゆん日じつ分」

　セリノスがしみじみとした口調で、

「あれで意外と優しいところあるよね、レフレンシア様」

　と言うと、ドゥイエンヌは何かに怯えるようにきょろきょろと辺りを見回してから、声を潜めて言った。

「意外と……という言葉は、あまり使わないほうがよろしくてよ、セリノス」

「ああ……そうだね」

「で、どこ行く、小隊長？」

「どこって、ジアン、ゆっくりと高原都市に戻りつつ、途中で少し寄り道をして観光などしていくだけでしょう？　さすがにここから別の地域に行くほどの余裕はありませんわよ。時間的にも金銭的にも」

「そっか。じゃあ、美お味いしい物！　美味しい物のある街に寄っていこうよ」

　右手を高々と挙げ、馬の鞍の上で飛び跳ねるように腰を上下させているジアンを見て、ドゥイエンヌが呆れ顔になる。

「あなた、いい加減、食べることから離れたらどうなの、この卑いやしん坊さん」

「あんた、食べることしか頭にないもんね」

「食べる方面に関してだけは第一人者よね、ジアンは」

　などと、アフレアとノエルノードから追い打ちがかかった。

　ジアンは不服そうに頰ほおを膨ふくらませる。

「心外だなぁ。だいたい、この中で彼氏がいるの、自分だけじゃん」

　全員が、うっと声を詰まらせた。

「食べる方面だけじゃなく色恋方面でも、自分、この中じゃ第一人者だと思うけど？」

「わ……わたくしたちは鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団員ですからね。アルアラネ様にご遠慮して男を近づけないだけです。彼氏がいないのではなく、敢えて作らないだけですわね。あなたのような見境のない人とは違うのですわよ」

　というドゥイエンヌの強がりに、いつもならすかさず突っ込むノエルノードやアフレアも、うんうんと頷いた。

「そうそう、そういうこと」

「下へ手たに男なんかと仲良くしたら、アルアラネ様に嫉しつ妬とされちゃうもん」

「ふぅぅん、そうなんだ。ま、いいや、そういうことにしておくよ」

　勝ち誇った顔でジアンがそう応えると。

　くっっ、ジアンったら、お猿のくせに。

　ドゥイエンヌが顔を歪ませた。

「そういえば、姉様、オルトラゥスさんとはどうなのよ？」

「いや、どうなのよって言われても、別にどうもないけど」

「本当に～～？」

「本当だよ」

「ねえねえ、この案内書に観光名所とか美味しい食べ物とか温泉とか、いろいろ書いてあるよ」

　デイレィが手にした羊よう皮ひ紙し製の小しよう冊さつ子しをひらひらと振ってみせる。

「あら、いつの間にそんな物を？」

「出てくるときにもらってきたんだ」

「どれどれ」

　全員、馬を街道脇に寄せて。

　下馬した十人がデイレィの周りに集まってきた。

　地面に敷物を敷いて腰を下ろすと、みな、デイレィの持っている小冊子を覗き込む。













「じゃあ、まずはここに行くのは？　でもって、次はこことか」

「あ、こっちに寄れないかな？」

「少し迂回すれば、ほら、ここの温泉に」

「あ、この街の朝市には、こんな美お味いしそうな食べ物がありますよ」

　わいわいがやがやと休暇の相談をしている遊撃小隊。

　大きな試練を乗り越えた直後の、束つかの間まだが楽しい秋の休日になるはずだった。

　自分たちの行く先に新たなる事件が、さらなる動乱が待ち受けていることなど、誰も夢想だにしていない。





鋼鉄の白兎騎士団[image: ]　完













　あとがき




　どうも、舞まい阪さかです。

　前巻、「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎⅦ」からだいぶ間隔が空いてしまいましたが、八巻、如何いかがだったでしょうか。

　久しぶりに書くことになるので、「どうかなぁ。以前と同じように書けるかなぁ」と少しだけ心配していたのですが、書いてみたらまったくの杞憂でしたね。以前と同様、いえ、むしろそれ以上に筆が進みまして、最初に予定していた枚数を大幅に超えてしまいました。

　前半部を書いているときは「だいたい二百八十枚～三百枚くらいかな？」という感触だったのに、終わってみれば四百枚超！

「白兎」はキャラもできているし、世界設定も馴な染じんでいるし、どれほど間隔が空いたとしても、作者としてはすんなりと世界に入り込めます。それに「白兎」は書いていて楽しいですし。

　読者の皆さんも楽しんでくださったのならよいのですが。




　それはさておき。

　只今、今年前半最大の山場だったり天てん王のう山ざんだったり関せきヶが原はらだったりしますが――まだ二月なのに――わたしは元気です。

　にしても、スケジュールが日にち単位で刻まれるのなんて、今までにあまり経験ありません。一歩間違えば奈落の底へ真っ逆さまという綱渡り。というか、蜘く蛛もの糸渡り。いつ糸が切れてもおかしくない。いつ転落しても不思議ではない。そんな危うい毎日が続いています。

　でも。

　この「あとがき」と「白兎Ⅷ」の著者校が終われば、ようやく一段落つきそうです。というか、つけます。つけねばならんのです。

　なぜならば。

　わたし、明日から北海道へスキーに行くからです。三泊四日の日程で。

　う～ん、北海道で滑るの、随分と久しぶりだなぁ。何年ぶりだろ。三年ぶり？　実に楽しみです。天候に恵まれるといいんですが。

　戻ってきたらスキーの写真なんかもアップするつもりですので、こちらへどうぞ。

　　　　↓

http://maisaka100ka.serio.jp




　それはさておき２。

　ミクシィの「鋼鉄の白兎騎士団コミュ」が四百人突破してますよ。凄いというか吃びつ驚くりというか嬉しいというか。ミクシィも、今だと招待状がなくても入れるみたいですし、携帯からもＯＫなんで、興味のある方はぜひ覗きに来てくださいませ。何故かわたしもコミュに入っていて、制作レポートなんかも書いてたりしていますから。

　では、最後に今後の予定など……あ、その前に宣伝。

　三月十四日に「サムライガード３」（ＧＡ文庫）が発売になっている（はずな）ので、ぜひそちらもよろしく！　です。

　で、今後の予定。

　五月頃に出る（かもしれない）『ＧＡマガジン』にもしかすると「サムライガード」の短編を書く……かも？　あと五月には「狗く牙が絶だちの劔つるぎ３」が出る……かも？　「鋼鉄の白兎騎士団」の九巻目は夏頃に出る……かも？　まぁ、そんな感じでダラダラと仕事をしていく予定です。大丈夫。今年前半最大の山場は、もう過ぎたから。

　では、次は「狗牙絶ちの劔３」でお会いしましょう（『ドラゴンマガジン』の連載もよろしく！）。





二〇〇九年二月吉日　　舞阪　洸こう
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